
＠放送時IIIJが変わります

教育テレビ・・・・・・・・..月曜日・・ ・・ ・・・....午後10:25~ 10: 50 
•••• • 再放送・・・・・・・・...翌週月曜日・・...午後 2:00~2:25 
． ． •再々放送 ・・・・ ・・ ・・ . . 翌月土躍日 ・・・・・ 午前 1:oo~ 1 :25 
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ク
ラ
シ
ッ
ク
畜
楽
フ
ァ
ン
は
も
と
よ
り
、
と
き
に
社
会
的
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
広
く

注

H
を
集
め
る
国
際
的
な
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
。
そ
の
華
麗
な
人
間
模
様
や
歴
史
を

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
た
ど
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
未
来
を
考
え
る
。



予選から本選へと進むにした

がって、観客数も増えてゆく

.. &
 

--
百名を超える出場者から本選に勝ち残れ

るのは、たったの6名。ファイナリストを

囲んでの記者会見には謡師も同席した

似勝者を決める本選では、オーケストラ

をしたがえたピアノ協奏曲が課題曲とな

る。写真は第 1位となったウクライナの

アレクサンダー・ガプリリュクさん

予
選
で
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
出
場
者

が
次
々
と
舞
台
に
登
場
。
課
題
曲
を

ソ
ロ
で
演
奏
す
る
。
写
真
は
第

2
位

に
入
芦
し
た
上
原
彩
子
さ
ん

·~-これまで遠い世界の出来事たった国際コンクールが、

近年、国内でも行われるようになった。

講師が審査委員長を務めた第4回浜松国際ピアノコンクール

(2000年、浜松市で開催）を例に、

予選から本選までのようすを紹介する

（写真すぺて／財団法人アクト シティ浜松迎営財団）

鉄道駅の構内で外国からの出場

者たちの案内役を務めるスタッフ

． 
．， •. 

; "-' .,. . 
,' .  

＇ 
ヽ

, .・ 

最高の状態でピアノを弾いてもらうために、

連日夜遅くまで調律師の仕事は続く



国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
光
と
影
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一~~コンクールの開催期間は約2週間にわたる。

俊英のピアニストたちが

ときおり見せるあどけない素顔。

それが観客と出場者たちの距離を、

ぐっと近づけてもいるのだ

予選を通過して喜び合う出場者たち

ば工
歓喜のあとは練習の日々。予選

を勝ち抜き、舞台が続く限り、

出場者たちは孤独や緊張とひ

たすら向き合うことに

教育テレビ月曜日 午後10:25~10:50

再放送翌週月曜日午後 2:00~ 2:25 

再々放送翌月土曜日午前 l:00~ l :25 

惜しくも敗退した出場者には、ホー

ムステイの誘いやホームコンサー ト

の注文などが入ってくる。地元の

人々とのふれあいを楽 しみながら、

彼らも 自分たちのコンクールを最

後まで見ることができるのだ
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は
じ
め
に

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
殊
に
ピ
ア
ノ
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
を
主
軸
に
据

え
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
音
楽
家
、
更
に
は
そ
こ
に
関
わ
り
合
う
社
会
と
人
々
、
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
て
、

の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
。

優
劣
は
そ
も
そ
も
決
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
。

れ
る 現

在
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
世
界
で
千
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
あ
る
、
と
い

つ
ま
り
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
は
十
に
も
満
た
な
か

っ
た
も
の
が
次
第

に
増
え
、
特
に

一
九
八

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ロ
ー
カ
ル
な
も

数
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
十
世
紀
前
半
に
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
し
か
、
そ
れ
も
ご
く
数
え
る
ほ

ど
し
か
存
在
し
な
か

っ
た
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

二
十
世
紀
後
半
に
は
南
北
両
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
ヘ
と
大
き
く
そ
の
分
布
図
も
広
が
り
ま
し
た
。

な
ぜ
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
の
関
心
を
集
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
が
、
無
名
の
才
能
あ
る
若
者
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
場
と
し
て
認
め
ら

方
、
ど
こ
か
「
芸
術
に
な
じ
ま
な
い
」
感
じ
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。
結
果
が
記
録
と
し
て

明
確
に
示
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
と
は
違
っ
て
、
芸
術
の
価
値
は
複
雑
で
多
元
的
で
す
。
音
楽
だ
け

で
な
く
、
文
学
や
美
術
と
い
っ
た
領
域
で
も
同
じ
で
す
が
、
そ
の
価
値
を
ど
う
決
め
る
の
か
、
そ
の

で
も
逆
に
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
価
値
が
複
雑
で
多
元
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
若
い
可
能
性
に
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
、
無
名
の
才
能
を
広
く

一
般
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
場
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
、
芸
術
は
、
残
念
な
が
ら
し
ば
し
ば

二
義
的
な
も
の
、
「
衣

食
足
り
て
の
ち
の
跨
沢
」
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
で
も
今
日
、

一
十

一
世
紀
を
迎
え
て
本
格
化

す
る
「
豊
か
な
社
会
」
に
お
い
て
状
況
は
変
わ
り
ま
し
た
。
人
々
の
芸
術
へ
の
関
心
は
豊
か
で
多
様

と
な
り
、
そ
の
功
罪
は
と
も
か
く
、
と
き
に
は
芸
術
こ
そ
将
来
も

っ
と
も

「
ニ
ー
ズ
」
の
多
い
「
商

品
」
と
し
て
社
会
を
活
性
化
さ
せ
る
力
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
広
が
り
さ
え

見
せ
て
い
ま
す
。
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
急
激
な
増
加
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
ま
さ
に
対
応
す
る
も

八
回
に
わ
た
っ
て
考

十

一
世
紀
に
入

っ
た
今
も
、
そ
の
数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

九
八
八
年
に
は

一
年
間
に
五
十
八
、

九
九
三
年
に
は

一
年
で
百
囮
も
の
「
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

の
だ
け
で
は
な
く
、
「
国
際
」
と
銘
打
っ
た
コ
ン
ク
ー
ル
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
た
と
え
ば

二
十
世
紀
の
半
ば
、

わ
れ
て
い
ま
す
。

中
村
紘
子

（
な
か
む
ら
ひ
ろ
こ
）



~ "IHI< 
第
8
回

第
7

回
コ
ン
ク
ー
ル
に
行
っ
て
み
よ
う
5
月
19
日
放
送
／
5
月
お
日

・
6
月
14
日
⑲

9

6

第
6
回

第

5
回

第
4
回

第
3
回

第
2
回

第

1
回

新
放
送
時
間
の
お
知
ら
せ

2
 0
0
 
3
年
4
月
7
日
よ
り
、
N
H
K
人
間
講
座
の
放
送
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

本
放
送
11
月
ー
水
曜
日
・
午
後
10
時
25
分
i
1
0
時
50
分

再
放
送
11
翌
週
の
同
曜
日

・
午
後
2
時
ー
2
時
25
分

再
々
放
送
11

翌
月
土
曜
日
・

（月
）午
前
1
時
ー
1
時
25
分

（火
）午
前
1
時
25
分
i

1
時
50
分

（水
）
午
前
1
時
50
分
i
2
時
15
分

二
十
＿
世
紀
の
コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル
の
舞
台
裏

東
洋
人
の
台
頭
5
月
5
日
放
送
／
5
月
12
日
・

5
月
31
日

⑲

冷
戦
が
生
ん
だ
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

巨
匠
た
ち
の
誕
生

天
才
児
の
世
紀

コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
る

防
打
店
ェ

ts
影

n
と

te
虚

on
ル

C
クンコ際国

5
月
12
日
放
送
／
5
月
19
日
・

6
月
7
日
⑲
｝

5
月
26
日
放
送
／
6
月
2
日
・

6
月
21
日

⑲
）

111 81 65 

4
月
28
日
放
送
／
5
月
5
日
・

5
月
24
日

鹿
）ー
|
4
9

4
月
21
日
放
送
／
4
月
28
日
・

5
月
17
日
圃
）

4
月
14
日
放
送
／
4
月
21
日
・

5
月
10
日

⑲
）

4
月
7
日
放
送
／
4
月
14
日
・

5
月
3
日

⑲
）

※
再
々
放
送
は
、
金
曜
日
深
夜

（日
付
は
土
曜
日
）
で
す
の
で

な
お
、
放
送
予
定
は
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
変
更
に
な

35 21 7
 

、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



中
村
紘
子

（ピ
ア
ニ
ス
ト
）

更
に
オ
ル
ガ
ン
や
ク
ラ
ビ

コ
ー
ド
と
い

っ
た
鍵
盤
楽
器
が
発
達
を
み
る
頃
と
な
る
と
、

ラ
ン
ス
の
叙
情
詩
を
渡
し
、

そ
れ
に
付
け
た
作
曲
を
審
査
会
で
審
査
し
た
、
と
い
う
の

れ
ば
、

六
四

0
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ル
セ
ー
ヌ
と
い
う
人
が
、

二
人
の
作
曲
家
に
フ

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
場
合
は
、

当
然
比
較
的
最
近
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
記
録
に
よ

ん
。

三
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
、

一
九
六
．
年
、
第
二

十
八
回

「音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
第

一
位
特
牧
を
受

宜
。
翌
年
、

N
H
K交
牌
楽
団
の
ソ
リ
ス
ト
に
抜
擢

さ
れ
デ
ピ
ュ

ー
。
そ
の
後
渡
米
し
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド

音
楽
院
で
ロ
ジ
ー
ナ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
女
史
に
師
事
。
第

七
回
シ
ョ
パ
ン

・コ

ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初
の
入

fto

以
後
、
国
内
・
海
外
で
活
発
に
演
奏
活
動
を
続
け
る

一

方
、
シ
ョ
パ
ン
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル

・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
ほ
か
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
貝
、
浜
松
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
長
を
務
め
る
。
著
書

「チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー

・
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
第
二
十
回
大
宅
壮

一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
宜
を
受
買
。
他
の
著
書
に
「ヒ

ア
ニ
ス
ト
と
い
、
ユ
盆
族
が
い
る
」
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ま

で
も
ぐ
り
た
い
j

「ど
こ
か
古
典
派
j

が
あ
る
。

（
写
真
／
尾
形
正
茂
）

し
ょ
う
。

＠

ブ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
1
1
菊
地
信
義

＠
表
紙
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
1
1
コ
ロ
ナ
1
1
”地
球
時
代
“”
知
の
時
代
“

＠
扉
題
字
1
1
深
井
和
子

＠

表
紙
写
真
1
1
＿
九
九

0
年
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
本
選
会
場

（
写
真
c
木
之
下
晃
）

⑥

口
絵
デ
ザ
イ
ン
1
1
海
象
社

（関
口
八
重
子
）

＠

本
文
組
版
1
1
>
N
C

＠
写
真
協
力
1
1
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
運
営
財
団
、
ソ
ニ

ー
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ

／
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ー
ツ

。、̀

＠
編
集
協
力
1
1
編
集
館

（藤
田
幸
代
）
、
牧
人
舎

（井
上
美
夫
）
、
西
田
節
夫
、

福
田
光
＿

N
H
K
人
間
講
座
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
の
光
と
影

2
 0
0

 3
（
平
成
15)
年

4
月
1
日

編
集
1
1
日
本
放
送
協
会
・
日
本
放
送
出
版
協
会

著
者
1
1
中
村
紘
子

◎
 2
0
0
3
 N
a
k
a
m
u
r
a
 H
i
r
o
k
o
 

協
力
1
1
N
H
K
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ

ナ
ル

発
行
1
1
日
本
放
送
出
版
協
会

〒

1
5
0
,8
0
8
1

東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
町

41
,1

電

話

編

集

(
O
3
)
3
7
8O

• 
3
3
0
1
 

販
売

(0
3
)
3
7
8O

• 
3
3
3
9
 

広
告

(0
3
)
3
7
8O

• 
3
3
6
1
 

http://www
.n
h
k
'
b
o
o
k
.c
o
.jp 

振
替
0
0
1
1
0
,1
,4
9
7
0
1

印
刷
1
1
廣
済
堂
・
近
代
美
術
製
本
1
1
石
津
製
本
所

囮
本
誌
の
無
断
複
写

（コ
ピ
ー
）
は
著
作
権
法
上
の
例
外
を
除
き
、
著
作
権
侵
害
と
な
り
ま
す
。

音
楽
の
「
競
技
」
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
そ
れ
以
前
に
も
、

他
の
文
明
地
域
た
と
え
ば
エ

ジ
プ
ト
や
古
代
中
国
と
か
い
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
音
楽
と

楽
器
が
あ
る
限
り
、
似
た
よ
う
な
試
み
は
き
っ
と
行
わ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

競
い
合
う
、
と
い
う
の
は
、
人
間
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
本
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

が
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
形
式
の
も
っ
と
も
初
期
の
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
そ
れ
は
、

今
日
の
「
の
ど
自
慢
」

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
、

す
で
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
な
か
に
も
、

さ
て
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
は
、

い
っ
た
い
い
つ
頃
か
ら
始
ま

っ
た
の
で

競
演
会
ー

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
ク
レ
メ
ン
テ
ィ

コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
る

4
月
7
日
放
送
／
4
月
14
日
・

5
月
3
日
再
放
送

7
 



パ
ッ
ハ

（
一六
八
五
—

一
七
五
0
)

ヨ
ハ
ン
・
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ン

・
バ
ッ
ハ

。
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
大
成

し
た
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
。
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」

「
プ
ラ

ン
デ
ン
プ
ル
ク
協
奏
曲
」
「
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ

ー
ア

曲
集
」
「
フ
ー
ガ
の
技
法
」
な
ど

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

（一

七
五
六
ー
九

一
）

ウ

ォ

ル
フ

ガ
ン
グ

・
ア
マ
デ
ウ

ス

・
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
。
オ
ー
ス

ト
リ

ア
の
作
曲
家
。
歌
劇

「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」

「腐
笛
」、

四
十

一
の
交
抑
曲、

二
十
七
の
ピ
ア
ノ
協

奏
曲、

「
レ
ク
イ
エ
ム
」
な
ど

ク
レ
メ
ン
テ
ィ

（
一
七
五
ニ
ー

一
八
三
二
）

ム
ツ

イ
オ
・
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
。
イ
ギ
リ
ス
で
活
躍
し
た
イ

タ
リ
ア
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

（
一
七
七

0
ー

一
八
二
七
）

ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
。
ド
イ
ツ
の

作
曲
家
。
九

つ
の
交
響
曲、

歌
劇
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
、

五
つ
の
ビ
ア
ノ
協
奏
曲、

三
十
二
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

な
ど

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

（
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・

ミ
ヒ
ャ
ー
レ
ク

画
、
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
蔵
）

パ
各
地
で
始
ま
り
ま
し
た
、
オ
ル
ガ
ン
の
名
手
と
う
た
わ
れ
る
人
が
い
る
と
、
そ
こ
に

バ
ッ
ハ
が

一
七

一
七
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
の
そ
う
し
た
「
競
演
会
」
に
招
か
れ
た
と
き

に
は
、
そ
の
バ

ッ
ハ
の
轟
き
渡
る
名
声
に
怖
じ
気
づ

い
た
相
手
は
、

当
日
朝

一
番
の
馬

バ
ッ
ハ
の
時
代
は
ま
だ
オ
ル
ガ
ン
で
、
歴
史
上
最
初
の
人
気
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
さ
れ
る

の
は
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
で
す
が
、
当
時
彼
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
わ
れ
た
、
あ
の
教
則

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
よ
り
四
つ
年
上
の
ロ

ー
マ
生
ま
れ
、
十
四
歳
の
と

き
に
英
国
の
お
金
持
ピ

ー
タ
ー

・ベ

ッ
ク

フ
ォ

ー
ド
と
い
う
人
に
ほ
れ
込
ま
れ
、

養
子

一
七
七
三
年、

二
十

一

一
躍
寵
児
と
な
り
ま
す
。

彼
の
音
色
は
力
強
く
よ
く
響
き
、
そ
し
て
そ
の
演
奏
ぶ
り
も
過
度
な
ほ
ど
刺
激
的
で

き
ら
び
や
か
だ
っ
た
の
で
、
人
々
は
熱
狂
し
、
当
代
き
っ
て
の
ピ
ア
ノ
の
名
手
と
し
て

そ
の
名
声
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
ヨ

ー
ゼ
フ
ニ
世
が
伝
え
聞
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
お
い
て
最
も
偉
大
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
す
な
わ
ち
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
以

外
で
最
も
偉
大
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
す
な
わ
ち
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
と
を
、
是
非
競
わ
せ
よ
う
と

一
七
八

一
年、

対
決
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
と
き
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
は
二
十
五
歳
、

ク
レ
メ
ン
テ
ィ

こ
の
競
技
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
で
、
即
興
や
変
奏、

初
見
な
ど
ピ
ア
ノ
演
奏
の

あ
ら
ゆ
る
秘
技
を
、

二
人
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て
競
い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
で
華
麗
な
ピ
ア
ノ
を
聴
か
せ
た
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
が
勝

っ
た
と
い
う
記
録

も
あ
る

一
方、

皇
帝
は
大
公
妃
と
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
の
賭
け
を
し
、

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
、
ビ
ア
ノ
は
そ
の
改
良
と
共
に
大
変
親

し
ま
れ
る
楽
器
と
な
り
ま
し
た
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
時
代
に
は
、

音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン

に
は
、
ざ
っ
と
三
百
人
も
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
ひ
し
め
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今

日
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う
の
は
数
が
多
く
て
、
そ
の
な
か
で

一
人
前
に
や

っ
て
い
く
の
は

な
か
な
か
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
実
は
も
う
二
百
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
そ
う
い
う
状

況
だ

っ
た
わ
け
で
す
ね
。

と
い
わ
れ
ま
す
。

あ
っ
た
皇
帝
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
優
美
で
リ
リ
カ
ル
な
演
奏
を
高
く
評
価
し
て
い
た

賭
け
て
勝

っ
た
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
審
査
委
員
長」

で

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に

は
二
十
九
歳
で
し
た
。

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
人
は
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
宮
殿
で

大
モ
テ
に
な
り
ま
す
。

歳
の
と
き

ロ
ン
ド
ン
で
デ
ビ
ュ

ー
し、

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
勉
強
す
る
の
で
す
が
、

本
な
ど
で
お
馴
染
み
の
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
と
の

「
競
演
会
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

車
で
パ
リ
に
逐
電
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

ラ
イ
バ
ル
を
引
っ
張

っ
て
き
て

一
緒
に
弾
か
せ
て
み
る
。

そ
れ
ら
の
奏
者
が
複
数
で

「弾
き
比
べ
」
を
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
催
し
が
ヨ

ー
ロ
ッ

，
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シ
ョ
パ
ン
、

二
十．
1

歳
の
と
き
の
肖
像
圃

シ
ョ
パ
ン

(
-
八

一
0
—
四

九
）

フ
レ
デ
リ

ッ

ク
・
フ
ラ
ン
ソ
ア

・
シ
ョ
パ
ン
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま

れ
の
作
曲
家
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
ほ
ぽ
ピ
ア
ノ
の
た
め

だ
け
に
作
曲
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
曲
が
今
も
よ
く

演
奏
さ
れ
る
。
二

つ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲、

三
つ
の
ビ

ア
ノ
ソ
ナ
タ
、
叫
つ
の
「
バ
ラ
ー
ド
」
、
四
つ
の

「
ス
ケ
ル
ツ
ォ
」、
「
練
習
曲
集
」

「前
奏
曲
集
」
な
ど

シ
ュ
—

ベ
ル
ト

（
一
七
九
七
ー

一
八
二
八
）

フ
ラ

ン
ツ
・

ペ
ー
タ
ー
・

シュ

ー
ベ
ル
ト
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
作
鼎
家
。
歌
曲
集

「美
し
き
水
車
小
屋
の
娘
」

「冬
の
旅
」

「白
烏
の
歌
」
を
は
じ
め
数
百
に
も
及
ぶ

歌
鼎
を
作
仙
し

「歌
仙
王」

と
よ
ば
れ
る
が
、
九
つ

の
交
押
曲
や
二
十
を
超
え
る
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
も
あ
る

J
 

か
な
か

っ
た
の
で
す
か
ら
。

し
ろ
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

あ
の
パ
リ
で
さ
え
も
年
に
数
え
る
ほ
ど
し

た
も
の
を
演
奏
し
た
り
、

そ
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
る
他
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
に

ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交
響
曲
に
親
し
む
に
は
、

仲
間
と
共
に
ピ
ア
ノ

ニ
重
奏
用
に
編
血
さ
れ

あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
ん
な
パ
リ
に
住
む
音
楽
家
た
ち
で
さ
え
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
シ

十
九
惟
紀
の
半
ば
、

シ
ョ
パ
ン
の
住
ん
だ
パ
リ
は

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
音
楽
の
中
心
で
も

判
を
呼
べ
ば
、

時
お
か
ず
し
て

台
の
ピ
ア
ノ
用
に
編
曲
さ
れ
出
版
さ
れ
た
の
で
す
。

ア
ノ
連
弾
用
や

台
の
ピ
ア
ノ
用
に
編
曲
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
新
作
オ
ペ
ラ
が
評

を
楽
し
ん
だ
の
で
す
。
ま
た
、

そ
の
た
め
に
ピ
ア
ノ
曲
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
作
品
が
、
ピ

っ
た
も
の
を
、
ま
ず
は
ピ
ア
ノ
用
に
編
曲
さ
れ
た
楽
譜
で
知
り
、

く
り
返
し
聴
く
こ
と

人
々
は
ピ
ア
ノ
音
楽
に
留
ま
ら
ず
、

シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
や
オ
ペ
ラ
あ
る
い
は
室
内
楽
と
い

置
も
な
く、

コ
ン
サ
ー
ト
の
数
も
ま
た
そ
こ
に
赴
く
交
通
手
段
も
限
ら
れ
て
い
た
当
時
、

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、

現
代
の
よ
う
に
レ
コ
ー
ド
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
装

普
及
さ
せ
大
衆
化
さ
せ
た
と
い
う
点
で
、

二
十
世
紀
に
お
け
る
レ
コ
ー
ド
の
よ
う
な
役

こ
の
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

「
ピ
ア
ノ
プ
ー
ム
」
は
、

音
楽
全
般
を
広
く

い
き
ま
し
た
。

わ
ゆ
る
「
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
も
ピ
ア
ノ
が
必
ず

台
据
え
つ
け
ら
れ
、

エ
ン

当
時
流
行
っ
た
の
は
、
だ
い
た
い

二
人
ぐ
ら
い
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
、

音
楽
愛
好
家
で

パ
ト
ロ
ン
の
貴
族
の
サ
ロ
ン
に
招
か
れ
、
そ
こ
で
、
自
ら
も
ピ
ア
ノ
を
た
し
な
む
貴
族

た
ち
か
ら
テ
ー

マ
を
与
え
ら
れ
て
即
典
演
奏
を
競
い
合
う
、
と
い
う
や
り
方
で
し
た
。

そ
し
て
、
気
に
入
ら
れ
た
方
が
、
殿
様
か
ら
現
金
を
も
ら
っ
た
り
宝
石
を
も
ら
っ
た
り

し
ま
し
た
。
で
も
、
こ
う
し
た
「
競
演
会
」
は
あ
く
ま
で

一
種
の
座
興
で
あ
り
、

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
と
し
て
の
性
格
が
中
心
で
、
そ
こ
で
は
気
紛
れ
で
尊
大
で
知

っ
た

か
ぶ
り
を
す
る
貴
族
た
ち
の
受
け
を
い
か
に
し
て
狙
う
か
、
と
い
う
よ
う
な
演
奏
が
主

な
も
の
で
し
た
。

産
業
革
命
と
ピ
ア
ノ
ブ
ー
ム

と
こ
ろ
が
十
九
世
紀
も
進
み
、

産
業
革
命
後
の
技
術
革
新
、
特
に
鉄
鋼
生
産
技
術
の

進
歩
に
よ

っ
て
改
良
に
改
良
を
重
ね
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
は
、
本
質
的
に
今
日
の
も
の
と
ほ

ぽ
変
わ
ら
な
い
形
に
完
成
を
み
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
と
ロ
マ

ン
派
の
作
曲
家
た
ち
の

「
幸
福
な
結
婚
」
が
行
わ
れ
て
多
く
の
ピ
ア
ノ
の
名
曲
が
作
曲

さ
れ
る
と
、
ピ
ア
ノ
は
単
に
音
楽
家
た
ち
の
お
気
に
入
り
の
楽
器
、
と
い
う
枠
に
留
ま

ら
ず
、
社
会
的
な
楽
器
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
社
会
が
、
絶
対
君
王
制
の
貴
族
中
心
か

ら
市
民
社
会
へ
と
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
新
興
市
民
階
級
の
各
家
庭
の
居
間
に
は
い

そ
れ
を
囲
ん
で
家
族
や
仲
間
と
音
楽
を
楽
し
む
、
と
い
う
構
図
が
出
来
上
が
る
。
そ
し

て
、
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
女
性
の
た
し
な
み
の

一
っ
と
し
て
定
着
し
て
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ウ
ィ
レ
ム
・
ケ
ス

ラ
ン
ダ
の
指
揮
者

（一

八
五
六
ー

九
三
四
）

('、 C ~--

フ
ラ
ン
ツ

・
リ
ス
ト

(-
八

―

-
l八
六
）

ハ
ン

ガ
リ
ー
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
。
千
五
百
曲

と
も
い
わ
れ
る
膨
大
な
ピ
ア
ノ
独
奏
曲
、

二
つ
の
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
の
ほ
か
、
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
交
押
曲
」
「
ダ

ン
テ
交
押
曲
」
な
ど

（
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
リ
ー
フ
ー
バ

ー
画
、
ウ
ィ
ー

ン
楽
友
協
会
蔵
）

才

こ
う
言

い
放
っ
た
の
で
す
。

13 

す
く
す
笑
い
が
聞
こ
え
て
く
る
。
と
、
そ
こ
で
リ
ス
ト
は
す
っ
く
と
立
ち
上
が

っ
て、

っ
た
。
ピ
ア
ニ
シ
モ
も
な
に
も
お
構
い
な
し
に
、

ツ
ァ
ー
の
野
太
い
声
や
大
公
妃
の
く （皇

ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
イ

一
世
の
前
で
リ
ス
ト

こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
い
っ
た
こ
と
も
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

低
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
う
え
、

い
わ
ゆ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
た
め
の
マ
ナ
ー
な
ど

こ
に
装
飾
を
ほ
ど
こ
し
即
典
的
な
変
化
を
つ
け
、
自
分
の
趣
味
を
見
せ
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
…
…
と
い

っ
た
主
張
の
な
か
で
、
原
作
に
対
す
る
難
敬
や
厳
正
な
態
度
な
ど

は
忘
却
の
彼
方
に
押
し
や
ら
れ
、
演
奏
は
ア
ク
ロ
バ

ッ
ト
の
バ
カ
騒
ぎ
風
に
ゆ
が
め
ら

れ
て
い
き
、
あ
ざ
と
い
シ
ョ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
に
大
衆
の
人
気
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
代
、
な
ん
と
い
っ
て
も
い
わ
ゆ
る

一
般
聴
衆
の
レ
ベ
ル
は
、
ま
だ
ま
だ

話
は
横
道
に
そ
れ
ま
す
が
、
た
と
え
ば
今
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
伝
統
を
誇
る

オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
管
弦
楽
団
も
、

初
は
、
大
変
で
し
た
。
な
に
し
ろ
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
人
々
は
、
そ
こ
を
社
交
の
場
と

き
り
な
し
、

思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
演
奏
が
始
ま
っ
て
も
お
し
ゃ
べ
り
や
挨
拶
や
出
入
り
が
ひ
っ

で
、
と
う
と
う
初
代
指
揮
者
ウ
ィ
レ

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
ザ
ワ
ザ
ワ
。

ム
・
ケ
ス
は
、
聴
衆
が
し
ん
と
静
ま
る
ま
で
、

一
八
八
八
年
の
創
立
当

タ
ク
ト
を
振
り
お
ろ
さ
ず
じ
っ
と
立
つ

十
年
ほ
ど
前
、
北
京
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
私
は
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
喧
喋
を
目

に
し
ま
し
た
が
、
世
界
中
、
ど
こ
も
同
じ
な
の
で
す
ね
、
初
め
と
い
う
の
は
。

ロ
マ
ン
派
の
ピ
ア
ノ
界
の
帝
王
に
し
て
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
、
と
も
て
は
や
さ
れ
た
か

の
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
も
、
こ
う
し
た
聴
き
手
の
マ
ナ
ー
に
は
悩
ま
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

特
に
そ
れ
が
傲
慢
な
専
制
君
主
の
場
合
は
。

が
演
奏
し
た
折
の
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ツ
ァ
ー

帝
）
は
、
リ
ス
ト
の
演
奏
中
に
隣
り
の
美
人
の
大
公
妃
と
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
て
し
ま

に
あ
る
。
演
奏
家
た
る
も
の
は
楽
譜
を
書

い
て
あ
る
通
り
に
弾
く
だ
け
で
は
な
く
、
そ

時
あ
た
か
も
ロ
マ
ン
派
の
最
盛
期
で
し
た
。
そ
し
て
、

ロ
マ
ン
主
義
の
理
想
は
個
性

こ
。

t
 

＜ ヽ う
に
な
り
ま
し
た
。
華
々
し
い

「
競
演
会
」
合
戦
が
、

貴
族
の
サ
ロ
ン
の
内
だ
け
で
な

と
に
か
く
ピ
ア
ノ
は
、
他
の
い
か
な
る
楽
器
よ
り
も
、

音
楽
家
と
音
楽
を
愛
好
す
る

人
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
楽
器
で
し
た
。
こ
れ
が
今
日
、
他
の
楽
器
た
と
え
ば
弦
楽
器

や
管
楽
器
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
比
べ
て
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
が
圧
倒
的
な
数
を
誇

さ
て
、
そ
う
い
っ
た
め
ざ
ま
し
い
ピ
ア
ノ
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
「
プ
ロ
」

の
ピ
ア
ニ

ス
ト
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
名
人

芸
|
ー
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ジ
テ
ィ
—
|
を
競
い
合
う
よ

一
般
公
開
の
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
で
お
金
を
と

っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

っ
て
い
る
遠
い
下
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
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タ
ル
ベ
ル
ク

(-
八

―
ニ
ー
七

一）

ジ
ギ
ス
ム
ン

ト
・
タ
ル
ベ
ル
ク
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

作
血
家

ク
ラ
ラ

・
シ
ュ

ー
マ
ン

(-
八

一
九
ー
九
六
）

ド

イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
作
曲
家
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー

マ
ン
の
妻
で
、
自
身
作
曲
家
で
も
あ
っ
た

（写
真

p
p
s
)
 

,_, .... …・ .、......,. ... ,, .. ..、'Lu, :』-•- M , ...、,.. ,,,, 
ヽ

・U:(1,,1,,,,,,,, -'J,:;,, n I 

カ
ー
ル
・
チ
ェ
ル
ニ
ー

（
一
七
九

一
ー

一
八
五
七
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
教
育
者
、
作
曲
家
。

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
に
師
事
し
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
「
皇
帝
」

の
初
演
を
行

っ
た

サ
リ

エ
ー
リ

（
一
七
五
0
|

―
八
二
五

）

ア

ン

ト

ニ
オ
・
サ
リ
エ
ー
リ
。
ウ
ィ
ー
ン
で
活
躍
し
た
イ
タ

リ
ア
の
作
仙
家
。
映
画

「
ア
マ
デ
ウ
ス
」
で
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
暗
殺
者
に
な

っ
て
い
る
が
、
史
実
と
し

て
は
否
定
さ
れ
て
い
る

（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
レ
ー
ベ

ル
ク
画
、
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
蔵
）

て
し
ま
い
ま
す
。

ク ピ
ア
ニ
ス
ト
は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
肝
心
の
そ
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
す
が
、
或
る
（
今
日
で
は
忘
れ
去
ら
れ
た
）

ネ
デ
ィ
と
、

い
う
な
ら
ば、

モ
ナ
コ
の
グ
レ
ー
ス
王
妃
と
英
国
の
ダ
イ
ア
ナ
妃
と
ジ
ャ
ッ

キ
ー
・

ケ

「
陛
下
が
お
話
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
間
は
、
音
楽
は
沈
黙
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」

さゞ
そ
や
場
内
は

一
瞬
、
凍
り
つ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
リ
ス
ト
に
は
そ
う

い
か
に
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
が
桁
は
ず
れ
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
か
。
話
が

横
道
に
は
ず
れ
つ
い
で
に
述
べ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
現
代
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
を
考
え

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
天
敵
（
？
）

サ
リ
エ

ー
リ
に
音
楽
理
論
を
学
び
な
が
ら
、
リ
ス
ト
は
十

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

で
全
世
界
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
タ
マ
ゴ
を
苦
し
め
る

二
歳
で
パ

リ
を
、
十
六
歳
で
全
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
「
征
服
」
し
た
と
う
た
わ
れ
る
寵
児
に

八
八
六
年
、
七
十
五
歳
で
こ
の
世
を
去
る
ま
で
、
彼
は
十
九

世
紀
ロ
マ
ン
派
の
音
楽
の
ま
っ
た
だ
中
で

話
が
脱
線
つ
い
で
に
い
え
ば
、
彼
の
ロ
マ
ン
ス
の
数
々
も
ま
た
、
今
日
に
た
と
え
て

た
ろ
う
」

る
の
で
す
」

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
イ
ラ
ー
と
（
ち
ょ

っ
と
古
い
で
し
ょ
う
か
）
次
々
に
ゼ易

け
落
ち
す
る
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
で
し
た
。
あ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
リ
ス
ト
が
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
下
級
役
人
の
息
子
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
「
ス
ー
パ
ー
」

な
こ
と
で
し
た
。

「
リ
ス
ト
を
初
め
て
聴
い
た
と
き
は
、
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
で
言
葉
も
失
い
、
し
ば

ら
く
の
間
呆
然
と
立
ち
上
が
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
っ
か
り
憂
鬱
に

な
っ
て
し
お
し
お
と
家
路
に
つ
い
た
。
こ
ん
な
に
凄
い
技
巧
と
力
を
、
誰
が
想
像
し
え

当
時
す
で
に
天
才
少
女
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
名
声
を
馳
せ
て
い
た
ク
ラ
ラ
・
ヴ
ィ
ー

（の
ち
の
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
）
は
、
わ
ず
か
十
八
歳
の
リ
ス
ト
を
聴
い
て
泣
い

「私
は
家
に
戻
る
や
い
な
や
大
声
で
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
い
私
は
打

ち
の
め
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
リ
ス
ト
の
傍
ら
で
は
他
の
名
人
た
ち
は
タ
ル
ベ
ル

ク
も
含
め
て
皆
小
さ
く
見
え
る
ほ
ど
で
す
。
私
た
ち
が
悪
戦
苦
闘
し
、

挙
句
の
果
て
に

こ
れ
と
い
う
成
果
も
得
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
を
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

リ
ス
ト
は
初
見
で
軽
々
と
や

っ
て
の
け

ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
も
大
変
シ
リ
ア
ス
で
立
派
な

「
帝
王
」

で
あ
り
続
け
た
の
で
し
た
。

（
皆
さ
ん
も
ご
経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
）

カ

ー

ル

・

チ

ェ

ル

ニ

ー

に

ピ

ア

ノ

を

、

あ
の

「
チ
ェ

ル

こ
ー

教
則
本
」

る
上
で
も
、
典
味
深
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
—
ー

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト

し
た
こ
と
が
許
さ
れ
た
ほ
ど
、
彼
も
ま
た
「
帝
王
」

で
あ
っ
た
の
で
す
。

モ
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、
ノ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

(-
八
三
0
ー
九

I
`
 

四
）

ド
イ

ツ
の
指
揮
者
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
。
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

一
番
の
初
演
者

ヘ
ン
ゼ
ル
ト

(-
八

一
四
ー
八
九
）

ア
ド
ル
フ
・

フ
ォ
ン

・
ヘ
ン
ゼ
ル
ト
。
ド
イ
ツ
の
ビ
ア

ニ
ス
ト、

作
曲
家

リ
ス
ト
の
演
奏
に
熱
狂
す
る
女
性
た
ち

（「
現
在
の

ベ
ル
リ
ン
満
喫
」
誌
よ
り
）

g
9
 

，
 

I
 

I
 

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

(-
八
0
九
ー
四
七
）

フ
ェ

リ
ッ
ク
ス

・
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
。
ド
イ

ツ
の
作
曲

家
、
指
揮
者
。
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
、
劇
音

楽

「
真
夏
の
夜
の
夢
」
、
ピ
ア
ノ
血
集

「
無
言
歌
」

な
ど

ピ
ア
ノ
を
弾
く
リ
ス
ト
を
囲
む
人
々
。
左
か
ら
デ
ュ

マ
、
ユ

ゴ
ー
、
サ
ン
ド、

パ
ガ
ニ
ー

ニ
、
ロ

ッ
シ
ー

二
、
リ
ス
ト、

ダ
グ
ー
伯
爵
夫
人

（
ヨ
ー
ゼ

フ

・
ダ

ン
ハ
ウ
ザ
ー
画
）

1
 

ヽ

つ
ま
り
、
そ
う
い
う

「時
代
」
だ

っ
た
の
で
す
ね
。

方
、
自
分
の
弟
子
で
か

つ
て
は
娘

近
代
ピ
ア
ニ
ズ
ム
の
完
成

っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

車
が
三
十
台
、
更
に

な
く
と
っ
組
み
合
い
の
大
喧
嘩
を
始
め
た
の
を
、
目
撃
し
て
い
ま
す
。

若
き
日
の
リ
ス
ト
は
、

見
た
こ
と
が
な
い
」

ハ
ン
サ
ム
と
い
う
だ
け
で
な
く
セ
ク
シ
ー
で
し
た
。
す
ら
り

一
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
し
た
。

ま
た
、
リ
ス
ト
よ
り
二
歳
年
上
で
、
同
じ
く
傑
出
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
り
作
曲
家

だ

っ
た
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
、
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

「
…
…
音
楽
に
対
す
る
感
受
性
が
、
か
く
も
指
の
先
に
ま
で
及
ん
で
い
る
演
奏
家
を

と
し
た
彼
が
、

蒼
白
く
秀
で
た
額
の
下
に
燃
え
る
よ
う
な
大
き
な
瞳
を
う
る
ま
せ
つ
つ
、

頬
に
も
つ
れ
か
か

っ
た
亜
麻
色
の
長
髪
を
細
い
指
で
か
き
上
げ
る
と
、
も
う
そ
れ
だ
け

で
上
は
王
侯
貴
族
か
ら
下
は
市
民
階
級
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
聴
衆
は
ゾ
ク
ゾ
ク
し
、

悶
絶
し
ま
し
た
。

女
性
た
ち
は
花
束
の
代
わ
り
に
自
身
の
身
に
つ
け
て
い
る
高
価
な
宝
石
を
ス
テ
ー
ジ

に
投
げ
合
い
、
昂
奮
の
あ
ま
り
ヒ
ス
テ
リ
ー
状
態
に
な

っ
て
気
絶
す
る
人
も
続
出
し
ま

す
。
そ
し
て
、
リ
ス
ト
が
わ
ざ
と
置
き
忘
れ
て
い

っ
た
緑
色
の
手
袋
だ
の
シ
ガ
ー
の
吸

い
残
し
だ
の
を
奪
い
合

っ
て
、
更
な
る
大
騒
動
が
起
こ
る
。

詩
人
ハ
イ
ネ
は
、
或
る
リ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

豪
華
に
着
飾

っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
公
爵
夫
人
が
二
人
、
リ
ス
ト
の
煙
草
入
れ
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
恥
も
外
聞
も

さ
て
、
そ
ん
な
昂
奮
に
満
ち
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
る
と
彼
は
、
六
頭
の
白
馬
の
引

く
馬
車
に
乗
り
、
次
の
目
的
地
へ
と
向
か
い
ま
す
。
そ
の
後
ろ
に
は
、

（
フ
ァ
ン
の
）
自
家
用
馬
車
が
何
百
台
も
従

っ
た
と
い
う
の
で
す

か
ら
、
ま
る
で
大
名
行
列
の
よ
う
な
壮
観
さ
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
華
麗
な
る

リ
ス
ト
の
旅
立
ち
を
見
送
ろ
う
と
、

王
侯
貴
族
た
ち
も
町
に
出
る
。
リ
ス
ト
は
人
々
の

大
歓
声
に
包
ま
れ
て
、

王
の
よ
う
に
、

で
は
な
く
、
ま
さ
に
王
そ
の
も
の
と
し
て
旅
立

こ
う
し
た
リ
ス
ト
で
し
た
が
、
そ
の
演
奏
ぶ
り
は
、

四
頭
立
て
の
馬

や
は
り
当
時
の
華
や
か
な
即
興

演
奏
な
ど
の
流
行
に
の

っ
て
、
原
作
の
形
を
ゆ
が
め
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
よ
く
し

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

に
「
月
光
ソ
ナ
タ
」

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
の
あ
っ
ち
こ

っ
ち
を
繋
い
で
、
最
後

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
も

っ
て
き
て
自
分
の
ソ
ナ
タ
と
し
て
ま
と
め
て

し
ま
う
よ
う
な
乱
暴
な
こ
と
を
す
る
。
で
も
そ
の

婿
で
も
あ

っ
た
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン

・
ビ

ュ
ー
ロ
ー
が
、
自
分
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
の

十
二
番
に
二
番
の
後
半
を
繋
げ
て
弾
い
た
り
し
て
も
、
と
が
め
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。

人
々
の
要
求
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
代
、
ど
ん
な
他
人
の
作
品
で
も
自
分
流
に
弾
い
て
し
ま
う
の
は
、
む
し
ろ

ヘ
ン
ゼ
ル
ト
と
い
う
超
絶
技
巧
を
売
り
物
に
し
て
い
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リ
ス
ト
が
使
用
し
て
い
た
ピ
ア
ノ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

プ
ダ
ペ
ス
ト
、
リ
ス
ト
記
念
栂
物
館
所
蔵
、

写

真

c

木
之
下
晃
）

弟
子
に
当
た
っ
た
り
）
す
る
の
で
す
。

弟
子
に
な
っ
た
り
（
ま
た
恐
れ
多
く
も
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
か
ら
数
え
て
六
代
目
ぐ
ら
い
の

こ
の
私
に
し
て
も
、
過
去
に
師
事
し
た
先
生
方
の
系
譜
を
た
ど
れ
ば
、

リ
ス
ト
の
ひ
孫

の
ピ
ア
ノ
界
は
リ
ス
ト
の
弟
子
に
支
配
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。
十
九
世
紀
の
後
半
か
ら
二
十
世
紀
の
前
半
は
、

゜ヽ

ヨ
ー
ロ

ツ
ー

た
不
朽
の
名
作
を
数
多
く
遺
し
た
だ
け
で
な
く
、

大
先
生
と
し
て
驚
異
的
な
数
の
門
下

テ
ソ
ナ
タ
や
口
短
調
ソ
ナ
タ
、

パ
ガ
ニ

ー

ニ
練
習
曲
や
超
絶
技
巧
練
習
曲
な
ど
と
い

っ

さ
せ
、
交
押
詩
と
い
う
新
し
い
分
野
を
生
み
出
し
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン

ト
で
あ

っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

そ
の
名
人
芸
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
に
も
発
展

直
観
、
官
能
、

情
熱
に
さ
い
な
ま
れ
る
宗
教
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
単
に
大
ピ
ア
ニ
ス

彼
は
類
い
稀
れ
な
る
知
性
と
深
い
文
学
的
教
養
を
備
え
、

複
雑
で
矛
盾
し
た
精
神
と

で
は
終
わ
り
そ
う
も
な
い
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

晩

で
す
。

た
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
「
黒
鍵
エ
チ
ュ
ー
ド
」
の
右
手
を
全
部
オ
ク
タ
ー
ヴ

で
弾
い
て
、
聴
衆
を
沸
か
せ
た
そ
う
で
す
。
作
曲
家
た
ち
も
、
自
分
の
作
品
を
弾
く
際

歳
年
上
で
、
十
九
世
紀
の
半
ば
近
く
に
亡
く
な

っ
た
シ
ョ
パ
ン
は
、

当
時
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
は
む
し
ろ
例
外
的
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
「
原
作
」
に
忠
実

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
彼
と
て
も
、
時
に
は
自
作
の
ワ
ル
ツ
に
ち
ょ
こ

っ
と
手
を

加
え
て
、
旅
先
で
泊
め
て
も
ら

っ
た
貴
族
の
令
嬢
に

一
宿

一
飯
の
お
礼
と
し
て
献
呈
し

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
し
ま
し
た

彼
の
作
品
た
と
え
ば
ノ
ク
タ
ー
ン
な
ど
を
見
る
と
、
繰
り
返
し
登
場
す
る
同

一
の
メ
ロ

デ
ィ
に
微
妙
に
異
な
る
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
彼
は
「
二
度

と
同
じ
よ
う
に
弾
か
な
い
」
即
興
性
と
い
う
も
の
を
、
実
は
厳
格
に
楽
譜
に
書
き
遺
し

ロ
マ
ン
主
義
の
ピ
ア
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
シ
ョ
パ
ン
と
リ
ス
ト
で
し
た
が
、

ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
辛
口
批
評
家
と
し
て
鳴
ら
し
た
ハ
ロ
ル
ド
・
シ
ョ

ー
ン
バ

ー

グ
は
、
こ
う
比
較
し
て
い
ま
す
。

「
シ
ョ
パ
ン
の
方
が
優
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
聴
衆
を
完
全

に
狂
わ
せ
る
だ
け
の
力
と
勘
、
そ
し
て
強
烈
な
セ
ッ
ク
ス
ア
ピ
ー
ル
に
お
い
て
、

ト
の
方
が
勝
っ
て
い
た
」

勝
っ
て
い
た
の
は
、

そ
の
人
間
と
し
て
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
語
り
始
め
た
ら
、
こ
れ
は
も
う
と
て
も

リ
ス

セ
ッ
ク
ス
ア
ピ

ー
ル
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
短
命

だ

っ
た
シ
ョ
パ
ン
と
は
違
い
、
リ
ス
ト
は
十
九
世
紀
の

一
番
中
心
を
す
べ
て
生
き
、
そ

こ
に
単
な
る
ヴ
ィ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
と
し
て
以
上
の
巨
大
な
影
聾
力
と
業
績
を
遺
し
た
の

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
リ
ス
ト
を
中
心
と
す
る
近
代
ピ
ア
ニ
ズ
ム
の
完
成
、
そ
し

ニ
ュ

ー

た
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
で
す
。

（き
っ
と
美
人
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
）
。
し
か
し
、

は
リ
ス
ト
よ
り

一度
と
同
じ
よ
う
に
は
弾
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

19 第 1回 コンクールが始まる
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す
。

ま
す
。

て
そ
の
普
及
を
支
え
る
社
会
の
流
れ
の
な
か
に
、
や
が
て
私
た
ち
は
「
競
演
会
」
で
は

な
く
、
近
代
的
な
規
範
に
従
っ
た
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
誕
生
を
も
見
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。天

才
児
の
世
紀

一
歳
で
演
奏
旅
行
I

イ
サ
ー
ク
・
ア
ル
ベ
ニ
ス

十
九
世
紀
と
い
う
の
は
、
「
天
才
児
の
世
紀
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
言
い
方
が
あ
り

こ
れ
は
、
た
と
え
ば
音
楽
の
世
界
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
る
と
、
こ
う
も
言
え
ま

つ
ま
り
十
九
世
紀
に
は
、
今
で
い
う
コ
ン
ク
ー
ル

の
よ
う
な
、

と
こ
ろ
か
ら
、

種
の
「
公
式
技
量

認
定
試
験
」
の
よ
う
な
も
の
が
広
く
確
立
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
世
に
出
る
た

め
に
は
、
た
と
え
ば
ま
ず
「
う
ち
の
町
で
大
評
判
の
ピ
ア
ノ
の
う
ま
い
子
」
と
い

っ
た

ス
タ
ー
ト
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
音
楽
と
い
う
分
野
で
は
、
オ
能
は
き
わ
め

て
若
い
時
点
で
成
長
ま
た
は
完
成
を
み
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
証
明
に
も
っ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

二
十
世
紀
の
脳
生
理
学
の
実
験
で
す
で
に
実
証
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、

音
楽
は
人
間
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
能
IJ
の
な
か
で
も
、
数
学
や
チ
ェ
ス
な

ど
と
と
も
に
最
も
早
く
開
花
し
成
熟
を
み
る
分
野
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

4
月
14
日
放
送
／
4
月
21
日
・

5
月
10
日
再
放
送

21 
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イ
サ
ー
ク・

ア
ル
ベ

ニス

(
-
八六
0
ー
一
九
0
九
）

スペ
イ
ン
の
ビ
ア

ニ
ス
ト
、
作
曲
家
。
作
品
の
多
く

は
ピ
ア
ノ
lJU
で
、
組
曲

「イベ

リ
ア
」、
「ス
ペ
イ
ン

組
曲
」「
ス
ペ
イ
ン
の
歌
」
な
ど
は
、
ビ
ア
ノ
の
重

要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー

レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ

（
．八
三
0
ー
一
九
二
n
)

テ

オ
ド
ル
・
レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ピ
ア

ニス
ト
、
教
育
者

バ
テ
レ
フ
スキ

(
-
八
六
0

|

―
九
四

一）

イ
グ

ナ
ー
ツィ

・
ヤン

・
パ
デ
レ
フ
ス
キ
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ピ
ア
ニ
ス
ト

シ
ュ
ナ
ー
ペ
ル

(
-
八
八
ニ
ー
一
九
五
一）

アル

ト
ゥ
ー
ル
・
シ
ュ

ナー
ベル
。
オー
ス
ト
リ
ア
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
シ
ュ

ー
ベル
ト
な
ど

に
深
い
解
釈
を
示
し
た

ホル
ショ

フ
ス
キ

(
-
八
九
ニ
ー
一
九
九
三）

ミ

ェ
チ
ス
ラ
フ

・
ホ
ル
シ
ョ
フス
キ
。
ポー
ラン
ド
出

身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ア
メ
リ

力に
移
住
。
チェ

ロ
奏
者
カ
ザル

ス
の伴
奏
者
と
し

て
も
知
ら
れ
た

ブ
ラ
イ
ロ
フ
ス
キ
ー

(
-
八
九
六
ー
一
九
七
六
）

ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー・

プ
ラ
イ
ロ
フス
キー
。
ロ
シア

出
身
の
ア
メ
リカ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
シ
ョ
パ
ン
全
作

品
の
連
続
演
奏
会
を
初
め
て
行

っ
た

一
人

彼
ら
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ
の
生
徒

一
覧
表
を
見
る
と
、
ま

ニ
ス
ト
た
ち
の
先
生
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

ベ
ル
や
、

日
本
に
も
来
た
ホ
ル

シ
ョ
フ
ス
キ
、

ブ
ラ
イ
ロ
フ
ス
キ
ー
と
い

っ
た
名
ピ
ア

た
。
で
も
、

今
日
私
た
ち
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

彼
が
パ
デ
レ
フ

ス
キ
や
シ
ュ
ナ
ー

び、

若
い
頃
は
か
な
り
の
技
量
も
持
つ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
も
立
ち
ま
し

彼
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
、
ウ
ィ
ー

ン
で
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
の
高
弟
の
チ
ェ

ル
こ

ー
に
学

よ
っ
と
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

が
出
現
し
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は、

ワ
イ
マ

ー
ル
の
フ
ラ
ン
ツ

・
リ
ス
ト
と
ウ
ィ

ー
ン

十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
は
、

多
く
の

「
天
オ
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
た
ち

天
才
児
を
弟
子
に
し
よ
う

ス
ペ
イ
ン

カ
ジ
ノ
で
弾
い
た
り
、

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な

っ
た
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
船
の
ド

ッ
ク

も
ち
ろ
ん
、
時
代
が
二
十
世
紀
に
入

っ
て
交
通
機
関
や
通
信
手
段
な
ど
が
発
達
す
る

よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
何
と
い

っ
て
も
情
報
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の

「神
童」

を
取
り
巻
く
周
囲
の
状
況
も
は
る
か
に
ナ
イ
ー
ブ
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
話
を
面
白
く

イ
サ
ー
ク

・
ア
ル
ベ
ニ
ス
と
い
う
作
曲
家
は
、
う
そ
か
ま
こ
と
か
、
わ
ず
か

て
演
奏
旅
行
を
行
い
、
四
歳
で
即
典
演
奏
を
行

っ
て
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し

た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
か
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
以
後
も
す
ご
い

。

彼
は
、
息
子
を
天
才
児
と
し
て
見
せ
び
ら
か
し
た
い
父
親
に
強
制
さ
れ
て
、
九
歳
ま
で

ひ
っ
き
り
な
し
に
演
奏
旅
行
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
や
が
て
そ
ん
な
父
親
に
反
抗
し
て

家
出
。
彼
を
捕
ま
え
よ
う
と
追
い
か
け
る
父
親
を
出
し
ぬ
き

つ
つ
、
合
間
に
は
演
奏
も

し
た
り
し
て
、
大
西
洋
の
か
な
た
南
北
両
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
ま
で
逃
げ
ま
く
る
、
と
い

う
の
で
す
か
ら
も
う
大
活
劇
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
わ
ず
か
十
歳
か
そ
こ
ら
の
少
年
は
、

で
働
い
た
り
と
波
瀾
万
丈
を
や
り
つ
つ

、
け
っ
こ
う
演
奏
も
し
た
り
し
て
あ
ら
ゆ
る
放

蕩
の
限
り
を
尽
く
し
、

他
の
少
年
た
ち
が
よ
う
や
く
放
蕩
を
始
め
る
年
齢
に
達
す
る
頃

に
は
逆
に
大
真
面
目
に
な

っ
て
、
本
格
的
な
勉
強
を
開
始
す
る
の
で
す
。
彼
は
そ
れ
か

ら
、
あ
の
フ
ラ
ン
ツ

・
リ
ス
ト
大
先
生
に
も
師
事
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

音
楽
史
上
不
滅
の
名
作
と
さ
れ
る
ピ
ア
ノ
組
曲

「イ
ベ
リ
ア
」
全
十
二
曲
を
残
し
て
四

十
九
歳
で
亡
く
な
る
。
こ
れ
も
、
破
天
荒
な
天
才
の
ひ
と
つ
の
型
で
し
ょ
う
か
。

の
レ

シ
エ

テ
ィ

ッ
キ
、
と
い
う
二
大
先
生
の
周
り
に
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

リ
ス
ト
に

つ
い

て
は
前
回
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の
レ

シ
ェ

テ
ィ
ッ
キ
に
つ
い

て
も
ち

歳
に
し

た
と
え
ば
、

八
六
0
年
生
ま
れ
で

「
ス
ペ
イ
ン
の
シ
ョ

パ
ン
」
と
う
た
わ
れ
た
、

ー
ド
に
は
か
な
り
？
の

つ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。

す
る
た
め
に
、
そ
し
て
そ
の

「神
童
ぶ
り
」
を
誇
張
す
る
た
め
に、

残
さ
れ
た
エ
ピ
ソ

の
よ
う
な
神
童
が
現
実
に
存
在
し
得
る
の
で
す
。

五
歳
で
メ
ヌ
エ

ッ
ト
を
作
曲
し
、

六
歳
で
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
中
を
旅
行
し
た
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト

23 第 2回 天才児の世紀
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ギ
レ
リ
ス

(-
九

一
六
ー
八
五
）

エ
ミ
ー
ル
・
ギ

レ
リ
ス
。
ソ
連
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
そ
の
強
靭
な
タ
ッ

チ
か
ら
「
鋼
鉄
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
と
よ
ば
れ
た

（写

真
c
木
之
下
晃
）

ネ
イ
ガ
ウ
ス

(-
八
八
八
ー

一
九
六
四
）

ゲ
ン
リ

ヒ
・
ネ
イ
ガ
ウ
ス
。
ソ
連
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
教
育
者
。

ギ
レ
リ
ス
、
リ
ヒ
テ
ル
の
師

リ
ヒ
テ
ル

(-
九

一
五
ー
九
七
）

ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ

フ
・
リ
ヒ
テ
ル
。
ソ
連
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
西
側
で
は

長
く
幻
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
が
、

一
九
六

0
年
の

ア
メ
リ
カ
デ
ピ
ュ
ー
で
セ

ン
セ
ー
シ
ョ

ン
を
巻
き
起

こ
し
た

（写
真
／
T
o
p
h
a
m
 ¥
 OR
I
O
N
 P
R
E
S
S
)
 

ヤ
ッ
シ
ャ
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ

(-
九

01-八
七
）

リ
ト
ア
ニ
ア
出
身
の
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。

美
音
と
超
絶
技
巧
で
知
ら
れ
る

ュ
ス
で
生
ま
れ
た
バ
イ
オ
リ
ン
の
神
童
、

ス
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
し
て
い
た
父
親
の
演
奏
に
、
生
後
八
カ
月
で

た
と
え
ば
、

二
十
世
紀
の
本
当
の
は
じ
め
、

の
で
す
。

天
才
児
た
ち
の
共
通
点

も
楽
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

き
な
い
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
。

一
九
0
一
年
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ビ
リ

（
今
で
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
も
）
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
近
代
史
に
名
を
残
す

よ
う
な
人
々
が
綺
羅
星
の
ご
と
く
並
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ
大
先
生
に
は
、
弟
子
を
と
る
と
き
の
基
準
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
、
「
偉
大
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
る
に
は
三
つ
の
条
件
が
欠

か
せ
な
い
」
と
し
て
、
弟
子
入
り
志
願
者
に
か
な
ら
ず
こ
う
質
問
し
た
そ
う
で
す
。

「
君
は
子
供
の
頃
、
天
才
児
だ
っ
た
か
ね
？

ヤ
系
か
ね
？
」

そ
し
て
、
も
し
こ
の
三
つ
の
要
素
に

一
致
す
れ
ば
、
特
に
「
天
才
児
」
だ
っ
た
こ
と

が
判
明
す
る
と
、
レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ
は
嬉
し
が
っ
て
手
を
こ
す
っ
た
、
と
あ
り
ま
す
。

話
は
飛
び
ま
す
が
、
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
話
は
、
現
代
の

一
流
音
楽
学
校
の
有
名
教

授
な
ど
に
つ
い
て
も
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
あ
る
教
授
は
、

「
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
受
賞
し
そ
う
な
タ
イ
プ
」
ば
か
り
を
生
徒
に
と
る
、
と
い
う
こ

と
で
評
判
で
す
。
有
名
な
話
で
は
、
か
つ
て
ソ
連
時
代
、
ギ
レ
リ
ス
や
リ
ヒ
テ
ル
を
は

じ
め
と
す
る
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
育
て
上
げ
、
名
教
授
と
う
た
わ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院

の
ネ
イ
ガ
ウ
ス
教
授
は
、
入
試
で
は
と
に
か
く
「
指
の
廻
る
子
」
を
優
先
的
に
と
る
、

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ネ
イ
ガ
ウ
ス
教
授
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
指
が
廻
る
、
よ
く
弾

く
、
と
い
う
技
術
的
な
こ
と
は
、
先
天
的
運
動
能
力
に
よ
る
の
で
、
教
え
る
こ
と
は
で

ま
あ
と
に
か
く
、
初
め
か
ら
「
天
才
児
」
だ
っ
た
の
を
生
徒
に
と
れ
ば
、
教
え
る
側

と
こ
ろ
で
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
シ
ョ
パ
ン
や
リ
ス
ト
と
い
え
ば
、
現
代
の
私
た
ち
か

ら
見
れ
ば
も
う
歴
史
の
か
な
た
の
雲
の
上
の
人
。
天
才
児
と
い
わ
れ
て
も
実
感
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
は
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
そ
し
て
現
代
で
「
天
才
児
」
と
称
さ

れ
て
い
る
人
々
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
「
天
才
児
」
た
ち
に
何
か
共

通
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
天
才
児
た
ち
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
そ
の
身
の
回
り
に
音
楽
が
溢
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
い
て
い
は
両

親
が
音
楽
家
で
あ
っ
た
り
、
年
上
の
兄
姉
た
ち
が
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
り
、
と
い
う

よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、

言
葉
を
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
な
る
よ
り
早
く
音
を
聴
き
分
け
た

り
歌
っ
た
り
し
始
め
て
周
囲
の
注
目
を
引
く
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

さ
に

ャ
ッ
シ
ャ
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
は
、
ビ
リ
ニ
ュ

君
は
ス
ラ
ブ
系
か
い
？

君
は
ユ
ダ
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も
三
百
曲
以
上

（こ
こ
で
い
う
レ
パ

ー
ト
リ
ー
と
は
、

い
つ
で
も
即
座
に
予
行
練
習
な

8
を
弾
い
て
、

ロ
ン
ド
ン
・
デ
ビ
ュ

ー
を
果
た
し
ま
す
。

の
ロ
ン
ド
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

「イ
長
調
協
奏
曲
」

K
4
8

法
を
巨
匠
ナ
デ
ィ
ア
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
に
つ
い
て
学
び
、

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
リ
プ
ス
指
揮

ピ
ア
ノ
を
始
め
た
の
は
五
歳
、
そ
し
て
、
わ
ず
か
十

一
歳
で
、
彼
は
モ

ー
ツ
ァ
ル
テ

十
三
歳
の
頃
の
パ
レ
ン
ボ
イ
ム

（写真
／
L
i
p
n
i
t
z
k
i
 ¥
 

R
o
g
e
r
 Violle
U
O
R
I
O
N
 P
R
E
S
S)
 

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
リ
プ
ス

ー
ス
ト
リ
ア
の
指
揮
者

（
一
九
0
ニ
ー
七
四
）

オ

イ
ー
ゴ
リ
・
マ
ル
ケ
ヴ
ィ
チ

(-
九
―
ニ
ー
八
三）

ロ
シ
ア
に
生
ま
れ
、
戦
後
は
イ
タ
リ
ア
で
活
躍
し
た

指
揮
者
、
作
仙
家

ナ
デ
ィ
ア
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ

(-
八
八
七
ー一

九
七

九
）

フ
ラ
ン
ス
の
女
性
作
曲
家
、
教
育
者

つ
ま
り
、

ス
ラ
プ
系
か

人
々
に
い
わ
し
め
た
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
は
、

ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
両
親
の
も
と
に
、
ブ

「モ

ー
ツ
ァ
ル

ト
の
再
来
」
と

イ
ム
が
い
ま
す
。

歳
の

メ
ロ
デ
ィ

ー
を

一
節
弾
い
て
聞
か
せ
る
。
そ
れ
を
息
子
が
真
似
る
。
自
分
の
お
も
ち
ゃ

や
が
よ
う
や
く
そ
の
あ
ご
の
下
に
四
分
の

一
サ
イ
ズ
の
楽
器
を
は
さ
め
る
よ
う
に
な
る

ダ
ニ
エ
ル
・
バ
レ

ン
ポ
イ
ム

（
一
九
四
ニ
ー
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
出
身
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

指
揮
者

（
写
真
c
木
之
下
晃
）

顕
著
な
反
応
を
示
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
父
親
が
正
確
な
調
子
で
バ

イ
オ
リ
ン
を
弾
く
と
、

ャ
ッ
シ

ャ
の
顔
は
喜
び
に
輝
い
た
。
し
か
し
ち
ょ

っ
と
で
も
音

程
が
外
れ
る
と
、
小
さ
な
顔
は
苦
痛
に
歪
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
。
そ
し
て
、
小
さ
な
坊

と
、
父
親
は
バ
イ
オ
リ
ン
を
買

い
与
え
、
手
ほ
ど
き
を
し
ま
す
。
ま
ず
父
親
が
美
し
い

の
よ
う
な
バ
イ
オ
リ
ン
で
、
父
と
同
じ
よ
う
な
音
を
出
そ
う
と
夢
中
に
な
る
。

ャ
ッ
シ
ャ
は
、
ま
だ
楽
譜
も
読
め
な
い
の
に
、
す
ぐ
に
エ
チ
ュ
ー
ド

（練
習
曲
）

ん
ど
ん
進
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
や

っ
て、

二
年
後
に
帝
室
音
楽
学
校
に
入
る
ま
で
に
は
、

小
さ
な
ャ
ッ
シ
ャ
は
、
も
う
こ
の
、

こ
と
で
す
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
い
う
楽
器
を
弾
く
術
の
ほ
と
ん
ど

を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
っ
と
私
た
ち
日
本
人
に
身
近
な
「
元
神
童
」

と
し
て
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
来
日

し
て
レ
コ

ー
ド
で
も
お
な
じ
み
の
、
指
揮
者
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ダ
ニ
エ
ル

・
バ
レ
ン
ボ

七
歳
で
全
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
作
品
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
リ
サ
．
イ
タ
ル
を
開
催
、
十
歳

に
し
て
か
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
都
ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
で

エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人、

つ
ユ
ダ
ヤ
系
で
、
そ
れ
で
天
才
児
と
く
れ
ば
、
先
の
レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ
先
生
が
ま
さ
に

手
を
こ
す
っ
て
喜
ぶ
全
条
件
を
そ
ろ
え
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

両
親
は
優
れ
た
ピ
ア

ニ
ス
ト
で
、
家
の
な
か
に
は
絶
え
ず
両
親
や
そ
の
生
徒
た
ち
の

ピ
ア
ノ
の
音
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
両
親
の
仲
間
の
音
楽
家
た
ち
が
入
れ

替
わ
り
立
ち
替
わ
り
現
わ
れ
て
は
室
内
楽
な
ど
を
演
奏
し
て
い
た
た
め
、
幼
い
バ
レ
ン

ボ
イ
ム

は、

「
人
間
は
み
ん
な
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
も
の
だ
」
と
信
じ
て
育
っ
た
と
い
う

「
そ
う
で
は
な
い
人
も
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
ま
で
に
は
、
ず
い
ぶ
ん

時
間
が
か
か

っ
た
も
の
だ
」
と
、
彼
自
身
が
言
っ

て
い
ま
す
。

は
ど

ウ
ム
音
楽
院
で
イ
ー
ゴ
リ

・
マ
ル
ケ
ヴ
ィ
チ
に
指
揮
法
を
、
十
三
歳
で
パ
リ
で
作
曲
技

バ
レ
ン
ボ
イ
ム
は
、
十
七
歳
で
す
で
に
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の
三
十
二
曲
あ
る
ソ
ナ
タ
の

連
続
演
奏
会
を
行
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
年
齢
で
ピ
ア
ノ
曲
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
だ
け
で

し
に
弾
け
る
、
と
い
う
意
味
で
す
）
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
十
四
曲
、
さ
ら
に
シ
ェ

ー
ン
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シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク

(-
八
七
匹
ー

一
九
五

一）

ア

ル
ノ
ル
ト
・

シ
ェ

ー
ン
ペ

ル
ク
。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の

作
曲
家
。
十
二
音
技
法
の
創
始
者
。
歌
劇

「
モ
ー
ゼ

と

ア
ロ
ン
」
、
弦
楽
合
奏
曲

「
浄
め
ら
れ
た
夜
」
、

「
三
つ
の
ピ
ア
ノ
曲
」
「五
つ
の
ピ
ア
ノ
曲
」
な
ど

ベ
ル
ク

(-
八
八
五
ー
一

九
三
五
）

ア
ル
バ
ン

・

ベ
ル
ク
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
。
シ
ェ
ー
ン
ベ

ル
ク
に
師
事
。
歌
劇

「
ヴ
ォ
ツ
ェ
ッ

ク
」
、
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
な
ど

ベ
ル
ク
や
ベ
ル
ク
と
い

っ
た

「
ウ
ィ
ー
ン
派
」

の
現
代
作
品
も
す
べ
て
マ
ス
タ
ー
し
て

私
は
今
か
ら
十
数
年
前
、
東
京
で
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
が
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
全
交
響
曲
を

連
続
演
奏
会
で
指
揮
す
る
か
た
わ
ら
、
同
じ
く
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
立
て
続
け
に
行

っ
た
の
を
、
聴
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
彼
は
そ
う
い

っ
た
大
曲
を
、
ま
る
で
い
く
つ
も
あ
る
上
着
の
ポ
ケ

ッ
ト

か
ら
無
造
作
に
カ
ー
ド
を
引
き
出
す
よ
う
に
気
負
い
も
な
く
演
奏
し
た
も
の
で
し
た
。

一
生
の
宝
と
な
り
ま
す
。
あ
の
東

京
で
の
連
続
コ
ン
サ
ー
ト
の
頃
、
彼
は
お
そ
ら
く
ま
だ
四
十
代
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
彼
に
と

っ
て
、
十
代
の
う
ち
に
仕
込
ん
だ
レ
パ

ー
ト
リ
ー
は
、
す
で
に
脳
の
海
馬

の
奥
深
く
に
し
つ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
て
い
て
、
改
め
て
取
り
出
し
て
練
習
す
る
必
要

も
な
い
ほ
ど
確
固
た
る
も
の
に
な

っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
、
も
う
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
古
今
東
西
の
天
才
児
た
ち
に
共
通
す
る
こ

と
の
ひ
と
つ
は
、
読
譜
力
の
速
さ
、
暗
譜
力
の
速
さ
、
そ
し
て
記
憶
力
の
良
さ
で
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
大
切
な
の
は
、
聴
く
「
耳
」
が
敏
感
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
す
べ
て

と
び
き
り
の
天
才
児
に
つ
い
て
の
例
外
的
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
プ

ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
演
奏
家
と
し
て
や

っ
て
い
く
に
は
、

こ
の
読
譜
力
の
速
さ
、
暗
譜
力
の
速
さ
、
記
憶
力
の
良
さ
、
そ
し
て
「
耳
」

い
っ
た
も
の
が
、
誰
に
で
も
必
要
な
の
で
す
ね
。

の
良
さ
と

し
か
に
、
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
脳
の
仕
組
み
か
ら
い

っ
て
も
、
特
に
音
楽
の
場

合
は
、

子
供
の
頃
は
初
見
も
簡
単
に
で
き
た
り
、
暗
譜
も
早
か
っ
た
り
と
い
う
経
験
を

持
つ
大
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
私
事
に
わ
た

っ
て
恐
縮
で
す
が
、
私
も
子
供

の
頃
は
ち
ょ

っ
と
し
た
天
才
少
女
で
、

読
譜
力
、
暗
譜
力
、
記
憶
力
と
い

っ
た
も
の
で

先
生
を
は
じ
め
周
り
中
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
で
し
ょ
う
か
、
そ
の

頃
た
だ

一
度
聴
い
た
だ
け
の
曲
を
、
た
と
え
ば
歌
曲
な
ら
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
で
な
く
そ

の
と
き
意
味
も
分
か
ら
ず
に
聴
い
た
歌
詞
ま
で
も
、
私
は

一
旬
残
ら
ず
今
で
も
思
い
出

し
か
し
子
供
の
頃
の
こ
う
し
た
能
力
は
、
た
い
て
い

二
十
歳
を
過
ぎ
る
頃
に
は
ご
く

平
凡
の
も
の
に
退
化
し
が
ち
で
す
。
「
二
十
歳
過
ぎ
れ
ば
た
だ
の
人
」
と
い
う
言
葉
は、

こ
う
し
た
人
間
の
脳
の
仕
組
み
の
不
思
議
さ
に
つ
い
て
言
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
人
間
の
不
思
議
さ
は
、
さ
ら
に
深
く
大
き
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
十

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
幼
い

「
天
才
児
」

の
時
期
だ
け
に
限
ら
な
い
の
も
当
然
で
す
。
た

二
十
歳
過
ぎ
れ
ば
た
だ
の
人
か
_

|
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ
の
場
合

は
ま
ず
、
音
楽
を
聴
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
か
ら
。

若
く
し
て
脳
に
刻
ま
れ
た
記
憶
と
い
う
も
の
は
、

ィ
ー
ア
」
ソ
ナ
タ
や
バ

ッ
ハ
の

「ゴ
ー
ル
ド
ベ
ル
ク
変
奏
曲
」
な
ど
を
含
む
、
巨
大
な

「
ハ
ン
マ

ー
ク
ラ
ヴ

い
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ワ
ル
タ
—

・

ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ

(
-八
九
五
ー
一
九
五

六
）

ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
が
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ

ー
、
ラ
ヴ
ェ
ル
な
ど
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
解
釈
に
定
評

が
あ

っ
た

（写
兵
／
I
N
T
E
R
F
O
T
O
 ¥
 O
R
I
O
N
 

P
R
E
S
S)
 

さ
て
話
を
十
九
世
紀
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

す
。

を
持
っ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
こ
そ
「
た
だ
の
人
」
な
ら
ぬ

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
す
。
音
楽
に
お
い
て
最
も
大
切
な
も
の
は
、

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
も
た
ら
す
音
楽
的
感
動
の
豊
か
さ
、
音
楽
家
と
し
て

訴
え
る
そ
の
存
在
感
の
大
き
さ
と
で
も
い
っ
た
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
な
の
で
す
。
そ
し
て

そ
こ
に
こ
そ
、
音
楽
と
い
う
芸
術
の
言
い
よ
う
の
な
い
深
い
魅
力
が
潜
ん
で
い
る
の
で

市
民
階
級
の
成
立
と
音
楽
家
の
自
立

十
九
世
紀
の
半
ば
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
音
楽
家
と
い
う
の
は
王
侯
貴
族
た
ち
の
い
わ
ば

「
た
だ

十
歳
過
ぎ
れ
ば
た
だ
の

「
指
の
よ
く
廻
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
、
「
た
く
さ
ん
レ
パ
ー
ト
リ
ー

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

い
い
音
楽
家
と
し
て
成
熟
す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
前
奏

と
な
く
暗
譜
が
で
き
る
」
と
も
言
っ

て
い
ま
す
。

歳
過
ぎ
て
も
私
た
ち
は
、
そ
の
子
供
の
頃
の
能
力
を
保
持
し
た
り
、
鍛
え
た
り
出
来
る

の
か
も
し
れ
な
い
！
と
、
思
わ
ず
元
気
が
出
そ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

こ
の
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
ご
記
憶
の
方
も
多

死
の
直
前
に
は
日
本
に
も
来
て
、

も
の
で
し
た
。

一十
世
紀
前
半
を
代
表
す
る
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

一
人
で
し
た
が
、
決
し
て
い
わ

ゆ
る
「
神
童」

S
P
レ
コ

ー
ド
時
代
か
ら
の
フ

ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ
た

で
鳴
ら
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
彼
は
何
歳
に
な

っ
て
も
素
晴
ら
し
い
暗
譜
力
を
保
持
し
、
そ
れ
ゆ
え
の
膨
大
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持

っ

て
い
ま
し
た
。
あ
る
本
の
序
文
の
な
か
で
彼
は
、
音
楽
学
習
の
な
か
で

一
番
重
要
な
基

礎
と
な
る
も
の
は
「
耳
の
訓
練
で
あ
る
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
彼
は
、
「
楽
譜
を

反
復
し
て
組
織
的
か
つ
論
理
的
な
考
察
と
と
も
に
記
憶
す
れ
ば
、
ピ
ア
ノ
に
触
れ
る
こ

事
実
、
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ
は
あ
る
と
き
、
次
の
公
演
地
へ
向
か
う
列
車
の
な
か
で
、
そ

の
夜
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
、
自
分
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
に
入
っ
て
い
な
い
バ
ッ
ハ
の

曲
と
フ
ー
ガ
」
が
誤
っ
て
入
っ
て
い
る
の
に
気
付
き
、
そ
の
楽
譜
を
列
車
の
な
か
で
じ

い
っ

と
眺
め
る
だ
け
で
暗
譜
し
、
着
く
や
い
な
や
完
璧
に
弾
い
て
の
け
た
、
と
い
う
エ

以
上
、
音
楽
に
お
け
る
天
才
児
、
神
童
の
特
徴
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
ち
ょ
っ
と
誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
「指
が
よ
く
廻
る
」
こ
と
を
は
じ

め
と
し
て
、
読
譜
力
、
暗
譜
力、

記
憶
力
と
い
っ
た
も
の
は、

考
え
る
ま
で
も
な
く
実

は
す
べ
て
演
奏
家
と
し
て
の
基
本
的
な
能
力
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
そ
の
す
べ
て
を
満
た
し

彼
は

い
か
と
思
い
ま
す
。
彼
は

一
九
五
六
年
に
六
十

一
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

う
。
ワ
ル
タ
ー
・

ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ
の
話
で
す
。
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一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
栂
記
念
品
に
描
か
れ
た
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
お
よ
び
万
博
会
場
の
夜
尿
。
こ
の
博
党
会

の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
、
ま
さ
に

新
た
な
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た

当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

を
重
ね
る
、
と
い
っ
た
状
況
が
現
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

つ
。

い
わ

ペ
ッ

ト
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
王
侯
貴
族
た
ち
は
、
時
に
音
楽
を
愛

し
音
楽
家
に
好
意
を
見
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
主
従
関
係

の
な
か
で
の
こ
と
で
、
多
少
の
例
外
は
あ
っ
て
も
、
音
楽
家
を
同
等
な
立
場
か
ら
み
た

り
、
尊
敬
し
た
り
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
や
産
業
革
命
な
ど
を
経
て
、
十
九
世
紀
半
ば
に
は
い
わ

ゆ
る
市
民
階
級
が
急
速
に
成
長
し
、
経
済
力
も
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、

音
楽
は
王
侯
貴

族
の
サ
ロ
ン
か
ら
抜
け
出
し
ま
す
。
入
場
料
制
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
場
が
広
が
る
と
と
も

に
、
新
典
の
市
民
階
級
は
、
音
楽
家
た
ち
を
自
ら
の
文
化
的
素
養
や
財
力
の
ス
テ
ー
タ

ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
尊
敬
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

逆
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
変
化
と
と
も
に
、

音
楽
家
た
ち
も
市
民
社

会
の
な
か
で
自
立
し
て
い
く
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
た
と
え
ば
作
曲
家
は
、
ち
ょ
う
ど

産
業
に
お
け
る
特
許
権
と
見
合
う
よ
う
に
、
よ
り
綿
密
に
そ
の
個
性
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
を
追
求
し
、
よ
り
新
し
い
作
曲
技
法
や
理
論
を
求
め
て
、
自
分
の
演
奏
能
力
か
ら
離

れ
て
自
由
に
作
品
の
創
作
に
専
念
す
る
。
当
然
演
奏
家
の
方
も
、
作
曲
家
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
尊
重
し
厳
格
に
演
奏
す
る
た
め
の
練
習
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ

て
は
シ
ョ
バ
ン
や
リ
ス
ト
の
よ
う
に
、
演
奏
者
す
な
わ
ち
作
曲
家
本
人
だ
っ
た
も
の
が
、

次
第
に
分
業
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
向
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
十
九
世
紀
の
後
半
、
世
界
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
て
い
き
ま
し
た
。
エ
ジ
ソ

ン
は
蓄
音
機
を
発
明
し
、
ベ
ル
は
電
話
会
社
を
設
立
す
る
。
八
十
年
代
に
入
る
と
、
ド

イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
が
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
を
完
成
し
、
パ
リ
と
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
の
間
を

国
際
電
話
が
つ
な
ぎ
、
交
通
網
が
急
速
に
整
備
さ
れ
、
パ
リ
に
は
エ

ッ
フ
ェ
ル
塔
が
立

今
日
で
い
う
情
報
社
会
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
、
音
楽
の
世
界
で
も
、
た
と
え
ば
蓄
音

機
で
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
自
作
の
「
ハ
ン
ガ

リ
ー
舞
曲
」
を
吹
き
込
む
と
い
う
時
代
に
、

人
々
は
多
少
の
天
才
で
は
も
う
か
つ
て
ほ
ど
素
朴
に
驚
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
か
な

り
立
派
な
「
元
天
才
」
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
「
ブ
レ
ー
ク
」

コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
の
は
、
そ
う
し
た
、

ば
「
天
才
児
」
と
し
て
成
功
し
損
ね
た
才
能
た
ち
の
「
救
済
の
場
」
と
い
う
意
味
で
も
、

こ
う
し
て

I 

で
き
な
い
ま
ま
空
し
く
年
齢

八
九

0
年
、
近
代
に
お
け
る
最
初
の
本
格
的
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
、

「
ア
ン

ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
・
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
始
ま
り
ま
す
。
出
場
資
格
は
年

齢
二
十
歳
か
ら
二
十
六
歳
ま
で
の
男
性
。
宗
教
、
国
籍
は
問
わ
ず
。
開
催
は
ロ
シ
ア
の

首
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
プ
ル

ク
を
振
り
出
し
に
五
年
に

一
回
、
開
催
都
市
を
移
し
て
行

い
、
そ
の
主
催
国
の
国
立
音
楽
院
が
運
営
に
あ
た
る
。
課
題
曲
は
バ
ッ
ハ
、
モ

ー
ツ
ァ
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ペ
テ
ル
プ
ル
ク
音
楽
院

（写
真
c
木
之
下
晃
）

と
を
国
家
的
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。

一
八
六
二
年
に
創
立
さ
れ
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
音

二
十
世
紀
に
あ
と
十
年
と
い
う

一
八
九

0
年
、
ピ
ア
ノ
史
上
初
め
て
の
本
格
的
国
際

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
「
ア
ン
ト
ン

・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
・

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、

サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
ま
さ
に
、
来
た
る
べ

き
二
十
世
紀
の
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を
先
取
り
す
る
特
徴
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

こ
ろ
が
象
徴
的
で
し
ょ
う
。
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
は
、
社
会
的
に
も
文
化
的
に
も
西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
諸
国
よ
り
は
る
か
に
遅
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
「
追
い
つ
き
、
追
い
越
す
」
こ

楽
院
に
し
て
も
、
こ
の
明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
必
要
に
迫
ら
れ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
こ
の
音
楽
院
は
、
最
初
か
ら
「
音
楽
の
職
業
的
専
門
家
を
養
成
す
る
」
目
的

の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
前
回
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
音
楽
を
取
り
巻
く

社
会
の
変
化
に
よ

っ
て
音
楽
の
普
及
と
大
衆
化
が
進
む
な
か
、

音
楽
を
職
業
に
し
た

い

と
考
え
る
人
も
増
え
、
そ
の
訓
練
機
関
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
、
遅

ま
ず
開
催
さ
れ
た
場
が
、

ロ
シ
ア
の
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
音
楽
院
」
だ
っ
た
と
い
う
と

ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル

巨
匠
た
ち
の
誕
生

4
月
21
日
放
送
／
4
月
28
日
・

5
月
17
日
再
放
送

コ
ン
ク
ー
ル
が
こ
こ
に
登
場
し
た
の
で
す
。

ル
ト
と
い
っ
た
古
典
か
ら
現
代
曲
に
至
る
ま
で
。
小
品
か
ら
大
作
、
独
奏
曲
か
ら
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
に
よ
る
協
奏
曲
に
至
る
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
主
要
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
網
羅
す

る
。
そ
し
て
第

一
位
に
は
五
千
フ
ラ
ン
と
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
の
四
十
回
の
演
奏
契
約
。

出
場
資
格
に
女
性
を
認
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
あ
た
り
が
や
は
り
十
九
世
紀
的
で
す
が
、

そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
基
本
的
に
現
代
と
変
わ
る
と
こ
ろ
の
な
い
、
本
格
的
国
際
ピ
ア
ノ

35 34 
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ロ
ジ
ー
ナ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
女
史

（写真
提
供
／
中
村

紘
子
）

ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン

(
-
八
二
九
ー
九
四
）

ロ
シ
ア
の
ビ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
、
教
育
者

ニ
コ
ラ
イ
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン

(-
八
三
五
ー
八
一
）

ロ
シ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
教
育
者

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

(-
八
四
0
ー
九
三
）
ビ
ョ

ー
ト
ル
・
イ
リ
イ
チ
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
。
ロシ

ア
の
作
曲
家
。
歌
劇
「
エ
ウ
ゲ
ニ
ー・

オ
ネ
ー
ギ
ン
」
、

六
つ
の
交
押
曲
、
バ
レ
エ
音
楽
「
白
烏
の
湖
」
「
眠

り
の
森
の
美
女
」
「
く
る
み
割
り
人
形
」
な
ど

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン

(-八
七
ニ
ー
一
九
一
五
）
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
。
ロ
シ
ア
の
作

曲
家
。
ピ
ア
ノ
曲
を
中
心
に
、
耽
美
的

・
悪
魔
的
な

独
特
の
作
風
を
確
立
し
た
。
十
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
、

多
数
の
ピ
ア
ノ
小
品
、
五
つ
の
交
響
曲
な
ど

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

(
-
八
七
三
ー
一

九
四
三）

セル

ゲ
イ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
。
ロ
シ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

作
曲
家
。
ロ
シ
ア
革
命
後
、
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て

定
住
。
四
つ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

「
前
奏
曲
」
「
音
の
絵
」
、
歌
劇
や
交
押
曲
な
ど

フ
ェ
ル
ッ
チ
ョ
・
ブ
ゾ
ー
ニ

(
-
八
六
六
ー
一

九
二

四
）
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
パ
ッ
ハ

の
鍵
盤
曲
の
校
訂

・編
曲
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

ジ
ョ
ゼ
フ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン

(
-八
七
四
—

一
九
四
四

）

ロ
シ
ア
出
身
の
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
要
ロジ

ー
ナ
と
と
も
に
多
く
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
育
て
た

アン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン

ラ
イ
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン

（
右
）
と
弟
の
ニ

コ
『
~

-

あ
の
三
度
の
エ
チ
ュ
ー
ド

に
弾
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
が
ど
う
や

っ
て
弾
い
た
の
か
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
、

と
尋
ね
て
み
え
た
の
よ
」

こ
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
の
め
く
る
め
く
よ
う
な
シ
ョ
パ
ン
の
エ
チ
ュ
ー
ド
の

演
奏
は、

「
青
く
美
し
き
ド
ナ
ウ
」

「
リ
ヒ
テ
ル
は
私
に
、

の
名
演
な
ど
と
共
に
現
在
で
も
復
刻
盤
で
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
が
ロ
ジ
ー
ナ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
夫
人
に
師
事
し
て
い
た

一
九
六

0
年

代
に
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
に
は
マ
ダ
ム
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
を
中
心
に
サ
ッ
シ
ャ
・
ゴ
ロ
ニ

（作
品
二
十
五
の
六
）
を
ど
う
や
っ
て
も
ジ
ョ
ゼ
フ
の
よ
う

『
い
ま
シ
ョ
パ
ン
の
エ
チ
ュ
ー
ド
を
練
習
し
て
い
る
の
だ
が
、

ダ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）

に
つ
こ
り
と
笑
っ
て
言
い
ま
し
た
。

て
い
る
私
を
見
て
、

マ
ダ
ム
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
は

（
彼
女
は
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
で
唯

一
人
マ

だ
っ
た
ロ
ジ
ー
ナ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン

（一

八
八
0

|
―
九
七
六
）

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ

｀
 

モ

い
う
形
式
も
生
ま
れ
た
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

誕
生
し
ま
し
た
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
か
ら
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
至

れ
て
い
た
ロ
シ
ア
が
逆
に
「
追
い
つ
き
、
追
い
越
す
」
た
め
に
先
取
り
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
ロ
シ
ア
の

的
な
成
功
を
収
め
ま
す
。

さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

さ
て
あ
る
日
、

ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
の
創
立
し
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

音
楽
院
と
、
そ
の
弟
で
優
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン

の
創
立
し
た
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
か
ら
は
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
素
晴
ら
し
い
音
楽
家
が

る
作
曲
家
た
ち
、
そ
し
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
名
演
奏
家
た
ち
…
…
。

楽
界
は
、
か
つ
て
な
い
昂
ま
り
と
成
熟
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

背
景
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
ピ
ア
ノ
史
上
初
め
て
の
本
格
的
「
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
」
と

こ
の
ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
第

一
回
で
は
、

リ
ス
ト
の
愛
弟
子
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
フ

ェ
ル
ッ
チ
ョ

・
ブ
ゾ
ー
ニ
が
、

ロ
シ
ア
の
音

フ
ラ
ン
ツ
・

一十
四
歳
で

作
曲
賞
を
、
ピ
ア
ノ
で
は
二
位
を
得
て
い
ま
す
。
そ
し
て
五
年
後
の
第
二
回
で
は
、

ス
ク
ワ
音
楽
院
の
学
生
で
二
十
歳
の
ジ

ョ
ゼ
フ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
が
第
一
位
を
獲
得
し
ま

し
た
。
さ
だ
め
し
彼
は
二
十
世
紀
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
う
ん
ざ
り
す
る
ぐ
ら
い
登
場
す
る

こ
と
に
な
る
「
ロ
シ
ア
人
優
勝
」
の
ハ
シ
リ
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
っ
と
横
道
に
入
り
ま
す
が
、
私
は
実
は
こ
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
の
夫
人

ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
、
彼
に
は
つ
い
親
し
み
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
は
、
も
と
も
と
ロ
シ
ア
革
命
で
ア
メ
リ
カ
に
亡
命

し
て
き
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
レ
ヴ
ィ
ー

ン
を
中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
人
音
楽
家
を
迎
え
て
創
設

ロ
ジ
ー
ナ
夫
人
の
自
宅
に
レ
ッ
ス
ン
に
う
か
が
う
と
、
な
ん
と
あ
の

ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
・
リ
ヒ
テ
ル
と
玄
関
の
と
こ
ろ
で
鉢
合
せ
し
ま
し
た
。
リ
ヒ
テ
ル
は

ち
ょ
う
ど
い
と
ま
を
告
げ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
が
去
っ
た
あ
と
呆
然
と
し

「
追
い
つ
き
、
追
い
越
す
」
政
策
は
、
音
楽
の
世
界
で
驚
異
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一

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

・
パ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

(-
八
八
四
ー一

九
六
九
）

ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。一

九
三
三
年

に
ス
イ
ス
ヘ
移
住
。
ベー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
全
曲
を
二
度
に
わ
た

っ
て
録
音

ブ
ラ
ー
ム
ス

(-
八
三
三
ー
九
七
）

ヨ
ハ
ネ
ス

・

プ
ラ
ー
ム
ス
。
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
。
四
つ
の
交
押
曲

の
ほ
か
、
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
二
つ
の
協
奏
曲
や
変
奏

曲
、
小
品
群
は
ピ
ア
ノ
音
楽
の
重
要
な
レ
パ
ー
ト
リ

ー
と
な

っ
て
い
る

ア
ルト
ゥ
ー
ル
・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

(-
八
八
七

ー一

九
八
二）

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
七
十
年
を
超
え
る
演
奏
生
活
を

通じ、

全
世
界
で
人
気
を
獲
得
し
た

エト
ヴ
ィ
ン

・フ
ィ
ッ
シ
ャー

(-
八八
六
ー

一
九

六
0
)

ス
イ
ス
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
指
揮
者
。
バッ

ハ
の
演
奏
に
一
時
代
を
築
く

ホロ
ヴ
ィ
ッ

ツ

(-
九
0
四
ー
八
九
）

ウ
ラ
デ
ィ

ー
ミ
ル
・
ホ
ロ
ヴ
ィッ

ツ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
ア

メ
リ
カ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
絢
爛
た
る
技
巧
と
美
しい

音
色
で
知
ら
れ
た
巨
匠

（写
真
／
A
P
 ¥
 WW
P
)
 

t

蘭

さ
て
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
ア
ン

ト
ン

・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
と

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
気
楽
に
弾
い
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
、

引
き
で
、
初
日
の

一
番
を
引
い
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
あ
の
エ
ト
ヴ
ィ
ン
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ

ー
で
さ
え
も
、
初
日
の

一
番
目
に
演
奏
す
れ
ば
ロ
ク
な
こ
と
は
な
い
の
で
す
ね
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
イ
の

一
番
を
引
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の

ン

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
が
、
落
ち
て
い
ま
す
。
気
の
毒
に
も
彼
は
演
奏
順
を
決
め
る
く
じ

ち
な
み
に
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

の
ち
に
ド
イ
ツ
の
巨
匠
と
な
る
あ
の
エ
ト
ヴ
ィ

ル
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
不
愉
快
だ
っ
た
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。

則
が
あ
っ
た
り
し
た
の
で
す
。
結
果
と
し
て
、

ユ
ダ
ヤ
系
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
ア
ル

ー
ル
・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
優
勝
し
ま
し
た
が
、

い
か
に
も
帝
政
末
期
の
ロ
シ
ア
ら

を
残
し
た
、
日
本
で
も
い
ま
だ
に
フ
ァ
ン
の
多
い
巨
匠
で
す
。

な
お
、

で
す
。

よ、
,
9
 ツ

キ
ー
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
ジ
ョ
ゼ
フ
の
教
え
子
た
ち
も
多
く
残
っ
て
い
て
、
私
に

彼
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
ヴ
ィ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
だ

っ
た
か
、
を
、
よ
く
語

っ
て
く
れ
た

も
の
で
し
た
。

「
現
代
の
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
な
ん
て
メ
じ
ゃ
な
い
ほ
ど
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
！
」

私
は
そ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
十
九
世
紀
と
い
う
も
の
を
身
近
に
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

初
日
の
一
番
目

さ
て
、
こ
の
ジ
ョ
ゼ
フ

・
レ
ヴ
ィ

ー
ン
が
優
勝
し
た

一
八
九
五
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
、
北
米
、
南
米
、
そ
れ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
三
十
名
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
が
参
加
し
、
そ
れ
を
二
十
六
名
の
国
際
的
に
名
の
通
っ
た
審
査
員
が
審
査
し

た
、
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
十
名
の
参
加
者
に
東
洋
人
を
加
え
た
ら
、
今
日
の
も
の
と

基
本
的
に
は
何
ひ
と
つ
変
わ
ら
な
い
形
で
の
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
優
勝
し
た
ジ
ョ
ゼ
フ

・
レ
ヴ
ィ

ー
ン
に
は
五
千
フ
ラ
ン
の
賞
金
と
、

ッ
パ
各
地
で
四
十
回
に
わ
た
る
コ
ン
サ
ー
ト
契
約
、
と
い
う
条
件
も
基
本
的
に
は
同
じ

一
九
0
五
年
の
第
四
回
の
覇
者
は、

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
で
し

た
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
な
ど
ド
イ
ッ
ピ
ア
ノ
音
楽
の
解
釈
に
大
き
な
足
跡

最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ
た

一
九

一
0
年
の
第
五
回
の
と
き
は
、
あ
の
ア
ル
ト
ゥ

し
い
人
種
差
別
の
ご
た
ご
た
が
起
き
ま
し
た
。
帝
政
末
期
に
は
、
た
と
え
ば
ユ
ダ
ヤ
人

は
首
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
二
十
四
時
間
以
上
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
規

ト
ゥ

ー
ル
に
は
、
特
別
裳
の

一
位
、
す
な
わ
ち
賞
状
の
み
、
と
い
う
苦
肉
の
策
が
と
ら

れ
ま
す
。
ま
あ
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
賞
状
だ
け
に
し
て
も
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
の
評
価
は
公
正
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
若
い
ア
ル
ト
ゥ
ー

ヨ
ー
ロ
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ビ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
頃
の
パ
デ
レ
フ

ス
キ
。
豊
か
な
金
髪
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
も
あ

っ

た

（写
真
／
R
o
g
e
r
 Violle
t/
O
R
I
O
N
 P
R
E
S
S)
 

イ
グ
ナ
ー
ツ
ィ
・
ヤ
ン
・
パ
デ
レ
フ
ス
キ
で
し
た
。

そ
し
て
長
い
苦
難
の
末
、

し
た
。

パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル

一
九

一
七
年
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
が
誕
生
し
そ
の
翌
年
、

そ
し
て
時
代
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
へ
と
突
入
し
ま
す
。

す
。

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

り
で
、

「
シ
ョ

「
チ
ャ
イ

い
え
、
新
生
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

い
う
の
は
、
実
に
そ
う
そ
う
た
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
す
。
五
回
だ
け
開
か
れ
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
世
に
出
た
優
勝
者
あ
る
い
は
入
賞

者
の
多
く
は
、
そ
の
後
の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
ピ
ア
ノ
界
の
重
鎮
と
な
っ
た
人
ば
か

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
「
効
率
」
よ
い
も
の
は
、
そ
の
後
も
無
い
と
い

ブ
ゾ
ー
ニ
や
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、

が
幼
い
頃
か
ら
天
才
児
と
し
て
周
囲
の
注
目
を
引
い
て
い
た
人
た
ち
で
し
た
。
そ
し
て
、

「
二
十
歳
過
ぎ
れ
ば
た
だ
の
人
」

レ
ヴ
ィ
ー
ン
と
い
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の
い
ず
れ
も

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
成
熟
し
た
若
き
演
奏
家
と

し
て
コ
ン
ク
ー
ル
に
登
場
し
、
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
聴
き
手

の
側
の
成
熟
の
表
わ
れ
、
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
天
才
児
の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で

一
九

一
四
年
に
始
ま
っ
た
第

一
次
世
界
大
戦
と
そ
れ
に
続
く

一
九

一
七
年
の
ロ
シ
ア

革
命
は
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
そ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
根
底
か
ら
ひ

っ
く
り
返
し
、
大
き
な

混
乱
へ
と
導
き
ま
し
た
。
帝
政
時
代
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
皇
帝
の
許
可
の
も

と
開
催
さ
れ
た
ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
が
中
止
と
な

っ
た
の
は
、

当
然
の
成
り
行
き
で
し
た
。
そ
の
ロ
シ
ア
、

国
連
邦
の
首
都
モ
ス
ク
ワ
に
、
新
た
な
時
代
を
象
徴
す
る
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
誕
生
す
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
五
十
年
後
の
こ
と
で
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
混
乱
の
な
か
か
ら
い
ち
早
く
誕
生
し
た
の
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の

一
九
二
七
年

一
月
の
こ
と
で
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
過
去
千
年
に
わ
た
る
歴
史
の
な
か
で
、
絶
え
ず
強
い
近
隣
諸
国
に
踏

み
に
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
第

一
次
世
界
大
戦
で
も
、
自
国
の
土
の
上
で
、
同

じ
国
民
同
士
が
敵
味
方
に
引
き
裂
か
れ
て
戦
い
を
強
制
さ
れ
る
、
と
い
う
悲
劇
を
味
わ

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
分
割
統
治
し
て
い
た
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
帝
国
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
国
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
上
で
戦
い
始
め
た
か
ら
で
す
。
国
土
は
戦
場

と
な
り
、
そ
の
上
で
二
百
万
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
お
互
い
に
殺
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
つ
い
に
独
立
国
と
な
る
。
そ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
運
動
の
象
徴
的
存
在

で
あ
り
、
指
禅
者
で
あ
っ
た
の
が
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
シ
ョ
パ
ン
の
解
釈
で
も
知
ら
れ
た

パ
デ
レ
フ
ス
キ
は
当
時
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
伝
説
的
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
、
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ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
初
代
首
相
と
し
て
活
躍
し
た

一

九

一
九
ー

ニ
0
年
頃
の
パ
デ
レ
フ
ス
キ
（
写
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レ
フ

・
オ
ポ
ー
リ
ン

(-
九
0
七
ー
七
四
）

ソ
連

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
教
育
家
。
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
オ
イ

ス
ト
ラ
フ
と
の
共
演
の
ほ
か
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
教

授
と
し
て
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
ら
を
育
て
る

ド
ミ
ー
ト
リ
・
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

(-
九
0
六

ー
七
五
）

ソ
連
の
作

Ull家
。
歌
劇

「
ム
ツ

ェ
ン
ス

ク
の
マ
ク
ベ
ス
夫
人
」
、
十
五
の
交
押
曲
、
オ
ラ
ト

リ
オ

「
森
の
歌
」
、
ビ
ア
ノ
の
た
め
の

「二
十
四
の

前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
」
な
ど

シ
ョ
パ
ン

・コ

ン
ク
ー
ル
は
そ
の
後
五
年
に

す
。

で、

位
を
勝
ち
と
っ
た
の
は

（
憎
き
）

回
シ
ョ
パ
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
の
記
録
を
見
る

込
め
ら
れ
て
い
た
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

シ
ョ
パ
ン

・コ

ン
ク
ー
ル
誕
生
の
背
景
に
は
、

そ
ん
な
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
人
々
の
悲
願
も

楽
」
だ
っ
た
の
で
す
。

ン
ド
で
、
残
り
の
半
分
を
フ
ラ
ン
ス
で
過
ご
し
フ
ラ
ン
ス
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ

そ
の
シ
ョ
パ
ン
を
、
今
こ
そ
名
実
共
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
我
々
の
手
に
と
り
戻
そ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

九
二
七
年
の
第

と
、
今
日
の
も
の
と
は
違
っ
て
開
催
期
間
は

一
月
二
十
三
日
か
ら
わ
ず
か

一
週
間
。
審

ド
人
、
そ
し
て
参
加
者
も
そ
の
ほ
と
ん
ど

査
員
の
顔
ぶ
れ
も
十
二
名
全
員
が
ポ
ー
ラ
ン

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
な
か
に
、
誕
生
し
て
ま
だ
五
年
に
も
滴
た

な
い
新
生
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
は
、
早
く
も
強
力
な
選
手
団
を
送
り
込ヽ

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
煮
え
た
ぎ
る
よ
う
な
愛
国
心
渦
巻
く
な
カ

レ
フ
・
オ
ボ
ー
リ
ン
で

ト
と
し
て
残
り
、
そ
れ
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
名
と

こ
の
と
き
は
八
名
が
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ソ
連
四
名
で
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
人
で
し
た
。

ソ
連
は

一
位
と
四
位
を
獲
得
、
あ
と
選
に
漏
れ
た

シ
ョ
ス
タ
コ

ー
ヴ
ィ
チ
の
名
を
見
出
す
の
は
、

一名
の
中
に
、
作
曲
家
ド
ミ

ー
ト
リ
・

典
味
深
い
こ
と
で
す
。

回
開
催
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
で

ン
ス
人
た
ち
か
ら
み
れ
ば
、

シ
ョ
パ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
誇
り
で
あ
り

「
フ
ラ
ン
ス
の
音

を
母
に
フ
ラ
ン
ス
人
を
父
に
生
ま
れ
た
シ
ョ
パ
ン
は
、

そ
の
生
涯
の
前
半
分
を
ポ
ー
ラ

に
奪
い
取
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

念
の
た
め
付
け
加
え
る
な
ら
、

そ
の
頃
ま
で
、

シ
ョ
パ
ン
と
そ
の
音
楽
は
フ
ラ
ン
ス

族
の
熱
狂
の
な
か
か
ら
、

再
び
シ
ョ
パ
ン
が
蘇
っ
て
き
た
の
で
す
。

民
族
の
誇
り
、

民
族
の
魂
に
炎
を
投
げ
込
ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
民

現
わ
れ
た
パ
デ
レ
フ
ス
キ
の
姿
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
愛
国
心
を
奥
底
か
ら
揺
さ
ぶ
り
、

＂
；）、

i

月

i

同
じ
民
族
で
ア
ポ
ロ
の
よ
う
に
輝
か
し
く
し
か
も
国
際
的
な
大
ス
タ
ー
と
し
て

永
い
間
列
強
の
支
配
下
で
被
征
服
民
族
と
し
て
苦
し
ん
で
き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
の

ラ
ン
ド
共
和
国
の
初
代
首
相
兼
外
相
に
就
任
す
る
の
で
す
。

そ
れ
を
勝
ち
と
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
の
熱
狂
的
支
持
の
も
と
、

ポ
ー

ス
タ
ー
と
し
て
得
た
財
産
で
、

こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
運
動
に
全
力
を
注
ぎ
、

つ
い
に

さ
て
パ
デ
レ
フ
ス
キ
は
、

そ
の
類
い
ま
れ
な
カ
リ
ス
マ
性
と
ピ
ア
ノ
界
の
ス
ー
パ
ー

味
の
あ
る
方
は
私
の

「ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う
蛮
族
が
い
る
」一

を
お
読
み
下
さ
い
。

た
。
こ
の
パ
デ
レ
フ
ス
キ
に
関
し
て
話
し
始
め
る
と
、
そ
れ
こ
そ
面
白
い
の
な
ん
の
、

冊
の
本
が
書
け
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
カ

ッ
ト
す
る
と
し
て
、
ご
典

あ
の
フ
ラ
ン
ツ

・
リ
ス
ト
も
か
く
や
と
思
わ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
し

42 
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ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ユ
ニ
ン
ス
キ
ー

(-
九

一
0
ー

七
二）

ソ
連
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

ヤ
コ
フ
・
ザ
ー
ク

(-
九

一
三
ー
七
六）

ソ
連
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
一

九
四
七
年
か
ら
没
す
る
ま
で
の
三

十
年
間
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
教
授
を
務
め
、

多
く
の

名
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
育
て
た

ハ
リ
ー
ナ
・
チ
ェ
ル
ニ
ー
11

ス
テ
フ
ァ
ン
ス
カ

（一

九
ニ
ニ
ー
ニ

0
0
I

)

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ピ
ア
ニ
ス

卜ベ
ラ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ

(-
九
二
八
ー

）

ソ

連
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
七
八
年
に
ア
メ
リ
カ
に
移

住
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
指
尊
に
当
た
る

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院

（写
真

c
木
之
下
晃
）

て
い
っ
た
の
で
す
。

45 

そ
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
音
楽
に
お
い
て
は
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
と

い
う
場
が
、
こ
の
社
会
主
義
の
優
越
性
を
立
証
す
る
た
め
の
、
絶
好
の
見
せ
場
と
化
し

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
主
義
が
資
本
主
義
に
勝
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
活
の
上
で
立
証
さ
れ
る
こ
と
は

結
局
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
国
家
が
国
策
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
組
織
化
し
た
ス

ソ
連
時
代
に
極
め
て
高
度
に
洗
練

ポ
ー
ツ
や
音
楽
、

バ
レ
エ
と
い
っ
た
芸
術
文
化
は
、

い
に
利
用
し
た
の
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

中
断
さ
れ
る
ま
で
、

（三
七
年
）
と
い
う
よ
う
に
優
勝
を
常
に
ソ
連
に
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
最
初
の
シ
ョ
パ
ン

・
コ
ン

ク
ー
ル
は

一
九
四
九
年
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
と
き
も
ソ
連
は
、

府
に
圧
力
を
か
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
結
果
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ソ
連
の
二
人
の

女
流
が

一
位
を
分
け
合
い
ま
し
た
。

私
は

一
九
九
五
年
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
席
で
、
こ
の
か
つ
て
の
ラ

ゞ
レ
、

ィ

ノ

）

チ
ェ
ル
ニ
ー
11

ス
テ
フ
ァ
ン
ス
カ
女
史
と
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
女
史
が
仲
良
く

席
を
並
べ
て
審
査
に
加
わ
っ
て
い
る
の
を
隣
り
で
眺
め
、
あ
る
感
慨
に
ふ
け
っ
た
も
の

で
す
。
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
あ
の
ソ
連
は
消
滅
し
て
い
た

の
で
し
た
。

技
術
革
新
と
演
奏
の
変
質

レ
ー
ニ
ン
が

一
九

一
七
年
の
革
命
に
成
功
し
、

し
た
後
最
初
に
行
っ
た
こ
と
の

一
っ
に
、

一
九
二
0
年
代
と
い
え
ば
、

（三
二
年
）
、
ヤ
コ
フ
・
ザ

ソ
連
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

一
位
に
す
る
よ
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
政

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
政
権
を
確
立

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
の
再
建
が
あ
っ
た
と
さ
れ

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
民
は
住
む
家
も
食
べ
る
物
も
着
る
物
も

を
手
が
け
た
わ
け
で
、
「
ソ
連
社
会
主
義
が
、
芸
術
を
い
か
に
尊
重
し
て
い
る
か
の
証

拠
」
と
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
は
そ
ん
な
ナ
イ
ー
ブ
な
理
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は

明
白
で
し
た
。
革
命
後
の
ソ
連
政
府
は
、
社
会
主
義
が
あ
ら
ゆ
る
点
で
資
本
主
義
に
勝

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の

P
R
に
、
全
力
を
傾
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
社
会
主
義

が
資
本
主
義
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
文
化
の

感
動
の
大
き
な
力
を
借
り
る
こ
と
を
国
策
と
し
た
の
で
す
。
な
か
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
は
、
極
め
て
上
質
で
奥
行
き
の
深
い
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
聴
き
手
の
エ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
じ
か
に
聾
き
か
け
訴
え
か
け
る
魔
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
過
去
の
歴
史
に

お
い
て
、
宗
教
、
専
制
君
主
、
ま
た
そ
の
後
の
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
な
ど
が
そ
の
魔
力
を
大

不
自
由
し
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
ん
な
時
代
に
、

ソ
連
政
府
は
ま
ず
音
楽
学
校
の
復
興

て
い
ま
す
。

ベ
ラ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
で
す
。

ハ
リ
ー
ナ
・
チ
ェ
ル
ニ
ー
11

ス
テ
フ
ァ
ン
ス
カ
と

ー
ク

ア

レ

グ

ザ

ン

ダ

ー

・

ユ

ニ

ン

ス

キ

ー
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フ
の
死
を
も
っ
て
、
そ
の
最
後
の
、
そ
し
て
巨
大
な
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
こ
と
に
な
る
の

し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
で
最
終
的
に
終
わ
り
、

一
九
四
三
年
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ

「
演
奏
者
イ
コ
ー
ル
作
曲
者
」
の
時
代
は
、

す
で
に
十
九
世
紀
の
終
わ
り
に
は
姿
を
消

く
。
前
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
、

自
由
で
即
典
的
な

「
ラ
イ
ヴ
」

の
魅
力
を
競
っ
た

「
機
械
的
」

な
技
術
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
時
間
と
労
力
を
費
や
す
こ
と
に
な
っ
て
い

た
多
く
の

「
音
楽
フ
ァ
ン
」

の
出
現
に
よ
っ
て
、

演
奏
家
も
、

ま
ず
は
ミ
ス
の
な
い

な
か
で
、

「
ミ
ス
の
な
い
ク
リ
ア
な
演
奏」

に
レ
コ

ー
ド
に
よ
っ
て
馴
染
ん
で
し
ま
っ

セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
自
作
を
中
心
に
、
多

く
の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
録
音
を
残
し
た
、
演
奏
者
11

作

曲
家
に
し
て
レ
コ
ー
ド
録
音
を
行

っ
た
最
後
の
大
作

曲
家
で
あ
る

（写
真
／
L
P
/
I
N
T
E
R
F
O
T
O
 ¥
 OR
I
O
N
 

P
R
E
S
S)
 

音
楽
と
そ
の
演
奏
が
、

こ
う
し
た
新
し
い
技
術
革
新
に
よ

っ
て
広
く
普
及
し
て
い
く

オ
・
マ
ニ
ア
」

も
現
わ
れ
ま
す
。

電
気
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
物
理
的
な
音
と
し
て
と
ら
え
る
特
殊
な

「オ
ー
デ
ィ

コ
ー
ド
や
そ
の
再
生
装
置
の
発
達
の
副
産
物
と
し
て
、
音
楽
を
音
楽
と
し
て
で
は
な
く
、

遠
ざ
け
ら
れ
、

ヽ
ス
の
な
い
無
難
な
も
の
が
好
ま
れ
る
傾
向
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、

レ

こ
と
に
よ
っ
て
、

即
興
性
に
は
富
ん
で
い
る
も
の
の
ミ
ス
や
か
す
り
傷
の
多
い
演
奏
は

大
き
く
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
繰
り
返
し
聴
か
れ
る

特
に
レ
コ
ー
ド
の
発
達
は
、

そ
れ
ま
で
の
十
九
世
紀
型
の
自
由
な
演
奏
ス
タ
イ
ル
を

フ
ス
キ
弾
く
シ
ョ
パ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
…
…
。

カ
ル
ー
ソ
—

（
一八
七
三
ー
一
九
ニ
―
)

エ
ン
リ

ー
コ
・
カ
ル
ー

ソ
ー
。
「
不
世
出
の
テ
ノ
ー
ル
」
と

い
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
声
楽
家

P
と
呼
ば
れ
る
あ
の
古
い
レ
コ

ー
ド
盤
か
ら
、

カ
ル
ー
ソ
ー
の
歌
声
を
聴
き
、
パ
デ
レ

リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
定
期
演
奏
会
の
感
動
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

S

う
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
無
い
片
田
舎
で
も
、

ラ
ジ
オ
か
ら
ベ
ル

か
つ
て

一
期

す
。

ま
す
。 一

方、

二
十
世
紀
に
入
る
と
、
十
九
世
紀
以
来
の
技
術
革
新
は
ま
す
ま
す
進
み
、
特

に
第

一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
す
る
世
界
列
強
の
軍
事
技
術
開
発
競
争
は
、
こ
れ
に
加

が
、
人
類
が
戦
争
の
た
め
に
開
発
し
た
技
術
が
、

速
度
を
つ
け
ま
す
。
皮
肉
な
こ
と
で
す

し
た
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
市
民
生
活
の
思
い
が
け
な

情
報
通
信
、
輸
送
交
通
と
、
つ

す
こ
と
が
事
実
と
し
て
あ
る
の
で
す
ね
。

い
部
分
に
ま
で
大
き
な
進
歩
を
も
た
ら

話
は

一
気
に
飛
び
ま
す
が
、
私
が
三
十
数
年
前
マ
ン
シ
ョ
ン
の

費
用
も
大
変
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

た
と
き
は
、
ま
だ
良
い
材
料
も
開
発
さ
れ
て
な
く
、

て
蒲
い
材
質
が
あ
り
、
費
用
も
は
る
か
に
安

今
で
は
、

は
る
か
に
効
果
の
大
き
な
軽
くN

A
S
A
の
宇
宙
開
発
研
究
の
た
ま
も
の
、
有

<
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

人
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
技
術
の
副
産
物
な
の
だ
、
と
建
築
家
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

そ
し
て
こ
の
技
術
革
新
の
波
の
な
か
で
も
、
ラ
ジ
オ
の
普
及
と
録
音
即
ち
レ
コ
）
ド

力
急
速
に
音
楽
の
世
界
を
、
音
楽
の
在
り
方
を
変
え
て
い
き
ま

の
発
達
と
い
う
も
の
ゞ
、

し
か
も
繰
り
返
し
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ

レ
コ
ー
ド
に
よ

っ
て
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

会
に
近
か
っ
た

コ
ン
サ
ー
ト
で
の
音
楽
と
の
出
会
い
が
、
ラ
ジ
オ
や

室
を
防
音
室
に
し

47 第 3回巨匠たちの襄生

46 



ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
イ
ザ
イ

(-
八
五
八
ー一

九
三
一
）

ベ
ル
ギ
ー
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
。
「無
伴

奏
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
」
や
小
品
は
今
も
よ
く
演
奏

さ
れ
る

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ロ
ン

(-
八
七
四
ー
一
九
六
六
）

フ
ラ
ン
ス
の
女
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
フ
ォ
ー
レ
、
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
、
ラ
ヴ
ェ
ル
の
曲
を
多
く
初
演

一
九
四
三
年
に
は
い
ち
早
く
パ
リ
に
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ロ
ン
と
バ

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

す
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
を
迎
え
る
と
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
数
は
さ
ら
に
加
速
度
的

一
九
三
九
年
に
は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
活
動
を
始
め
ま

と
名
称
を
変
え
、

新
た
に
発
足
し
ま
す
。

こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
五
二
年、

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
コ
ン
ク
ー
ル

皇
太
后
で
イ
ザ
イ
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
妃
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
ま
す
が
、

イ
ザ
イ
の
名
を
冠
し
た
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

当
時
の
ベ
ル
ギ
ー

年）
。
次
い
で
、

プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
ベ
ル
ギ
ー
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

ウ
ジ
ェ
ー
ヌ

ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
を
記
念
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
が
で
き
ま
し
た

こ
こ
で
は
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
ク
ー
ル
だ
け
を
と
り
上
げ
ま
す
が
、

ま
ず
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

切
り
に
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
に
は
次
々
と
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
が
誕
生
し
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、

東
西
冷
戦
の
な
か
で

冷
戦
が
生
ん
だ
ス
ー
ハ
ー
ス
タ
ー

4
月
28
日
放
送
／
5
月
5
日
・

5
月
24
日
再
放
送

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
ど
こ
か
「
芸
術
に
な
じ
ま
な
い
」

門
化
し
た
演
奏
ス
タ
イ
ル
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

言
い
方
を
変
え
れ
ば
、

音
楽
の
普
及
大
衆
化
と
と
も
に
進
ん
だ
、
ラ
ジ
オ
と
レ
コ
ー

ド
に
よ
る
「
音
楽
鑑
賞
」
と
い
う
新
し
い
形
態
で
の
音
楽
の
あ
り
方
は
、
音
楽
に
お
け

は
っ
き
り
と
専
門
化
し
た
演
奏

る
作
曲
と
演
奏
を
明
確
に
分
業
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、

と
い
う
基
本
的
な
基
準
が
確

と
い
う
分
野
に
は
、
楽
譜
に
忠
実
で
ミ
ス
の
な
い
こ
と
、

立
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
的
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
き
や
す
く

く
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
新
し
い
形
で
専

な
っ
た
。

そ
し
て
同
時
に
、
こ
う
し
て
増
え
て
い

こ
の
講
座
の
冒
頭
で
触
れ
た
、

感
じ
が
あ
る
、
と
い
う
感
じ
方
の
源
も
、
実
は
こ
こ
で
生
ま
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
九
二
七
年
の
第

一
回
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
を
皮

（三
三

で
す
。
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寄 一
九
五
七
年
十
月
、
ソ
連
が
打
ち
上
げ
た
ス
プ
ー
ト

ニ
ク
一
号
。
翌
月
に
は
、
ラ
イ
カ
犬
を
乗
せ
た
ス
プ

ー
ト
ニ
ク
ニ
号
の
打
ち
上
げ
に
も
成
功
し
た
。
ア
メ

リ
カ
が
人
工
衛
星
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー

一
号
の
打
ち

上
げ
に
成
功
す
る
の
は
、
翌
年

一
月
の
こ
と

（写

真
／
A
P
/
W
W
P
)
 

ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ィ
ポ
ー

(-
八
八

O
I
一
九
五
三）

フ
ラ
ン
ス
の
バ
イ
オ
リ
ニス
ト
。
コ
ル
ト
ー

（ピ
ア

ノ
）
、
カ
ザ
ル
ス

（チェ

ロ
）
と
の
ト
リ
オ
は
高
い

評
価
と
大
き
な
人
気
を
得
る

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
リ

(-
九
二
0
ー
九
五
）

ア
ル
ト

ゥ
ー
ロ
・

ベ
ネ
デ

ッ
テ
ィ
＂
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

リ
。
イ

タ
リ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
完
璧
な
演
奏
を
追
求
す
る

あ
ま
り
、
そ
れ
が
達
成
し
得
な
い
と
判
断
す
る
と
、

直
前
で
も
リ
サ
イ
タ
ル
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。
アル

ゲ
リ
ッ
チ
、
ポ
リ
ーニ

の
師

（写
真
c
木
之
下
晃
）

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
す
る
大
勝
利
」
「
ソ
連
体
制
の
栄
冠
」
「
月
面
へ
の
第

一
歩
」

カ
の
力
で
は
、
ご
く
軽
量
の
衛
星
を
軌
道
に
乗
せ
る
の
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。

そ
の
「
軽
量
の
衛
星
を
軌
道
に
乗
せ
る
」
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
科
学
者
た
ち
は
、

少
な
く
と
も
あ
と
四
回
は
試
験
発
射
を
し
な
け
れ
ば
と
て
も
無
理
、
と
青
ざ
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
な
か
で
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
科
学
だ
け
で
は
な
く
ソ
連
の

芸
術
文
化
の
優
越
性
を
も
天
下
に
示
す
べ
く
、
そ
の
社
会
主
義
体
制
の
威
信
を
か
け
た

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
ピ
ア
ノ
、

バ
イ
オ
リ
ン
、

門
に
分
か
れ
、
組
織
委
員
会
委
員
長
に
は、

か
つ
て
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
「
人
民
の
敵
、

形
式
主
義
者
」

と
攻
撃
さ
れ
た
作
曲
家
の
ド
ミ
ー
ト
リ
・
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
就

と
ソ
連
の
新
聞
は
盛
大
に
報
じ
、

チ
ェ
ロ
、
声
楽
（
男
声
と
女
声
）

の
各
部

ア
メ
リ
カ
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
ア
メ
リ

で
す
。

続
い
て
人
類
初
の
人
工
衛
星
「
ス
プ
ー
ト
ニ

ク

ー
号
」
を
宇
宙
に
向
か
っ
て
飛
ば
す
の

そ
ん
な
な
か
で
、

一
九
五
七
年
、
ソ
連
は
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
成
功
し
、

な
か

っ
た
、
と
。

ス
ク
ワ
市
民
は
や
っ
と
ひ
も
じ
さ
か
ら

一
息
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
勿
論
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
食
糧
の
品
質
が
上
が

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
慢
性
的
な

品
不
足
は
つ
い
に
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
起
こ
る
八

0
年
代
に
な
る
ま
で
変
わ
る
こ
と
は

極
め
て
劣
悪
な
生
活
環
境
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
九
五

0
年
代
に
な

っ
て、

モ

一
九
四
九
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ル
ツ

ァ
ー
ノ
市
に
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ

リ
な
ど
に
よ
っ
て
フ
ェ
ル
ッ
チ
ョ
・
ブ
ゾ
ー
ニ

を
記
念
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
が
生
ま

れ
、
そ
し
て
五

0
年
代
に
は
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
、

ー
ン
・
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
い
う
二
つ
の
重
要
な
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

一
九
五
八
年
、
あ
の

す
る
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
を
頂
点
と
す
る
西
側
の
資
本
主
義
に
す
べ
て
の
点
で
勝
る
も
の
で
あ
る
と
証

明
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
文
化
を
組
織
的
に
保
護
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
国
策
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
あ
の
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
勝
っ
た
あ
と
ま
す
ま
す
加
速

さ
れ
ま
す
。
あ
た
か
も
、

貧
し
い
市
民
生
活
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
と
の
落
差
、
劣
勢
を

今
日
で
は
す
っ
か
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
当
時
ソ
連
の

一
般
市
民
は
、

覆
い
隠
す
か
の
よ
う
に
。

則
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、

そ
し
て
、

ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
諸
国
は
、
そ
の
体
制
が

「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
、
登
場

「ク
イ

ル
」
が
結
成
さ
れ
ま
す
。

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ジ
ャ
ッ
ク

・
テ
ィ
ボ
ー
に
よ
っ
て

ベ
ル
ギ
ー
の

「
ロ
ン
11
テ
ィ
ボ
ー
・
コ

ン
ク
ー

51 第4回 冷載が生んだスーバースター 50 



ド
ミ
ー
ト
リ
・
カ
バ
レ
フ
ス
キ
ー

(-
九
0
四
ー
八

七
）

ソ
連
の
作
曲
家
、
ビ
ア
ニ
ス
ト

パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
セ
レ
ブ
リ
ャ
コ
フ

(-
九
0
九
ー
七

七
）

ソ
連
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
教
育
者
。一

九
六

一

年
か
ら
没
す
る
ま
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
音
楽
院

（ベ

テ
ル
プ
ル
ク
音
楽
院
）
の
院
長
を
務
め
た

レ
フ
・
ブ
ラ
セ
ン
コ

(
-
九
二
八
ー
九
六
）

グ
ル

ジ
ア
出
身
の
ソ
連
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
モ
ス
ク
ワ
音
楽

院
で
長
く
後
進
の
指
蔚
に
当
た
る

レ
オ
ニ
ー
ト
・
コ
ー
ガ
ン

(-
九
二
四
ー
八
二）

ソ
連
の
バ
イ
オ
リニ

ス
ト
。
高
度
な
技
巧
と
ス
ラ
プ

人
と
し
て
は
珍
し
く
明
る
い
音
色
を
も
つ
。
オ
イ
ス

ト
ラ
フ
と
と
も
に
ソ
連
時
代
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を

代
表
す
る
存
在

レ
オ
ン
・
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー

(-
九
二
八
ー
）

ア

メ
リ
カ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
指
揮
者
。
若
く
し
て
成
功

を
お
さ
め
た
が
、

三
0
歳
代
で
右
手
の
筋
肉
を
故
節

し
、
以
後
二
0
年
近
く
両
手
の
演
奏
か
ら
遠
ざ
か
る
。

そ
の
間
に
指
揮
者
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た

天
に
な
れ
る
よ
う
な
大
勝
利
に
は
縁
が
な
く
、

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
た
ま
る

一
方

53 

任
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
部
門
の
審
査
委
員
は
総
勢
十
七
名
。

う
ち
ソ
連
は
七
名
で
す
が
、

て
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
加
え
る
と
、
社
会
主
義
国
が
三
分
の

二
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（そ
し
て
こ
の
構
造
は
、

ピ
ア
ノ
部
門
の
ソ
連
審
査
員
の
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
、
審
査
委
員
長
の

エ
ミ
ー
ル
・
ギ

ノ
ー
を
揃
え
た
観
が
あ
り
、
圧
倒

レ
リ
ス
以
下
、
ま
さ
に
当
時
の

ソ
連
の
ト

ッ
プ
メ
ン
ゞ

さ
れ
ま
す
。
ド
ミ
ー
ト
リ
・
カ
バ
レ
フ
ス
キ
ー
、
ゲ
ン

リ
ヒ
・

ネ
イ
ガ
ウ
ス
、

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
、
そ
し
て
あ
の
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
・
リ
ヒ
テ
ル
！

さ
て
、
も
う

―
つ
の

レ
フ
・

年
も
前
か
ら
、
代
表
を
決
め
る
選
考
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ー
ス
ト
た
ち
は
、
人
里
離
れ
た
ダ
ー
チ
ャ

（別
荘
）

そ
の
結
果
厳
選
さ
れ
た
六
名
の
ピ
ア

ー

に
、
ピ
ア
ノ
付
き
三
食
付
き
車
付
き
に
医
師
ま
で
付
い
て

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
の
教
授
た
ち
に
よ
る
猛
特
訓
が
始
ま

っ
た
の
で
す
。

「
幽
閉
」
さ
れ
ま
し
た
。
そ

「
あ
れ
は
ま
る
で
人
類
初
め
て
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
宇
宙
飛
行
士
の
合
宿
、
と
い

語
っ

て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
ち
な
み
に
彼
は

二
位
で
し
た
）
。

と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
翌
年

一
九
五
二
年
の
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
コ
ン
ク

そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
小
さ
な
成
功
は
み
せ
る
も
の
の
、
有
頂

で
の
勝
利
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

ぜ
か
こ
の
年
、
ソ
連
か
ら
は

一
人
も
参
加
者
が
送
ら
れ
て
来
な
か

っ
た
の
で
、

対
ソ
連

オ
ン
・
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
が
見
事
優
勝
す
る
。
ワ
ッ
と
喜
び
た
い
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
、

な

団
の
援
助
を
受
け
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
な
か
の

一
人、

レ

ク
ア
ッ
プ
で
結
成
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
八
名
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
選
ば
れ
、

フ
ォ
ー
ド
財

ー
ル
の
ピ
ア
ノ
部
門
を
目
指
し
て
、

急
遠

「
対
策
本
部
」
が
、

な
ん
と
国
務
省
の
バ

ッ

た
。
ホ
ン
ト
に
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
文
化
は
、

大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。

メ
リ
カ
勢
が
九
位
と
十

一
位
に
終
わ
っ
た
あ
と
、

ア
メ
リ
カ
に
は
論
争
が
起
こ
り
ま
し

ソ
連
勢
が

立
（
レ
オ
ニ

ー
ト
・
コ
ー
ガ
ン
）
、

,
1
 

二
位、

五
位
、
七
位
を
占
拠
し
、

ア

一
九
五

一
年
に
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
バ
イ
オ
リ
ン
部
門
で
、

゜
＜
 

ヽLV
 

し
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

ソ
連
人
が
優
勝
を
か

っ
さ
ら
っ

て

ー
ル
と
い
う
も
の
が
現
わ
れ
て
以
来、

ア
メ
リ
カ
の
若
手
が
い
い
成
績
を
あ
げ
た
た
め

「
超
大
国
」

ア
メ
リ
カ
は
と
い
え
ば
、

こ
の
世
に
国
際
コ
ン
ク

ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン

と、

の
ち
に
そ
の
厳
選
さ
れ
た
六
名
の

一
人
だ

っ
た
レ
フ
・
ブ
ラ
セ
ン
コ
が
、

私
に

っ
た
感
じ
だ

っ
た
」

し
て
、

ソ
連
で
は
開
催
の

オ
ボ
ー
リ
ン
、

パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
セ
レ
プ
リ
ャ
コ
フ

（私
は
子
供
の
頃
、
彼
を
東
京
で
聴

一
九
九
二
年
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
。

共
産
圏
の
ル

ー
マ
ニ

ア、

ハ
ン
ガ
リ
ー、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
そ
し

第 4回 冷戦が生んだスーパースター
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~---~-鉱

STEIN 

ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
パ
ー
ン

(-
九
三
四
ー

）

ア

メ
リ
カ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
写
真
は
第

一
回
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
演
奏
の
様
子
（
写

真
／
A
P
 ¥
 WW
P
)
 

用
し
て
、

ソ
連
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

一
位
に
す
る
こ
と
を
抑
え
た
の
か

（
聴
衆
の
好

55 

屈
し
な
い
と
こ
ろ
を
み
せ
る
た
め
に
、

聴
衆
の
熱
狂
ぶ
り
を
む
し
ろ
審
査
員
た
ち
が
利

圧
力
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、

あ

っ
た
が
故
に
、
逆
に
そ
の
圧
力
に

ー
ル
で
し
た
が
、

、リ
ヒ
テ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
連
の
審
査
員
た
ち
に
、

政
府
か
ら
の

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
自
ら
が
音
頭
を
と
っ
て
政
治
的
目
的
で
開
催
し
た
こ
の
コ
ン
ク

ん
で
し
た
。

言

っ
て
、
事
実
彼
は
そ
れ
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、

一
切
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
現
わ
れ
ま
せ

零
点
を
入
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
は
二
度
と
し
な
い
と

ヒ
テ
ル
は
二
十
五
点
満
点
の

二
十
五
点
を
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
に
投
票
し
、

あ
と
の
全
員
に

あ
の
リ
ヒ
テ
ル
は
、

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
を

「真
の
天
才
」

と
呼
び
絶
賛
し
ま
し
た
。
リ

て
い
ま
す
。

れ
秘
か
に
ア
メ
リ
カ
に
夢
に
も
似
た
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
夢
中
に
な

で
し
た
。
そ
の
上
、

ソ
連
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
上
空
に
向
け
て
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
が
飛
ん
で

く
る
、
大
陸
間
ミ
サ
イ
ル
は
発
射
さ
れ
る
…
…
、
も
う
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
、
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
な
ん
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
か
ら
、
挑
戦
状
よ
ろ
し
く
誘
い
が
か
か
っ
て
き

た
の
で
す
。

「
ア
メ
リ
カ
も
ぜ
ひ
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
な
い
か
」
と
。

さ
て
、
私
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
の
恩
師
、

当
時
七
十
八
歳
。
或
る
日
、
生
徒
の

一
人
が
置
き
忘
れ
て
い
っ
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
要
領
を
偶
然
手
に
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
現
代
の
英
雄
伝
説
は

始
ま
り
ま
す
。

そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
場
が
、
彼
女
が
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
あ
の
モ
ス

ク
ワ
音
楽
院
大
ホ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
彼
女
の
胸
に
は
突
然
熱
い
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
思
い
の
な
か
に
、
生
徒
の

一
人
ヴ
ァ
ン
・

ク
ラ
イ
バ

ー
ン
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
う
、
彼
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
る
や
い
な
や
、
こ
の
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
一

る
内
気
で
優
し
い
眼
差
し
を
し
た
金
髪
の
ア
メ
リ
カ
青
年
は
、
ま
た
た
く
間
に
モ
ス
ク

ワ
中
の
人
気
を
集
め
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
彼
の
愛
す
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
思
わ
せ
る

巨
大
な
手
で
、

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
は
ロ
シ
ア
の
音
楽
を
い
と
お
し
む
よ
う
に
弾
き
、
そ
れ

ら
が
大
曲
難
曲
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
楽
々
と
演
奏
し
ま
し
た
。
ナ
イ

ー
ヴ
な
優
し
さ
の
こ
も

っ
た
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
の
幸
せ
そ
う
な
姿
に
、
世
界
か
ら
隔
絶
さ

こ
の
と
き
、

り
、
酔
い
し
れ
た
の
で
す

（当
時
も
、
そ
し
て
そ
の
後
も
、
モ
ス
ク
ワ
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
聴
衆
が
、
西
側
か
ら
の
参
加
者
に
異
常
な
ほ
ど
熱
狂
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
し
た
）
。

ソ
連
の
審
査
員
た
ち
も
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
絶
賛
を
口
々
に
表
わ
し

そ
し
て
、

マ
ダ
ム
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
の
予
想
は
的
中
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
人
の
好
み
に
、
ぴ

っ
た
り
か
も
し
れ
な
い

…
…
。

メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ

ロ
ジ
ー
ナ
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
女
史
は

第4回 冷戦が生んだスーパースター
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ゼ
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ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
凱
旋
し
た
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
は
、

六
十
万
人
の
市
民
が
紙
吹
雪
を
ま

す
。
優
勝
し
た
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
を
迎
え
る
ア
メ
リ
カ
は
熱
狂
の
渦
で
し
た
。

て
い
た
芸
術
の
領
分
で
、

そ
れ
も

「敵
地」

の
首
都
モ
ス
ク
ワ
で
戦
い
快
勝
し
た
の
で

に
し
ろ
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
で
完
敗
し
た
ば
か
り
の
ア
メ
リ
カ
が
、

そ
の
最
も
苦
手
と
思
っ

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
の

「
進
撃
」

と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
中
を
熱
狂
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
な

の
報
道
は
、

一
カ
月
近
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
期
間
中
ま
る
で
実
況
中
継
の
よ
う
に
続
き
、

ち
上
げ
ま
す
。

見
出
し
を
掲
載
、
「
合
衆
国
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

ソ
連
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
す
」

と
ぶ

と
き
に
は
、

て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
も
、

モ
ス
ク
ワ
の
聴
衆
は
、

（
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
に
限
ら
ず
）

気
に
入
れ

み
と
審
査
員
の
好
み
が
異
な
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
し
た
か
ら
）。

こ
れ
は
、
今

の
と
こ
ろ
「
永
遠
の
謎
」
で
す
。

ク
ラ
イ
バ

ー
ン
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

フ
ラ
ン
ケ
ル
自
身
音
楽
は
か
ら
き
し
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、

紙
の
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
マ

ッ
ク
ス
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
が
い
た
こ
と
で
す
。
特
に
幸
い
だ
っ

ク
ラ
イ
バ

ー
ン
の
演
奏
自
体
よ
り
も
聴
衆
の
熱
狂
ぶ
り
の
方
に
関
心
を
持

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

そ
も
そ
も

一
九
五
0
年
代
の
ソ
連
で
は、

一
般
市
民
が
ア
メ
リ
カ
の

一
般
市
民
に
出

会
う
機
会
な
ど
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
革
命
以
来
、
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う

に
閉
ざ
さ
れ
た
も
同
然
だ
っ
た
国
に
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
西
側
諸
国
か
ら
若

れ
ば
、
「
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
は
当
地
で
は
た
だ
の
文
化
行
事
で
は
な
い
。
ワ
ー

ル
ド
・
シ
リ
ー
ズ
が
ア
メ
リ
カ
人
を
夢
中
に
す
る
の
と
同
じ
ほ
ど
、
市
全
体
が
そ
の
と

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
モ
ス
ク
ワ
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
の
聴
衆
と
い
う
も
の
も
、
彼
は

初
め
て
見
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
当
時
の
ソ
連
は
、
西
側
諸
国
に
比
べ
て
「
娯
楽
」
が
乏

し
く
、
そ
の
分
人
々
は
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
に
熱
中
し
ま
し
た
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・

ば
手
拍
子
を
揃
え
て
大
騒
ぎ
を
す
る
。
き
っ
と
そ
ん
な
様
子
に
フ
ラ
ン
ケ
ル
は
素
朴
に

目
を
む
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
の
タ
イ
ム
ズ
紙
へ
の
レ
ポ
ー
ト
は
昂
奮
に
満
ち

「
ロ
シ
ア
人
民
、

ア
メ
リ
カ
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
（
二
十
三
歳
）
を
絶
賛
」
に
始
ま
り
、

「テ
キ
サ
ス
州
キ
ル
ゴ
ア
出
身
の
少
年
の
よ
う
な
風
貌
を
し
た
巻
毛
の
若
者
が
、
今
夜

も
モ
ス
ク
ワ
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
す
」
。
そ
し
て
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
の
優
勝
が
決
ま
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は

一
面
三
段
抜
き
の
写
真
と
四
段
抜
き
の

こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
か
ら

り
こ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
」
。

者
た
ち
が
や
っ
て
き
た
1
•

そ
れ
を
迎
え
る
モ
ス
ク
ワ
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ル
の
言
葉
に
よ

し
た
。

た
こ
と
は
、

第4回 冷戦が生んだスーパースター
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モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
前
に
あ
る
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

像
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

て
い
る
時
期
は
、
参
加
国
旗
に
囲
ま
れ
て
い
る

（写

真
c
木
之
下
晃
）

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
九
回
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ

ン
ク
ー
ル
の
本
選

(-
九
九

0
年
、
写
真
c
木
之
下
晃
）

.,., 

開
）
が
雪
崩
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
頃
に
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
屋
台
骨
も
が
た
ぴ
し
し

（
情
報
公

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
「
ほ
ら
ま
た
、

ツ
ー
リ
ス
ト
が
来
た
」
と
別
な
意
味
で
拍
手
大
喝
采
を
す
る

ワ
ー
大
統
領
が
空
港
に
出
迎
え
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
祝
賀
大
晩
餐
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
彼
の
出
演
料
は

一
日
ご
と
に
鰻
登
り
に
上
が
り
、
あ
ら
ゆ
る

T
V
シ
ョ
ウ
か
ら

出
演
依
頼
が
殺
到
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
の
弾
く
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
の
レ

コ
ー
ド
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
し
て
初
め
て
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
ま

ク
ラ
イ
バ

ー
ン
が
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
双
方
で
巻
き
起
こ
し
た
熱
狂
は
、
文
字
通
り

お
そ
ら
く
二
十
世
紀
最
大
の
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

況
、
米
ソ
と
い
う
超
大
国
間
の
政
治
的
緊
張
と
、
新
聞
報
道
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
と
い

っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
力
な
く
し
て
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
現
象
で
し
た
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
そ
の
後
も
四
年
に

一
度
ず
つ
開
催
さ
れ
、
単
に
演
奏
内
容
だ
け

に
限
っ
て
い
え
ば
、
当
時
の
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
よ
り
は
る
か
に
完
成
度
の
高
い
ピ
ア
ニ
ス

ト
も

一
人
な
ら
ず
登
場
し
ま
し
た
が
、
「
ス
タ
ー
」
に
は
程
遠
い
存
在
で
演
奏
活
動
を

チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
・
コ

ン
ク
ー
ル
は
、

そ
の
政
治
的
な
設
立
理
由
と
ク
ラ
イ
バ
ー

ン
旋
風
の
お
か
げ
で
、

二
十
世
紀
で

一
番
重
要
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。
「ク

ラ
イ
バ
ー
ン
効
果
」
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

ー
ン
を
夢
見
る
俊
英
が
集
結
し
、
ま
た
そ
れ
を
狙
う
国
際
的
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
た
ち
が

ず
ら
り
と
勢
揃
い
し
た
も
の
で
す
。

ソ
連
社
会
主
義
が
経
済
的
に
破
綻
す
る
ま
で
、

は
そ
の
威
信
を
か
け
た
国
家
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
済
的
運
営

も
ま
こ
と
に
お
お
ら
か
で
豊
か
な
も
の
で
し
た
。
た
と
え
ば
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

・

コ
ン
ク
ー
ル
の
第

一
次
予
選
は
来
る
者
は
拒
ま
ず
、
す
べ
て
の
人
を
受
け
入
れ
て
い
た

の
で
、
大
量
の
ア
メ
リ
カ
人
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
素
人
同
然
だ

っ
た
の
で
、

八
五
年
、

ら
れ
な
く
な
っ
て
、

モ
ス
ク
ワ
に
は
第
二
の
ク
ラ
イ
バ

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ

ン
ク
ー
ル

や
が
て
モ
ス
ク
ワ
で
は
ア
メ
リ
カ
人
が
舞
台
に
登
場

一
九
八
二
年
ブ
レ

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

・コ

ン
ク
ー
ル

の
威
光
と
そ
の
影
響
力
は
、

ジ
ネ
フ
政
権
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
ま
で
は
、
辛
う
じ
て
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
始
ま
り
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ

始
め
ま
す
。
そ
し
て

ソ
連
が
、
も
う
社
会
主
義
国
家
の
威
信
も
優
越
性
も
か
ま
っ
て
い

コ
ン
ク
ー
ル
を
突
然
民
間
に
丸
投
げ
し
て
し
ま

っ
た
八
六
年
以
降
、

ソ
連
崩
壊
に
よ
る
破
綻

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
の

「
成
功
」
は
、

当
時
の
東
西
冷
戦
と
い
う
特
殊
な
政
治
的
状

空
前
絶
後
の
も
の
で
し
た
。

一
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
家
が
起
こ
し
た
旋
風
と
し
て
は
、

し
た
。
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ド
レ
ン
ス
キ
ー

(-
九
三
一
ー
）

セ
ル
ゲ
イ
・

ド
レ
ン
ス
キ
ー
。
ソ
連
の
ビ
ア
ニ
ス
ト
。
モ
ス
ク
ワ

音
楽
院
の
主
任
教
授
を
務
め
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ

・
プ

ー
ニ
ン
を
育
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
大
ホ
ー
ル
に
お
け
る
第
八
回
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
席

(-
九

八
六
年
、
写
真
提
供
／
中
村
紘
子
）

・‘
 94 

第
九
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

貝
席
の
講
師
、
そ
の
左
側
に
ド
レ
ン
ス
キ
ー

(-
九

九
0
年
、
写
真
提
供
／
中
村
紘
子
）

と
こ
ろ
で
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
で
す
が
、

一
九
三
四
年
生
ま
れ
の
彼
は
現
在
六
十
九
歳
。

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
運
命

ま
り
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

夜
に
し
て
変
わ
っ
た
の
で
す
。

一
気
に
ス
ー

そ
れ
ま
で
は
、
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
勿
論
、

い
わ
ゆ
る
東
欧
圏
で
行
わ
れ
る

「
英
語
な
ん
だ
」

を
示
し
て
ポ
ッ
リ
と
言
い
ま
し
た
。

が
審
査
員
と
し
て
来
て
い
ま
し
た
が
、

61 

い
つ
も
陽
気
な
二
人
が
ヒ

ッ
ソ
リ
と
し
て
い
て
、

話
は
ま
た
横
道
に
入
り
ま
す
が
、

ソ
連
崩
壊
間
際
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ

こ
れ
も
時
代
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ン
ク
ー
ル
の
な
か
の

「
ワ
ン

・
オ
ブ
・
ゼ
ム
」
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
た
と
え
て
い
う
な
ら
「
そ
の
日
暮
ら
し
」

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
経
済
的
逼
迫
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
コ
ン
ク
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
時
に
ス
キ

ャ
ン
ダ
ラ
ス
に
右
往
左
往
し
、
そ
の
様
子
は、

昔
を
知
る
者
か
ら
見
れ
ば
悲
削
的
で
も

あ
り
ま
た
喜
劇
的
で
も
あ
る
、
と
で
も
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
の
ソ
連
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
主
義
諸
国
全
体
を
覆
っ
て
い
た
或
る
影

の
よ
う
な
威
圧
感
、
た
と
え
ば
音
楽
と
い
う
も
の
は
、
か
つ
て
専
制
君
主
の
下
で
発
展

し
た
よ
う
に
結
局
権
力
の
庇
護
の
元
で
開
花
す
る
も
の
な
の
か
、
と
い

っ
た
恐
怖
の
よ

う
な
も
の
が
、
体
制
崩
壊
に
よ
っ
て
あ
っ
さ
り
消
え
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
は
、
そ
の
神

秘
的
で
す
ら
あ
っ
た
権
威
も
有
難
味
も
う
す
れ
た
の
か
、
西
欧
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
た
ち

は
次
第
に
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
対
す
る
典
味
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
か
つ
て
の
騒
ぎ
が
嘘
の
よ
う
に
、

今
で
は
西
側
の
新
聞
も
全
く
報
道
し
な
い
。
も

ち
ろ
ん

一
方
で
、

ソ
連
が
傾
き
出
し
た
頃
か
ら
西
側
に
は
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
新
し
い

コ
ン
ク
ー
ル
が
増
加
し
て
き
た
た
め
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
て
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

今
や
規
模
も
縮
小
し
、
た
く
さ
ん
の
コ

一
九
九

0
年
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う

ン
ク
ー
ル
で
の
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
ソ
連
か
ら
は
、
ド
レ
ン
ス
キ
ー
と
ブ
ラ
セ
ン
コ

審
査
員
控
え
室
で
も
二
人
だ
け
で
隅
の
方
に
い
る
。
事
情
は
察
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
な

に
し
ろ
長
い
つ
き
あ
い
で
も
あ
る
の
で
、
休
憩
の
お
茶
の
時
間
に
二
人
を
誘
っ
て
、
ど

う
し
た
の
よ
、
と
言
う
と
、
プ
ラ
セ
ン
コ
が
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ン
ク
ー
ル
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
主
催
国
の
母
国
語
と
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
る
決

テ
キ
サ
ス
州

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
の
高
級
住
宅
地
に
十
八
エ
ー
カ
ー
も
あ
る
大
邸
宅
を

構
え
、
友
人
と
愛
犬
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

彼
は
モ
ス
ク
ワ
で
の
大
成
功
の
あ
と
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
し

て
の
人
気
と
は
裏
腹
に
、
批
評
家
た
ち
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今

思
え
ば
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
大
し
て
な
い
ま
ま
に
、
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雀・

キ
リ
ル
・
コ
ン
ド
ラ
シ
ン

ソ
連
の
指
揮
者

（一

九

一
九
六
六
年
、
初
来
日
し
た
ヴ
ァ
ン

・
ク
ラ
イ
バ
ー

ン
と
講
師

（写
真
提
供
／
中
村
紘
子
）

四
ー
八

一
）

第
十
回
ヴ

ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
貝
た
ち
。
前
列
右
か
ら
二
人
目
が
ク
ラ
イ
バ
ー

ン
、
四
人
目
が
ワ
イ
セ
ン

ベ
ル
ク
、
中
列
右
か
ら
二

人
目
が
講
師

(-
九
九
七
年
、

写
真
提
供
／
中
村
紘

子）

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
た
も
の
で
す
。
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晴
ら
し
い
パ

ー
テ
ィ
ー
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
、
彼
が
芸
術
家
と
し
て
成
熟
す
る
こ
と

ま
る
で
そ
れ
は
王
族
の
謁
見
の
よ
う
で
し
た
。
帰
り
の
車
の
な
か
で
私
は
、

あ
の
素

フ
レ
ー
ム
に
入
れ
ら
れ
、

人

一
人
に
記
念
品
と
し
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
マ
ン
に
ポ
ー
ズ
を
と
り
ま
す
。
豪
華
な
晩
餐
会
の
終
わ
る
頃
に
は
そ
の
写
真
は
銀
の

客
は
ま
ず
庭
先
で
彼
の
優
し
く
心
の
こ
も
っ
た
抱
擁
に
迎
え
ら
れ
、

控
え
て
い
た
カ
メ

私
が

一
九
九

二
年
の

ま
せ
ん
で
し
た
。

ト
も
す
る
よ
う
に
な
り
、

何
年
か
前
に
日
本
に
も
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

、リ
ー
」
と
し
て
、

も
っ
ば
ら
社
交
の
場
で
活
躍
し
ま
す
。
近
年
で
は
時
々
コ
ン
サ
ー

「
ロ
イ
ヤ
ル

・
フ
ァ

記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
、

「
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
・
コ

ン
ク
ー
ル
」

の
シ
ン
ボ
ル

キ
サ
ス
州
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
の

「郷
土
の
生
ん
だ
英
雄
」
ヴ

ァ
ン

・
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
を

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
せ
い
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
の
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
ば
か
り
弾
か
さ
れ
、

「
ま
る
で
ジ
ュ

ー
ク
・
ボ

ッ
ク
ス
」

と
叩
か
れ
た
り
、
「
音
楽
ス
ポ
ー
ツ
界
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
と
あ
ざ
笑
わ
れ
た
り
す
る

う
ち
に
、
演
奏
の
方
も
乱
れ
を
見
せ
は
じ
め
ま
す
。

六
九
年
に
彼
が
ダ
ラ
ス
で
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
「
三
楽
章
と
き
た
ら
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
ほ
と
ん
ど
う
ろ
憶
え
。

そ
れ
で
も
こ
い
つ

は
業
界
最
高
の
ギ
ャ
ラ
を
と
る
の
だ
。
し
か
も
我
慢
な
ら
な
い
の
は
、

私
が
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
に
留
学
し
た

一
九
六
三
年
は
、
ま
だ
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
の
凱
旋
か

ら
そ
れ
ほ
ど
た
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
た
ち
は
依
然
と
し
て
「
第
二
の
ク
ラ

イ
バ

ー
ン
」
目
指
し
て
頑
張

っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
頃
の
彼
の
演
奏
に
話

が
及
ぶ
と
、

た
ち
も
、

み
な
顔
を
し
か
め
て
黙
っ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。
し
か
し
手
厳
し
い
学
生

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
が
キ
リ
ル
・
コ
ン
ド
ラ
シ
ン
の
指
揮
で
入
れ
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番
の
レ

コ
ー
ド
だ
け
は
愛
聴
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ラ
イ
バ
ー
ン
の
初
々
し
い
ロ
マ
ン
テ
ィ

シ
ズ

ム
が
溢
れ
た
名
盤
だ
と
、

今
で
も
私
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
'

、

・

結
局
彼
は
四
十
三
歳
で
、
引
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

役
と
し
て
、
ま
た
、
あ
の
ケ
ネ
デ
ィ

一
族
に
も
似
た
ア
メ
リ
カ
の

ク

そ
の
演
奏
は
も
は
や
正
面
切
っ
て
ど
う
の
こ
う
の
、
と
い
え
る
よ
う
な
対
象
で
は
あ
り

「
ク
ラ
イ
バ

ー
ン

・
コ
ン

ク
ー
ル
」

の
審
査
に
招
か
れ
た
折
、

彼
は
宏
壮
な
自
宅
に

二
百
人
の
客
を
招
い
て
、
素
晴
ら
し
い
デ
ィ
ナ
ー
を
し
ま
し
た
。

な
く
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
の
は
、
結
局
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
豊
か
さ
、
楽
し
い
生
活
に
問

一
九
六
二
年
に
テ

歯
ぎ
し
り
し
て
い
ま
す
。

女
性
た
ち
の
キ
ャ
ア
キ
ャ
ア
す
る
こ
と
。
ま
る
で
芸
能
人
だ
」
と、

い
か
に
も
正
直
に

「
皇
帝
」
を
演
奏
し
た
の
を
聴
い
た
或

パ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
超
多
忙
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
。
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放
奴
隷
出
身
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
）
。

そ
し
て
こ
の
「
豊
か
さ
」
そ
し
て
「
楽
し
い
生
活
」
が
音
楽
に
及
ぽ
す
も
の
に
つ
い

東
洋
人
の
台
頭

優
勝
者
が
多
す
ぎ
る
！
—
~

価
値
の
多
元
化
の
な
か
で

た
と
え
ば
、
古
代
ロ

ー
マ
帝
国
の
繁
栄
の
な
か
で
、
ロ
ー
マ
市
民
は
ひ
た
す
ら
「
パ

ン
と
サ
ー
カ
ス
」
を
享
受
す
る
側
に
ま
わ
り
、
そ
の
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
を
提
供
す
る
の

は
周
辺
の
「
蛮
族
」
た
ち
、
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
円
形
劇
場
で
音
楽

を
演
奏
し
お
芝
居
を
演
じ
る
の
も
、
闘
技
場
で
壮
絶
に
闘
う
の
も
、
み
な
辺
境
か
ら
ロ

ー
マ
で
の
栄
光
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
「
蛮
族
」
た
ち
で
、

ロ
ー
マ
市
民
た
ち
は
ひ
た

す
ら
観
客
席
で
鑑
賞
す
る
方
に
回
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
（
つ
い
に
は
皇
帝
ま
で
、
解

で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
生
ま
れ
た
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
が
、
十
九
世
紀
の
帝
政
ロ
シ
ア
の
「
文
明
開
化
」
政
策
の
も
と
で
急
速
に
ロ

シ
ア
に
普
及
し
、
見
事
に
開
花
し
た
と
こ
ろ
は
す
で
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
二

十
世
紀
に
は
、
社
会
主
義
と
い
う
特
殊
な
そ
し
て
閉
鎖
性
を
も
っ
た
状
況
下
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
伝
統
は
、
い
わ
ゆ
る
ソ
連
東
欧
諸
国
に
お
い
て
最
も
忠
実
に
温
存
さ
れ

る
形
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
ソ
連
東
欧
諸
国
が
あ
た
か
も
ク
ラ

5
月
5
日
放
送
／
5
月
12
日
・

5
月
31
日
再
放
送

て
、
次
回
は
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
(-
九
五
六
ー

）

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
磨
き
上
げ
ら
れ
た
表

現
と
、
海
外
ツ
ア
ー
に
も
自
身
の
ピ
ア
ノ
を
持
ち
歩

く
完
全
主
義
で
知
ら
れ
る
。
近
年
で
は
、
自
ら
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
組
織
し
、
指
揮
と
ピ
ア
ノ
を
受
け
持
っ

た
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の

C
D
が
話
題
と
な

っ
た

（写
真
c
木
之
下
晃
）

具
体
的
に
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
場
合
を
考
え
る
と
、
音
楽
が
普
及
し
大
衆
化
す
る
と

67 

で
は
、

芸
術
文
化
も
質
量
と
も
に
多
様
化
し
、

そ
の
価
値
も
多
元
化
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。
豊
か
な
社
会
を
特
徴
づ
け
る
情
報
洪
水
の
な
か

が
な
い
と
か
魅
力
が
少
な
い
と
か
、

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
は
、

勿
論
こ
れ
は
、

そ
れ
以
降
の
優
勝
者
た
ち
が
、

そ
れ
以
前
の
優
勝
者
た
ち
よ
り
才
能

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
も
う
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
は
出
な
い
」

ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
を
も
っ
て
終
わ
っ

「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
黄
金
期
と
い
う
の
は
、

九
七
五
年
の
シ

つ
か
ぬ
言
葉
を
も
ら
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

楽
界
全
体
が
意
識
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
こ
か
ら
道
が
開
け
て
い
っ
た
ん
だ
」

と
恨
み
が
ま
し
く
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
一
九
三
0
年
代
か
四

0
年
代
に
優
勝
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
注
目
し
て
く
れ
た
。
音

優
勝
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

レ
オ
ン
・
フ
ラ
イ
シ
ャ

ー
は
、

す
で
に
ち
ょ
っ

九
五
二
年
に
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
コ
ン
ク
ー
ル
で

さ
て
、

体
的
に
話
を
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
…
…
。

シ
ッ
ク
音
楽
の
本
場
の
よ
う
な
観
を
呈
す
る
。

シ
ョ
゜
、
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
、
そ
し
て
チ

ヽ

ノ

ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
始
ま
り

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
が
世
界
的
権
威
を
持
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う

な
状
況
に
対
応
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

一
方
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

ア
メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
先
進
国
に
は
、
「
豊
か
な
社
会
」
と
そ
の
も
た
ら
す
巨
大
な
変

化
が
訪
れ
る
。

分
か
り
や
す
く
「
演
奏
」
と
い
う
分
野
に
限
っ
て
い
う
と
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
豊
か

な
社
会
」

の
な
か
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
生
ん
だ
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
々
は
次

供
す
る
の
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
れ
ば
「
周
辺
」

第
に
そ
し
て
明
ら
か
に
観
客
席
で
鑑
賞
す
る
側
に
回

っ
て
し
ま
っ
て
、
「
演
奏
」
を
提

の
ソ
連
束
欧
の
社
会
主
義
諸
国
と

い
う
形
と
な
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
ソ
連
東
欧
圏
の
社
会
主
義
が
崩
壊
し
た
の
ち
は
、

日
本
、
韓
国
そ
し
て
中
国
と
い
っ
た
さ
ら
に
遠
い
周
辺
諸
国
の
「
蛮
族
」
た
ち
、
と
な

念
の
た
め
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
単
な
る
事
の
成
り
行
き
で
あ
っ

て
、
良
い
悪
い
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
が
演
奏
し
よ
う
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

素
晴
ら
し
さ
に
変
わ
り
は
な
い
し
、
た
と
え
鑑
賞
す
る
側
に
回
っ
て
も
、

音
楽
の
魅
力
を
愛
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
い
え
ば
、

ク
ラ
シ
ッ
ク

か
つ
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
事
務
局
長
を
務
め
、
そ
の
後
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
創
立
者
と
な
っ

た
ヤ
ン
・
ビ
ス
ト
リ
ッ
キ
ー
氏
は
、
あ
る
と
き
私
に
こ
ん
な
愚
痴
と
も
あ
き
ら
め
と
も

ア
ン
ト
ン

第 5回東洋人の台頭
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ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ス
タ

—

ン

(
-九
二
0
ー
ニ
0

0
1
)
 

ソ
連
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
出
身
の
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
。
演
奏
活
動
の
か
た
わ
ら
、

三
十
年
以
上

に
も
わ
た
っ
て
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
館
長
と
し
て
運

営
に
携
わ
る
。
ま
た
、
世
界
を
巡
っ
て
後
進
の
育
成

に
努
め
た

（
写
真
c
木
之
下
晃
）

~ 

カ
ラ
ヤ
ン

(
-
九
0
八
ー
八
九
）

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
カ
ラ
ヤ
ン

。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
指
揮
者
。

名
門
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の

芸
術
監
督
・
終
身
指
揮
者
を
は
じ
め
、
ザ
ル
ッ
プ
ル

ク
音
楽
祭
芸
術
監
督
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
芸
術

監
腎
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
演
奏
の
「
映
像

化
」
に
も
先
鞭
を
つ

け、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
の

「帝
王
」
と
呼
ば
れ
た
（
写
真
c
木
之
下
晃
）

ヤ
ン
と
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
、

バ
イ
オ
リ
ン
の
ア
イ
ザ
ッ
ク

・
ス
タ
ー
ン
…
…
と
い
っ
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す
。
大
学
の
主
催
な
の
に
、
ピ
ア
ノ
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

カ

ラ
／

家
の
リ
ス
ト
を
見
て
、

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

派
奏
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
折
そ
の
シ
リ
ー
ズ
に
予
定
さ
れ
て
い
る
演
奏

私
は

一
九
六
九
年
頃
、

ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
の
そ
う
し
た
シ
リ
ー
ズ
で

チ
ス
ト
の
公
演
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
ま
で
で
き
、

大
学
内
の
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
内
外
の
ア
ー

ー
が
開
設
さ
れ
、

や
が
て
大
学
内
に
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

各
地
の
大
学
に
は
次
々
と
芸
術
学
部
や
音
楽
科
が
新
設
さ
れ
、

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

し
た
。

じ
、
「
第
九
」

の
合
唱
の
練
習
に
精
を
出
し
、

そ
し
て
ピ
ア
ノ
を
弾
く
よ
う
に
な
り
ま

有
難
く
押
し
戴
く
代
わ
り
に
、

自
分
た
ち
で
絵
籠
を
と
り
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
演

人
々
は
、

か
つ
て
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
伝
来
の
芸
術
文
化
を
遠
く
か
ら
仰
ぎ
見
て

ビ

ン

・

ト

フ

ラ

ー

に

「文
化
の
爆
発
」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
、

革
命
的
な
現
象
で
し
た
。

心
を
持
ち
、

そ
の
領
域
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
の
で
す
。
そ
の
最
的
な
迫
力
は
、

ア
ル

を
豊
か
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
た
め
の
い
わ
ば
レ
ジ
ャ
ー
の

一
っ
と
し
て
芸
術
文
化
に
関

い
う
の
で
し
ょ
う
か
、

要
す
る
に

一
般
の
市
民
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
生
活

変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

い
わ
ゆ
る
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
増
え
た
と
で
も

＇ ~

ー

た
め
に
も
、
美
術
館
を
建
て
た
り
ホ
ー
ル
を
寄
付
し
た
り
し
て
、

化
の
よ
き
理
解
者
を
装
う
こ
と
を
第

一
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
勝
利
の
あ
と
の

一
九
五
0
年
代
か
ら
、
新
た
な
劇
的

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
伝
統
文

ア
メ
リ
カ
は
植
民
地
時
代
か
ら
二
十
世
紀
の
半
ば
に
至
る
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
の
「
文
化
の
爆
発
」

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

に
対

と
も
に
、
ビ
ア
ニ
ス
ト
の
数
も

一
気
に
増
え
コ
ン
ク
ー
ル
の
数
も
爆
発
的
に
増
え
た
。

そ
れ
は
即
ち
、
そ
の
数
だ
け
優
勝
者
が
出
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

う
も
の
が
珍
し
く
な
く
な
る
と
と
も
に
、
「
優
勝
者
」
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
思
え
ば
、
す
で
に
、
七

0
年
代
に
入
っ
た
頃
か
ら
、
欧
米
の

一
般
の
マ
ス
コ
ミ

は
、
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
誰
が
優
勝
し
よ
う
と
、

ク
ー
ル

で
誰
が
勝
と
う
と
、
次
第
に
関
心
を
持
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
、

チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

ー

・

コ

ン

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
「
大
衆
化
」
と
、
そ
の
「
豊
か
な
社
会
」
の
な
か
で
の

変
化
が
、
歴
史
的
に
最
も
分
か
り
や
す
く
表
わ
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
し
た
。

と
い
う
べ
き
も
の
に
苛
ま
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

す
る
文
化
的
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、

ア
メ
リ
カ
で
は
南
北
戦
争
の
あ
と
大
き
な
繁
栄
が
訪
れ
、
そ
れ
こ
そ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

王
様
も
顔
負
け
の
よ
う
な
超
大
金
持
ち
た
ち
が
出
現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
自

分
た
ち
の
富
を
顕
示
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
そ
の
富
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
テ
イ
タ
ス
の

コ

ン

ク

ー

ル

と

い
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ー
ツ
大
会
の
よ
う
に
ア
ピ

ー
ル
し
、

ス
ポ
ン
サ
ー
を
獲
得
し
ま
し
た
。
大
衆
優
先
主
義
、
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ス
と
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
両
市
の
上
流
社
会
を
ま
と
め
上
げ
、

そ
の
開
催
を
ま
る
で
ス
ポ

ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
を
す
べ
て
の
点
で

「
世
界
こ

の
も
の
と
す
べ
く
、

隣
接
す
る
ダ
ラ

ン
ク
ー
ル
は
さ
ら
に
大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

ハ
イ
ダ
ー
夫
人
は
、
ク
ラ
イ
バ

ー

大
な
石
油
資
産
の
女
性
相
続
人
マ

ー
サ

・
ハ
イ
ダ
ー
夫
人
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
で
、

コ

そ
し
て
そ
の
後
運
営
が
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
の
ラ
ン
ク
フ
ォ

ー
ド
夫
人
か
ら
当
地
の
莫

コ
ン
ク
ー
ル
が
設
立
さ
れ
た
の
で
す
。

た
ラ
ン
ク
フ
ォ
ー
ド
夫
人
と
全
米
ピ
ア
ノ
教
師
連
盟
が
結
び
つ
い
て
、

位
賞
金

一
万

メ
リ
カ
の
な
か
で
も
ず
ば
抜
け
て
裕
福
な
町
で
す
。
そ
こ
で
ピ
ア
ノ
の
先
生
を
し
て
い

持
ち
が
多
く
、

資
金
を
十
億
ド
ル
も
持
つ
財
団
が
百
二
十
近
く
も
あ
っ
て
、

豊
か
な
ア

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
は
人
口
が
五
十
万
前
後
の
小
さ
な
町
で
す
が
、

と
に
か
く
お
金

こ
。

t
 

が
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
で
開
催
さ
れ
た
の
は
、

九
六
二
年
の
こ
と
で
し

ン
に
よ
る
第

一
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
制
覇
の
後
、

ア
メ
リ
カ
の
英
雄

九
五
八
年
の
、

あ
の
全
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
沸
き
返

っ
た
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー

が
何
百
と
誕
生
し
た
の
も
、

当
然
の
こ
と
で
し
た
。

料
収
入
を
上
廻

っ
た
、
と
い
え
ば
お
分
か
り
で
し
ょ
う
か
。

一千
六
百
万
ド
ル
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
れ

た
超
豪
華
な
頻
ぶ
れ
が
並
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
当
時
の
日
本
で
は
、
地
方
の

一
大
学

が
こ
の
よ
う
な

ま
せ
ん
で
し
た

経
済
」

の
時
期
に
、
私
立
大
学
な
ど
が
い
っ
せ
い
に
リ
ヒ
テ
ル
や
カ
ラ
ヤ
ン
、

あ
り
ま
す
）。

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
は
、

ベ
ル
リ

ン

・
フ
ィ
ル
な
ど
を
招
き
は
じ
め
た
の
を
見
て
、
ち
ょ

っ
と
感
無
量
に
な

っ
た
記
憶
が

わ
ず
か

一
九
五

0
年
か
ら
六

0
年
ぐ
ら
い
の

1
年
間
に
、

全
国
で
何
百
と
い
う
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
各
大
学
は
そ
こ
に
新
設
さ
れ

た
音
楽
科
か
ら
、
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
を
大
量
に
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

一
九
五
0
年
に
は
全
米
で
約
八
百
だ
っ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
わ
ず
か
十
年
間
で
千

一百
五
十
に
増
え
、
年
間
で

ま
す
。
爆
発
的
に
増
加
し
た
「
芸
術
愛
好
家
」
た
ち
は
、

一
年
間
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
レ
コ

ー
ド
購
入
に
九
千
万
ド
ル
を
消
費
し
、
劇
場
や
オ
ペ
ラ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

入
場
券
に
三
億
七
千
五
百
万
ド
ル
使
い
ま
し
た
。
金
額
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
は

っ
き

り
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
メ
ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
の
野
球
チ
ー
ム
の
全
入
場

そ
し
て
こ
う
し
た
背
景
の
な
か
に
、
「
雨
後
の
筍
」

の
ご
と
く
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

「
世
界
一
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
目
指
し
て
ー

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル

と
な
っ
た
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
を
記
念
し
て
、

「
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
」

ド
ル
と
い
う
当
時
世
界
最
高
額
の
賞
金
を
提
供
し
、

「
モ
ス
ク
ワ
に
負
け
な
い
」
国
際

（も

っ
と
も
、
そ
れ
か
ら
十
数
年
後
、
日
本
で
も
い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ
ル

般
の
ア
ー
チ
ス
ト
を
招
聘
す
る
こ
と
な
ど
、
経
済
的
に
も
考
え
ら
れ
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ラ
ド
ゥ
・
ル
プ
ー

（一

九
四
五
ー

）

ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。一

九
六
六
年
に
クー

ン
・コ

ンク
ール
、
六
九
年
に
は
イ
ギ
リ

ズ
・コ

ンク
ール
に
條
勝
。
その
抒
情
性

奏
か
ら
「

一
0
0
0
人
に
一
人
の
リリ
シ

呼
ば
れ
る

（写
真
c
木
之
下
晃
）

ルー

マ
ニ

フ
イ
バ
ー

スの
リー

に
窟
む
演

ス
ト
」
と

講
師
を
囲
む
第
一
回
ヴ
ァン

・
ク
ライ
パ
ー
ン
・コ

ン
ク
ー
ル
優
勝
者
の
ラ
ル
フ
・
ボ
タ
ペ
ッ
ク

（左
）

とコ

ンク
ール
事
務
局
長
の
リ
チャ
ー
ド
・
ロ
ジン

ス
キ

(-
九九
三
年
、
写
真
提
供
／
中
村
紘子）

す
。

73 

そ
の
せ
い
か
、

最
近
で
は
こ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
や
め
て
し
ま

っ
た
と
聞
き
ま

ん
ど
袋
叩
き
に
遭
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
の
で
す
か
ら
あ
ま
り
に
も
皮
肉
な
結
果
で
、

ー
デ
ビ
ュ
ー
を
成
功
さ
せ
た
者
は

一
人
も
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

大
抵
は
ほ
と

創
立
以
来
す
で
に
四
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
過
去
の
優
勝
者
で
カ
ー
ネ
ギ

お
そ
ら
く
は
東
部
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
テ
リ
層
の
反
感
を
買
っ

た
た
め
か
、

コ
ン
ク
ー
ル

ハ
イ
ダ
ー
夫
人
が
財
力
を
駆
使
し
て
作

っ
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
デ
ビ

ュ
ー
も
、

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

も
わ
た

っ
て
続
け
さ
せ
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、

か
え

っ
て
消
耗
し
切

っ
て
燃
え
か
す
の

「
優
勝
賞
品」

と
し
て
与
え
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

一
年
以
上
に

物
語
っ

て
い
る
よ
う
に
、

ク
ラ
イ
バ
ー
ン

コ
ン
ク
ー
ル
の
他
の
優
勝
者
た
ち
は
、

の
意
見
で
す
。
そ
し
て
こ
の
異
例
と
も
い
う
べ
き
ラ
ド
ゥ
・
ル
プ
ー
の
ケ
ー
ス
が
逆
に

得
た
英
国
の
リ
ー
ズ

コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
大
方

モ
ス
ク
ワ
で
の
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
彼
の
今
日
の
名
声
は、

そ
の
後
再
び
彼
が
勝
ち

ク
ー
ル
優
勝
後
、

ハ
イ
ダ
ー
夫
人
の
用
意
し
た
大
籠
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、

例
外
と
し
て
ラ
ド
ゥ
・
ル
プ
ー
が
い
ま
す
が
、

実
は
彼
は
、

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン

あ
り
ま
す
。

誰

一
人
と
し
て
そ
の
優
勝
に
よ
っ
て
世
界
的
名
声
を
得
た
者
が
い
な
い
、

と
い
う
点
に

イ
バ
ー
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
が
、

問
題
は
、

名
の
優
勝
者
の
う
ち

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
点
で
桁
は
ず
れ
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ
た
ク
ラ

な
ぜ
か
過
去
十

ン
ト
に
携
わ
っ
た
経
験
を
も
つ
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
オ
ペ
ラ
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
で
長
ら
く
マ
ネ
ー
ジ
メ

キ

（
一
八
三
五
ー
八
0
)
を
祖
父
に
も
つ
、

音
楽
界
の

「
サ
ラ
ブ
レ

ッ
ド」

で
す
が
、

は
有
名
な
指
揮
者
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル

・
ロ
ジ
ン
ス
キ

(
-
八
九
ニ
ー

一
九
五
八
）
を
父
に
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
作
曲
家
で
も
あ

っ
た
ア
ン
リ
・
ヴ
ィ
ニ
ャ
フ
ス

ロ
ジ
ン
ス
キ
氏

流
演
奏
契
約
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
数
は
五
百

(
!
)
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
な
か
に
は
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
デ
ビ
ュ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
も
含
ま
れ
て
い
ま

コ
ン
ク
ー
ル
の
運
営
は
、
そ
の
後

一
九
八
六
年
か
ら
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ
ン
ス
キ
氏

が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

し
た
。

を
得
る

一
方
、
自
費
で
世
界
を
駆
け
め
ぐ

っ
て、

高
級
デ
パ
ー
ト
の
ニ
ー
マ
ン
・
マ
ー
カ
ス
、

ビ
放
映
費
を
出
さ
せ
、
運
輸
・
通
信
メ
ー
カ
ー
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
ス
社
や

エ
ス
テ
ィ
・
ロ
ー
ダ
化
粧
品
な
ど
の
協
力

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
の
た
め
の
超

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
重
ね
合
わ
せ
、

モ
ー
ビ
ル
石
油
と
電
子
機
器
の
タ
ン
デ
ィ
社
に
テ
レ

自
由
競
争
と
商
業
主
義
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
イ
ル
を
、

ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
の
ピ
ア
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ク
ラ
イ
バ
ー
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
期
間
中
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
て
。
左
か
ら
講
師
、
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
、
フ
ラ

ン
ス
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
セ
シ
ル
・
ウ
セ

ー

(
-
九
九

三
年
、
写
真
提
供
／
中
村
紘
子
）

抜
か
れ
る
よ
う
な
家
も
あ
り
ま
す
。

ぶ
り
は
け
た
外
れ
な
の
で
す
。

ル
自
体
の
サ
ポ
ー
ト
以
外
の
、

つ
ま
り
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

几又
こ

、

舟
’>．

歓
迎
ぶ
り
市
民
の
サ
ポ
ー
ト
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

私
は
、

豊
か
で
住
み
心
地
が
良
い
所
な
の
で
し
ょ
う
。

フ
ォ

ー
ト
ワ
ー
ス
ょ99
 

し
た

「條
勝
者
た
ち
」
を

「
せ

っ
か
く
世
に
出
し
た
の
に
、

ロ
ー
カ
ル
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

を
歩
ん
で
い
ま
す
。
外
国
人
の
何
人
か
は
、

フ
ォ

ー
ト
ワ
）
ス
市
の
人
々
の
温
か
な
ホ

「
豊
か
な
社
会
」
の
コ
ン
ク
ー
ル

「
象
牙
の
船
に
金
の
櫂
」
こ
そ
芸
術
家
を
成
功
さ
せ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
豊
か

な
フ
ォ

ー
ト
ワ
ー
ス
市
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
圧
倒
的
な
成
功
へ
の
チ
ャ
ン
ス

し
か
な
い
優
勝
者
た
ち
を
見
る
と
、
思
わ

ー
ト
）
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
何
故
か
う
ま
く
、

ィ
ノ
ー
ン
自
身
の
運
命
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
豊

ず
あ
の
ヴ
ァ
ン

・
ク

ラ

ゞ

か
な
社
会
」
の
な
か
の
芸
術
家
の
成
熟
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
た
本
当
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
す
ね
。

・
コ
ン
ク
ー
ル
の
過
去
の
優
勝
者
た

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ヴ

ァ
ン

・
ク
ラ
イ
バ

ー
ン

ち
の
多
く
は
、
結
局
そ
の
後
に
与
え
ら
れ
る
何
百
と
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
を
持
ち
こ
た
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
消
え
去
ら
な
い
ま
で
も

「
巨
匠
」
に
大
成
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
道

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
に
誘
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
住
み
つ
き
、
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う

な

っ
て
し
ま

っ
た
」
と
嘆
く
声
も
耳
に
し
ま
す
が
、
と
に
か
く
、

・
コ
ン
ク
ー
ル
に
審
査
員
と
し
て
初
め
て
参

九
九
三
年
の
ク
ラ
イ
バ

ー
ン

加
し
ま
し
た
が
、
噂
に
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
と
き
の
フ

ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
の

い
わ
ゆ
る
欧
米
諸
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
主
催
地
の
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
よ

っ
て
大
き
く
支
え
ら
れ
ま
す
。

お
け
る
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
な

「優
勝
賞
金
」
や

コ
ン
サ
ー
ト
と
い

っ
た
コ
ン
ク
ー

参
加
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
家
に
泊
ま
り
、
練
習
用
の
ピ
ア
ノ
か
ら
食
事
か
ら
買
い
物
の
世
話
に
至
る
ま
で
、
最

大
の
も
て
な
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
邸
宅

の
な
か
に
は
、

で
あ
り
、
子
供

ょ、

一

,’＇ 

で
も
、

ク
ラ
イ
バ

ー
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
に

ゴ
ル
フ
場
よ
り
広
い
庭
園
に
そ
の
家
の
子
供
専
用
の
馬
場
や
礼
拝
堂
ま

人

一
人
に
家
庭
教
師
と
乳
母
が
つ
く
、
と
い

っ
た
凄
さ
で
、
度
肝
を

方
私
た
ち
審
査
員
や
内
外
か
ら
集
ま

っ
た
音
楽
関
係
や
メ
デ
ィ
ア
の
ゲ
ス
ト
た
ち

週
間
ほ
ど
の
期
間
中
、
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
邸
宅
で
、

日
に
二
つ
以
上
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
や
デ
ィ
ナ
ー
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
か
れ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
審
査
の
合
間
の
つ
か
の
間
の
休
み
時
間
に
重
な
る
の
で
、

し
ば
ら
く
す
る
と
ふ

ら
ふ
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
そ
う
し
た
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
は
、

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー

ス
の
社
交
界
の
ご
婦
人
方
が
自
宅
を
飾
り
た
て
て
競
い
合
う
の
で
、
ま
る
で
ピ
ア
ノ
コ

（
コ
ン
サ

75 第 5回 東洋人の台頭
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g

l

、
●

t
li
`

ア
レ
ク
シ
ス
・
ワ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク

(-
九
二
九
ー

）

プ
ル
ガ
リ
ア
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
ジ

ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
卒
。
一

九
四
七
年
、
レ
ヴ
ェ
ン

ト
リ

ッ
ト
・
コ

ン
ク
ー
ル
俊
勝
。
幅
広
い
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
明
晰
な
浙
奏
で
知
ら
れ
る

（写
真
c
木
之
下

晃）

も
及
び
ま
し
た
。

ン
ト
を
切
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

パ
ー
セ

は
、
八

0
年
代
に
入
る
頃
か
ら
早
く
も
し
ぽ
ん
で
い
き
ま
す
。

ル
は
、
高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
定
期
会
員
の
補
充
に
頭
を
悩
ま
す
よ
う
に
な
り
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
オ
ペ
ラ
カ
ン
パ
ニ

ー
は
、
切
符
の
売
り
方
に
あ
れ
こ
れ
と
工
夫
を
凝

C
D
に
移
り
変
わ

っ
た
ク
ラ
シ

ッ
ク

・
レ
コ
ー
ド
の
売
れ
ゆ
き
も
、

頃
か
ら
急
速
に
落
ち
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
私
が
、

誕
生
し
た
ば
か
り
の

C
B
S
ソ
ニ
ー
レ
コ
ー
ド
の
専
属
ア
ー
チ
ス
ト
第

一
九
六
八
年
頃
に
は
、

う
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
が
や
が
て
、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ

八

0
年
代
半
ば

ク
ラ
シ

ッ
ク
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
売
上
げ
比
率
は
ほ
ぽ
半
々
と
い

ク
ラ
シ

ッ
ク
ニ
割
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
八
割
に
な
り
、

今
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ニ

ー
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
売
上
げ
が

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
単
純
に
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
の
人
口
が
減

っ
た
た
め
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
の
「
豊
か
な
社
会
」
、
そ
の
情
報
洪
水
の
な
か

で
芸
術
文
化
が
質
量
と
も
に
増
え
て
多
様
化
し
、
そ
の
価
値
も
多
元
化
し
た
こ
と
の
影

響
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は、

音
楽
フ
ァ
ン
ば
か
り
で
な
く
、

音
楽
家
た
ち
に

ア
メ
リ
カ
で
は

W
A
S
P
（ホ

ワ
イ
ト

・
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン

・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）

号
と
な
っ
た

ら
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

几
又
こ

舟

t
u
~

さ
て
話
を
戻
す
と
、

一
九
五

0
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
「
文
化
の
爆
発
」

「
鑑
賞
」
す
る
欧
米
と
ア
ジ
ア
の
台
頭

「ア
レ
ク
シ
ス

・
ワ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
」

デ
オ

の
会
場
し
か
な
か

っ
た
の
で
す
。
で
も
そ

ン
ク
ー
ル
に
並
行
し
て
「
お
も
て
な
し
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で

当
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
か
に
は
、
特
に
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
で
は
な
い
、

ま
り
コ
ン
ク
ー
ル
を
市
の
お
祭
り
行
事
と
し
て
社
交
に
熱
中
す
る
人
々
も
い
て
、
と
き

i
ュ
ー
モ
ラ
ス
な
シ
ー
ン
も
展
開
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
私
が
あ
る
デ
ィ
ナ
ー
で
隣
り

こ同
士
に
な

っ
た
ご
夫
人
は
、
近
々
フ
ォ

ー
ト
ワ
ー
ス
市
に
初
め
て
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

に
な

っ
て

い
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
、

巨
大
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
寄
付
し
た
人
で
し

た
。

改
め
て
考
え
る
と
び
っ
く
り
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
お
金
持
ち
が
そ
ろ
っ
て

い
て
、
「
抵
界

一
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
三
十
年
以
上
も
主
催
し
な
が
ら
、

ー
ス
市
内
に
は
、
そ
れ
ま
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
き
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
は
ロ

（荒
馬
や
荒
牛
を
乗
り
こ
な
す
競
技
）

れ
以
上
に
び

っ
く
り
し
た
の
は
、
や
は
り
審
査
員
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
ア
レ
ク
シ
ス

・
ワ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
が
私
た
ち
の
テ
ー
ブ
ル
の
横
を
通
り
か
か

っ
た
と

き
、
「
あ
れ
は
だ
れ
？
」
と
彼
女
が
尋
ね
た
こ
と
で
し
た
。

「何
や
る
人
？
」

す
。

フ
ォ
ー
ト
ワ つ

77 第 5回 東洋人の台頭
76 



第
九
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

・
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加

し
た
日
本
人
と
日
本
人
審
査
貝
を
集
め
て
の
、
モ
ス

ク
ワ
日
本
大
使
館
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー

(-
九
九

0
年、

写
真
提
供
／
中
村
紘
子
）

唱
閾

m噸

リ
ア
の
モ
ン
ツ
ァ
市
で
行
わ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

九
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
う

79 

の
み
を
対
象
と
し
た
予
備
審
査
ま
で
行
わ
れ
た
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、

九
八
二
年
イ
タ

ン
ク
ー
ル
で
は
、

七
十
二
人
の
出
場
者
中
日
本
人
が
三
十
二
人
も
い
た
の
で
、

日
本
人

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

九
八
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
行
わ
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・
コ

ス
ト
リ
ア
の
中
級
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

時
に
参
加
者
の
半
分
近
く
を
日
本
人
が
占
め

ワ
ル
シ
ャ
ワ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
と
に
イ
タ
リ
ア
や
オ
ー

場
料
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

地
元
の
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー
モ
ニ
ア
ホ
ー
ル
に
は
日
本
人
の

「
観
戦
団
体
」
が
ひ
し
め
き
合
い
、

そ
の
た
め
に
入

日
本
人
が
登
場
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
の
フ
ィ
ル
ハ

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

そ
れ
で
も
第

一
次
予
選
の
舞
台
に
は
二
十
名
以
上
の

は
何
百
人
と
い
う
日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
の
参
加
申
し
込
み
に
対
し
て
、

人
数
制
限

か
え
り
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
八

0
年
代
と
も
な
る
と
、
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル

ッ
ク
旅
行
が
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
い
た
り
し
て
、

ワ
ル

シ
ャ
ワ
の
街
は
日
本
人
で
あ
ふ
れ

そ
れ
が
わ
ず
か
五
年
後
、

次
の
七

0
年
に
は
、

外
貨
が
自
由
化
さ
れ
た
た
め
海
外
パ

名
も
い
た
で
し
ょ
う
か
。

当
時
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人
も
少
な
く
、

大
使
館
員
も
含
め
て

-+
 

け
に
行

っ
た
と
き
に
は
、

日
本
か
ら
の
参
加
者
は
私
も
含
め
て
た
っ
た
の

一人
で
し
た
。

領
が
暗
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
で
す
。

そ
し
て
、

む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
、

私
が
六
五
年
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
を
受

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

同
じ
時
間
と
労
力
と
お
金
を
か
け
る
な
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な

ど
に
行
っ
て
、
医
者
か
弁
護
士
に
な
る
方
が
効
率
が
い
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

同
様
に
戦
後
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
目
覚
ま
し
い
経
済
復
典
を
遂
げ
た
西
独
を
も
含

い
ち
早
く
七

0
年
代
か
ら
「
感
受
性
豊
か
で
知
的
に
優
れ

た
若
者
（
特
に
男
子
）
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
ヘ
の
道
は
選
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

幼
少
か
ら
す
べ
て
を
犠
牲
に
し
て
練
習
に
励
む
よ
う

な
生
き
方
は
、
「
費
用
対
効
果
」
か
ら
言

っ
て
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
だ
、
と
い
う
わ
け

で
す
。

も
っ
と
確
実
な
人
生
設
計
を
し
、
ピ
ア
ノ
な
ど
は
趣
味
の
域
に
と
ど
め
る
。
そ

し
て
、
も
っ
と
楽
し
く
安
全
に
こ
の
「
豊
か
な
社
会
」
を
楽
し
も
う
。

そ
し
て
最
初
に
言

っ
た
よ
う
に
、

「
豊
か
な
社
会
」
を
迎
え
た
欧
米
諸
国
の
人
々
は

い
ち
早
く
観
客
席
で
鑑
賞
す
る
側
に
回
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
現
象
が
明
確
に
な
っ
た

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
欧
米
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
界
の
変
化
の
な
か
で
、
際
立
っ

て

き
た
の
が
、
日
本
人
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
人
音
楽
家
の
台
頭
で
し
た
。

私
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
に
留
学
し
た
の
は

九
六
三
年
、
ま

だ

一
ド
ル
が
三
百
六
十
円
も
し
た
時
代
で
し
た
。

同
じ
年
の
秋
、
あ
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統

の
中
流
以
上
の
、
こ
と
に
ザ

ぃ
男
の
子
は
、
早
く
か
ら
ピ
ア
ニ
ス
ト
な
ど
に
は
な
ら
な

第 5回東洋人の台頭
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ュ
タ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
数
学
者
と
心
理
学
者
に
依
頼
し
て
、

「
最
も
公
平
な

げ
ら
れ
、

ま
た
論
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ル
ト
ゥ

ー
ル
・
ル
ビ
ン
シ

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
が
取
り
上

し
ま
し
ょ
う
。

い
っ
た
も
の
は
、

具
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
問
題
を
こ
こ
で
お
話
し

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
際
の
運
営
は
ど
う
行
わ
れ
る
の
か
。
そ
の
採
点
方
法
、
審
査
基
準
と

ル
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
、

そ
も
そ
も
か
ら
し
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な

与
え
、

無
名
の
才
能
を
広
く

一
般
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
場
と
し
て
の
コ
ン
ク
ー

か
ら
こ
そ
、

価
値
が
複
雑
で
多
元
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

若
い
可
能
性
に
チ
ャ
ン
ス
を

そ
も
決
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、

と
い
う
問
い
か
け
を
し
ま
し
た
。
で
も
逆
に
そ
れ
だ

と
い
っ
た
領
域
で
も
同
じ
だ
が
、

そ
の
価
値
を
ど
う
決
め
る
の
か
、

そ
の
優
劣
は
そ
も

違
っ
て
、
芸
術
の
価
値
は
複
雑
で
多
元
的
で
あ
る
、
音
楽
だ
け
で
な
く
、

文
学
や
美
術

こ
の
講
座
の
冒
頭
で
、

結
果
が
記
録
と
し
て
明
確
に
示
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
と
は

審
査
に
「
決
定
的
な
方
法
」

は
な
い

コ
ン
ク
ー
ル
の
舞
台
裏

5
月
12
日
放
送
／
5
月
19
日
・

6
月
7
日
再
放
送

人
と
三
位、

つ
ま
り
上
位
三
位
を
独

公
用
語
は
英
語
で
は
な
く
て
韓
国
語
で
す
」

私
の
母
校
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
で
も
白
人
系
ア
メ
リ
カ
人
が
激
減
し
て
し
ま
い
、
七

0
年

て
中
国
人
の
生
徒
た
ち
が
増
え
、
あ
る
と
き
ジ
ュ

代
は
日
本
人
、
次
い
で
韓
国
人
そ
し

リ
ア
ー
ド
の
校
長
が
「
こ
の
学
校
の
第

と
冗
談
を
言
う
ほ
ど
で
し
た
。

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
先
程
の

九
九
三
年
の
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ

ー
ン

・
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
い
て
も
、
全
米
の
何
百
人
と
い
っ
た
候
補
者
た
ち
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
五

人
の
ア
メ
リ
カ
代
表
は
、
実
は
日
系
三
世
、
中
国
系
二
世
、
翰
国
系
二
世
二
人
、
そ
れ

に
、
半
年
前
に
モ
ス
ク
ワ
か
ら
移
住
し
て
き
て
英
語
も
ま
だ
よ
く
話
せ
な
い
ロ
シ
ア
系

ア
メ
リ
カ
人
、
と
い
う
内
訳
だ
っ
た
の
で
す
。

占
し
ま
し
た
。

ち
六
人
ま
で
が
日
本
人
で
、

位
な
し
の

二
位

81 

80 



第
十

二
回
シ
ョ
パ

ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
席
。

講
師
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
み
え
る

（写
真
c
木
之

下
晃
）

ル
ー
ル
で
は
、

極
端
に
意
図
さ
れ
た
採
点
を
避
け
る
た
め
、
採
点
中
の

一
番
高
い
得

83 

う
る
の
で
す
。

る
と
、
誰

ト
ー
タ
ル
で

B
を
遥
か
に
引
き
離
し
て
上
位
に
喰
い
込
ん
で
き
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

人
特
別
に
素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
は
思

っ
て
も
い
な
か

っ
た

A
が、

か
ら
二
十
点
の
間
を
バ
ラ
バ
ラ
、

と
い

っ
た
感
じ
で
も
ら
う
。
す
る
と
、
う

っ
か
り
す

一
方

B
は、

二
、
三
人
か
ら
ご
十
五
点
満
点
を
も
ら
う
け
れ
ど
、

は
五
点
と
か
六
点
し
か
も
ら
え
ず
、
七
、
八
人
か
ら
十
七
点
を
も
ら
い、

あ
と
は
十
点

優
勝
あ
る
い
は
入
賞
に
値
す
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
才
能
と
は
、
誰

ん
。

、
四
人
か
ら

人
思

っ
て
い
ま
せ

い
る
…
…
。
と
い
う
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
み
て
下
さ
い
。

員
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
十
八
点
や
十
九
点
を
得
ま
す
。
た
だ
し
審
査
す
る
側
は
、

A
が

A
は
二
十
五
名
の
審
査

の
端
々
に
時
折
素
晴
ら
し
い
冴
え
を
み
せ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
批
判
す
る
人
も

て
あ
る
う
え
、

あ
ま
り
そ
の
演
奏
に
失
点
が
な
い
。
他
方
、

B
は
個
性
が
強
く
、
演
奏

る
と
し
ま
す
。
A
は
オ
能
の
ひ
ら
め
き
に
は
乏
し
い
が
、

い
か
に
も
丁
寧
に
準
備
が
し

え
ば
審
査
員
が

十
五
名
い
る

コ
ン
ク
ー
ル
で
、

A
と

B
と
い
う

一人
の
参
加
者
が
い

の
思
い
も
よ
ら
な
か

っ
た
方
向
に
結
果
が
流
れ
て
い
く
こ
と
と
つ
な
が
り
ま
す
。
た
と

更
に
こ
の
方
法
は
、
審
査
員
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
採
点
す
る
当
事
者
た
ち

れ
ば
な
る
ほ
ど
違
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、

人
に
よ

っ
て

「
非
常
に
良
い
」

ヽ

と
カ

「
悪
い
」

と
か
の
基
準
が
、

細
か
く
な

や
か
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

同
時
に
そ
れ
が
故
の
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

）の

一
見
非
常
に
綿
密
で
厳
格
な
採
点
法
は
、

個
々
の
審
査
員
の
意
見
を
多
様
に
細

ラ
イ
ン
と
す
る
。

点
は

「
大
変
良
い
」
と
い
う
分
け
方
で
す
。
そ
し
て
十
八
点
を

一
応
当
落
の
ボ
ー
ダ
ー

五
点
は

「
普
通
」
、

十
六
点
か
ら
二
十
点
は

「
良
い
」
、

そ
し
て

二
十

一
点
か
ら

一十
五

点
か
ら
五
点
ま
で
は

「
非
常
に
悪
い
」
、
六
点
か
ら
十
点
は

「
悪
い
」
、

十

一
点
か
ら
十

階
に
分
か
れ
、

そ
の
目
安
と
い
う
の
が

応
規
則
書
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
即
ち

モ
ス
ク
ワ
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
と
ら
れ
て
き
た
採
点
方
法
は
、

具
体
的
に
ま
ず
、

十
五
点
満
点
で
五
段

一十
世
紀
の
代
表
的
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
前
に
詳
し
く
お
話
し

t

専
門
家
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
に
行
わ

採
点
法
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
も
ら
い
ま
し
こ
。

れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
採
点
方
法
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
駆
使
し
て

分
析
し
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
「
そ
こ
に
審
査
す
る
人
の
心
が
加
わ
る
限
り
」
「
決
定

的
な
方
法
は
な
い
」
と
い
う
あ
ま
り
に
も
平
凡
な
結
論
に
達
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
話

i

コ
ン
ク
ー
ル
関
係
者
の
間
で
時
々
ジ
ョ
ー
ク
み
た
い
に
思
い
出
さ
れ
る
も
の
で
す

ま、

し
か
し
現
実
に
コ
ン
ク
ー
ル
は
行
わ
れ
て
い
く
…
…
。

‘、、、ヵし
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
）
・
コ
ン
ク
ー
ル
と
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
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第
九
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

風
娯

(-
九
九

0
年、

写
真
提
供
／
中
村
紘
子
）

審
査
員
の
経
歴
は
、

大
別
す
る
と
教
授
と
し
て
の
活
動
の
長
い
人
と
、

も
重
要
で
す
。

審
査
員
の
構
成
に
お
い
て
は
、

と
に
な
り
ま
す
。

ン
料
を
払
う
と
い
っ
た
、

ま
る
で

国
籍
だ
け
で
な
く
、

「
贈
収
賄
」

コ
ン
サ
ー

そ
の
経
歴
や
年
齢
の
バ
ラ
ン
ス

み
た
い
な
話
さ
え
出
て
き
て
し
ま
う
こ

入
り
す
る
。
と
き
に
は
複
数
の
審
査
員
に
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
も
ら
い
、

莫
大
な
レ

ッ
ス

ら
い
を
つ
け
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
、

事
前
に
そ
の
コ
ン
ク
ー
ル

の
有
力
な
審
査
員
に
弟
子

こ
と
が
、

よ
く
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
或
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
ね

け
た
り
、

コ
ン
ク
ー
ル
期
間
中
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
レ

ッ
ス
ン
を
し
た
り
と
い
う

ま
す
が
、
逆
に
言
え
ば
そ
れ
ま
で
の
東
側
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

弟
子
に
高
得
点
を
つ

し
た
り
、

レ
ッ
ス
ン
を
し
な
い
こ
と
…
…
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
見
え

弟
子
に
は
投
票
し
な
い
こ
と
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
行
わ
れ
て
い
る
間
に
、

参
加
者
と
接
触

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

い
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
特
に
、

こ
れ
ま
で
の
東
側
の
コ
ン
ク
ー
ル

ヘ
の
反
動
と
反
省
が

ー
ル
や
方
法
な
ど
に
従
っ
て
、

し
た
コ
ン
ク
ー
ル
の
多
く
は
、

さ
て
、

「
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
世
界
連
盟
」
が
規
定
し
た
ル

過
敏
な
ま
で
に
「
公
正
を
期
す
」
こ
と
に
気
を
配
っ
て

番
低
い
得
点
を

手
に
と
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
と
え
ば
或
る
審
査
員
が
、
或
る
特
定
の
参
加
者
を
ぜ

人
ず
つ
外
し
て
平
均
点
を
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
逆

ひ
上
位
入
賞
さ
せ
た
い
と
企
ん
で
い
る
場
合
、

二
十
五
点
満
点
を
素
直
に
つ
け
て
し
ま

う
よ
り
も
む
し
ろ
、
多
く
の
人
が
つ
け
そ
う
な
、
た
と
え
ば
二
十
三
点
あ
た
り
を
入
れ

て
お
い
た
方
が
結
果
が
よ
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
常
識
に
な
り
ま
す
。

審
査
員
の
人
数
と
そ
の
構
成
も
重
要
で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
審
査
員
が
多
数
決

で
決
め
れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
「
民
王
主
義
」
が
か
え
っ
て
裏
目
に
出
る
場
合
が
あ

る
の
で
す
。

平
凡
だ
が
誰
に
も
悪
印
象
を
与
え
な
い
、
と
い
う
「
良
い
子
ち
ゃ
ん
タ
イ

プ
」
が
、

ト
ー
タ
ル
で
有
利
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
あ
た
り
が
、

「
コ
ン
ク
ー
ル
向
き
」
と
か
い
う
批
判
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
。

よ
く
い
わ
れ
る

ま
た
審
査
員
の
構
成
で
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
代
表
さ
れ
た
社

会
主
義
圏
の

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ
の
成
立
の
い
き
さ
つ
か
ら
、
審
資
員
の
三
分
の

一
が

主
催
国
、

三
分
の

一
が
東
欧
各
国
と
い
う
配
分
で
、
双
方
合
わ
せ
る
と
審
査
員
の
三
分

の
二
は
東
側
で
し
た
。

社
会
主
義
圏
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
ど
こ
か
暗
く
不
透
明
な
感
じ

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
原
因
の

一
っ
は
こ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

審
査
員
の
構
成

い
わ
ゆ
る
西
側
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
特
に

一
九
八

0
年
代
以
降
に
新
た
に
誕
生

た
と
え
ば
、
開
催
国
の
審
査
員
は
三
名
以
上
と
な
ら
な
い
こ
と
。
審
査
員
は
自
分
の

点
と

85 第6回 コンクールの舞台裏
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ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ル
ピ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー

ル
の
期
間
中
、
故
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
の
ネ
ラ

さ
ん
を
囲
む
各
国
の
審
査
員
た
ち
（
写
真
提
供
／
中

村
紘
子
）

誰 ト
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
人
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

二

つ
の
タ
イ
プ
に
は
微
妙
な
差
が
あ
り
ま
す
。
教
授
タ
イ
プ
は
失
点
の
少
な
い
ソ
ツ
の
な

い
演
奏
を
評
価
し
、
演
奏
家
は
個
性
的
な
演
奏
に
寛
容
に
な
る
、
と
い
う
傾
向
が
出
て

き
た
り
す
る
の
で
す
。

年
齢
構
成
で
は
、
若
い
審
査
員
、
と
い
っ
て
も
こ
の
場
合
は
三
十
代
か
ら
四
十
代
ぐ

ら
い
を
い
う
わ
け
で
す
が
、
特
に
現
役
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
多
く
混
じ
っ

て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
は
気
を
つ
け
た
方
が
い
い
、
と
学
生
た
ち
の
間
で
は
よ
く
い
わ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
「
受
験
生
」

と
審
査
員
と
の
間
の
年
齢
差
が
あ
ま
り
な
い
と
、

若
い
審
査
員
は
相
手
を
つ
い
ラ
イ
バ
ル
視
し
て
し
ま

っ
て、

警
戒
し
て
採
点
を
辛
く
す

る
こ
と
が
あ
る
。

バ
イ
オ
リ
ン
、

一
九
九
四
年
の
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
ピ
ア
ノ
、

チ
ェ
ロ
の

三
部
門
で
い
ず
れ
も

一
位
が
出
ず
、
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

ソ
連
崩
壊
後
低
迷
気
味
だ
っ
た

コ
ン
ク
ー
ル
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
す
る
た
め
、

チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー

・
コ
ン
ク
ー
ル
の
過
去
の
入
賞
者
中
心
の
審
査
員
構
成
と
し
、
世
代
交
代
を

は
か

っ
た
こ
と
の
影
響
だ
と
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
か
、
事
実
、
次
回
の

一
九
九

先
に

一
九

一
0
年
、
第
五
回
の
ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

ア
ル
ト
ゥ

ー
ル
・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
不
愉
快
な
ユ
ダ
ヤ
人
差
別
を
受
け
た
こ
と
を

お
話
し
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
こ
の
種
の
人
種
差
別
は
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

急
速
な
ア
ジ
ア
の
台
頭
と
い
う
背
景
の
も
と
に
、
東
洋
人
に
対
す
る
差
別
意
識
あ
る
い

は
偏
見
が
、
時
に
あ
ら
わ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
国
で
初
め
て
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
が
北
京
で
行
わ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
す

(
-
九

九
四
年
）
。
第

一
回
と
い
う
こ
と
で
、
前
宣
伝
も
充
分
で
は
な
く
、

参
加
者
は
ほ
ん
の
数
名
だ

っ
た
の
で
す
が
、
審
査
員
の
な
か
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の

き
下
手
な
）

（と
い
う
よ
り
明
ら
か
に
や

っ
と
辿
り
着
い
た
、
と
で
も
い
う
べ

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
女
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
、

い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
猛
然
と
抗
議
し
は
じ
め
た
の
で
し
た
。
そ
の
発
言
の
裏
に
は
、

明
ら
か
に
東
洋
人
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
よ
り
も

一
段
低
く
見
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ

え
な
け
れ
ば
、
自
分
は
今
こ
の
席
を
立
っ
て
帰
国
し
て
し
ま
う
」
と
い
き
り
立
っ
た
の

で
す
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
彼
の
意
見
は
他
の
審
査
員
全
員
か
ら
丁
重
に
無
視
さ
れ
、

人
、
ま
あ
ま
あ
、
と
な
だ
め
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
ハ
ン
ガ
リ

ー
人
は
本
選
の
六
名
に
も
れ
、
そ
し
て
そ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
審
査
員
は
タ
ン
カ
を
切

っ
た
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま

っ
た
か
の
ご
と
く
、
そ
の
ま
ま
審
査
に
留
ま

っ
た
も
の
で

彼
は
、

「自
分
の
発
言
を
認
め
て
、

こ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
を
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
加

ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
六
名
に
入

っ
て

ナ
ル
に
ま
で
達
し
た

或
る
高
名
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

人
参
加
者
の
な
か
で
唯

一
人
セ
ミ
フ

ァ
イ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

八
年
で
は
、
従
来
ど
お
り
「
老
大
家
」
を
戻
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
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マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
ポ
リ
ー
ニ

(
-
九
四

ニ

ー

）

イ
タ
リ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
十
八
歳
で
第
六
回
シ
ョ

パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
俊
勝
。
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
と
と

も
に
現
代
最
高
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

一
人
と
目
さ
れ
て

い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
、
シ
ョ
パ
ン
な
ど
古
典
派
・

ロ
マ

ン
派
の
音
楽
の
ほ
か
、
プ
ー
レ
ー
ズ
や
シ
ュ

ト

ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
な
ど
現
代
音
楽
の
演
奏
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る

（
写
真
c
木
之
下
晃
）

マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

(-
九
四

―
|
）

ア

ル
ゼ

ン
チ
ン
出
身
の
女
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
一

九
五
七

年
に
プ
ゾ
ー
ニ
、

ジ
ュ
ネ
ー
プ
両
コ
ン
ク
ー
ル
に
優

勝
、
さ
ら
に
六
五
年
に
は
第
七
回
シ
ョ
パ
ン

・
コ
ン

ク
ー
ル
に
優
勝
。
完
璧
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
鋭
い
感
性

を
併
せ
持
つ
、
現
代
最
高
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

一
人

（
写
真
c
木
之
下
晃
）

こ
。

t
 

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
と
い
っ
て
も
、

み
な
旧
東
欧
圏
そ

書
類
選
考
等
で
約
五
十
名
に
絞
ら
れ
た
参
加
者
は
、

二
名
を
除
い
て
あ
と
は
全
部
女

感
慨
を
深
め
た
も
の
で
し
た
。

と
興
味
深
く
聴
い
た
の
で
す
が
、

つ
い
昨
年
の
春
の
こ
と
で
す
が
、

私
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
が
主

、
。
カ

し
か
し
、

説
」
が
昔
は
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
、
大
曲
難
曲
を
弾
く
と

や
、
リ
ス
ト
の

東
洋
人
と
女
性
の
時
代

一
八
九

0
年
に
開
催
さ
れ
た
、
ピ
ア
ノ
史
上
初
め
て
の
本
格
的
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク

ー
ル

「
ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ

ン
シ
テ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
参
加
資
格
が
男
性
に
限

ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
ロ
シ
ア
を
含
む
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
で
は
女
性

差
別
が
そ
の
後
も
長
く
続
い
た
、
と
言
っ

た
ら
皆
さ
ん
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

た
と
え
ば
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
な
ん
と

一
九
六
三
年
ま
で
男
女
別
の
判

ッ
チ
、
男
性
部
門
で
マ
ウ
リ
ッ
ィ
オ
・
ポ
リ
ー
ニ
が
二
位、

り
し
ま
し
た
。

み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
た

こ
の
女
性
差
別
は
、

長
く
女
性
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
も
の
で
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
も
、
た
と
え
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
大
曲
「
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
」

「
ソ
ナ
タ
」
な
ど
を
弾
く
と
女
性
に
は
不
利
に
な
る
、
と
い
っ
た
「
定

「
女
だ
て
ら
に
」
と
い
っ
た
種
類
の
受
け
取
ら
れ
方
を
し
た
の
で
す
。

一
九
七

0
年
代
、
特
に
八

0
年
代
以
降
の
変
化
は
、
こ
の
東
洋
人
や
女
性

に
対
す
る
差
別
を
吹
き
と
ば
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
洋
人
や
特
に
東
洋
人
女
性
を
除
い

た
ら
今
や
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
成
り
立
た
な
い
、
と
言
っ

た
ら
オ
ー
バ
ー
で
し
ょ
う

催
す
る
「
国
際
モ

ー
ツ

ァ
ル
ト
・
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
に
参
加
し
ま
し
た
。
二
十

一、、

世
紀
最
初
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
だ
ろ
う
カ

や
は
り
こ
こ
で
も
時
代
を
反
映
し
た
状
況
が
み
え
、

性
。
う
ち
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
は
男
性
三
名
を
入
れ
て
七
名
、
要
す
る
に
、
約
五
十
名
の
参

加
者
の
う
ち
四
十
名
を
上
廻
る
参
加
者
が
、

日
本
、
韓
国
、
中
国
の
女
性
で
占
め
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
付
け
加
え
れ
ば
、

し
て
ユ
ダ
ヤ
系
で
、
開
催
地
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
の
参
加
者
は

一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し

そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
「
希
少
価
値
的
存
在
」
で
あ
る
男
性
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
の

七
名
は
早
々
に
敗
退
し
、
結
果
は

一
位
と
三
位
を
日
本
、

二
位
を
韓
国
が
獲
得
す
る
こ

定
で
し
た
。
そ
こ
で
、

一
九
五
七
年
に
は
、

女
性
部
門
で

一
位
が
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ

で
も
男
女
別
部
門
に
な
っ
て
い
た
り
し
た
の
で
す
。

二
十
世
紀
前
半
に
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
は
男
女
別
々
に
行
わ
れ
た
り
、
同
じ
コ
ン
ク
ー
ル

す
。
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第
十

1
回
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
貝
席
。

左
か
ら
ド
レ
ン
ス
キ
ー
、
チ

ェ
ル
ニ
ー
＂
ス
テ
フ

ァ

ン
ス
カ
、
講
師
、
セ
シ
ン
ス
キ

（写
真
c
木
之
下
晃
）

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

三
人
と
も
女
性
で
す
。
女
性
そ
れ
も
東
洋
人
女
性
が
、

ロ
ー
マ
に
攻
め
入
る
「
蛮
族
」

東
洋
で
唯

一

の
ご
と
く
押
し
寄
せ
て
来
た
。
ひ
ょ

っ
と
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
條
秀
で
才
能
豊
か
な
男
性
た
ち
は
、
ピ
ア
ノ
を
す
べ
て
東
洋
の
美
女
た
ち
に
任

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
な
か
で
、

べ
き
審
査
基
準
、
採
点
方
法
も
変
わ
り
ま
し
た
。
近
年
の
欧
米
の
大
き
な
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
審
査
員
の
数
も
だ
い
た
い
十
二
、
三
名
と
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

採
点
法
も

一
番
シ
ン
プ
ル
な
、
「
イ
エ
ス
」

「
ノ
ー
」
「
メ
イ
ビ
ー
」
、

「
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
世
界
連
盟
」
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
浜

松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
場
合
も
、
基
本
的
に
同
じ
シ
ン
プ
ル
な
方
法
で
す
。
採

点
は
「

0
」
「
X

」
「
△
」
と
表
記
し
、
同
点
の
場
合
は
「
△
」
の
多
い
方
に
條
先
権
を

与
え
る
方
式
を
と
る
。
た
だ
し
、
こ
の
十

ー
ル
で
は
、
最
終
審
査
で
は
記
号
で
な
く
、
さ
ら
に
シ
ン
プ
ル
に
名
前
そ
の
も
の
を
記

入
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
詳
し
く
言
う
と
、
ま
ず
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル

位
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
い
た
か
ど
う
か
、

う
。
次
い
で

一
位
は

一
人
か
二
人
を
採
決
し
、
そ
の
上
で
名
前
を
書
き
込
む
、
と
い
う

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
は
こ
れ
ま
で
、
「
公
平
公
正
で
あ
る
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
試
行
錯

誤
を
く
り
返
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
結
果
的
に
は
こ
う
し
た
シ
ン
プ
ル
な
方
法
が
わ

か
り
や
す
く
公
平
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
現
時
点
で
の
と
り
あ
え
ず
の
結

論
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も

「
そ
こ
に
審
査
す
る
人
の
心
が
加
わ
る
限
り
」
「
決
定
的
な
方
法
は
な
い
」

こ
の
「
審
査
す
る
人
の
心
」
は
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
考
え
て
も
タ
マ
ネ
ギ
の
皮

を
む
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
心
配
し
だ
し
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
見

方
を
変
え
れ
ば
、
審
査
員
は
み
な
ベ
テ
ラ
ン
の
音
楽
家
で
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

発
展
を
願

っ
て

い
る
と
い
う
共
通
点
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
は
み
な
芸
術
家

で
、
個
性
の
強
い
モ

ー
レ

ツ
な
人
が
い
る
の
は
当
た
り
前
で
す
け
れ
ど
、
そ
こ
に
は
お

の
ず
か
ら
音
楽
と
コ
ン
ク
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
、
そ

ほ
か
に
も
参
加
者
に
影
評
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
主
催
地
の
「
お
国
柄
」
や
聴
衆

の
反
応
、
そ
の
と
き
の
「
ラ
イ
バ
ル
」

い
る
の
で
す
。

の
レ
ベ
ル
、
そ
う
い
っ
た
す
べ
て
を
含
む

「
運

れ
こ
そ
が
こ
の
「
決
定
的
な
方
法
は
な
い
」

コ
ン
ク
ー
ル
を
続
け
さ
せ
る
力
と
な

っ
て

手
順
で
す
。

で
は

行
う
方
法
が

一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

シ
ン
プ
ル
な
方
法
が
一
番

せ
る
気
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
基
本
と
も
い
う

の
三
種
で
判
定
を

月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
五
回
コ
ン
ク

の
討
議
を
行

の
で
す
か
ら
。
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ア
レ
ク
セ
イ
・
ス
ル
タ
ノ
フ

(-
九
六
九
ー
）

ロ
シ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
モス
ク
ワ
音
楽
院
卒
。
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
な
ど
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
や
リ
ス
ト
な
ど
、
総
じ
て

大
音
批
と
超
絶
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
る
音

楽
を
得
意
と
す
る

（写
真
c
木
之
下
晃
）

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
と
き
の
演
奏
は
、

ス
ル
タ
ノ
フ
ら
し
か
ら
ぬ
、
ま
る
で
虎

L

L

 

-
1
ナ

ヘ
ラ
ル
ド

優
勝
後
行
っ
た
ロ
ン
ド
ン
公
演
は
大
失
敗
だ

っ
た
が
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
大
成
功
、

待
ち
構
え
て
い
た
フ
シ
も
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

は、

「審
査
員
の
心
」
に
し
ろ
「
運
不
運
」
に
し
ろ
、
後
に
な
れ
ば
笑
い
話
で
済
ん
で

し
ま
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
し
か
し
本
当
に
稀
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、

実

力
は
あ
る
の
に
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
不
幸
な
方
向
へ
と
重
な

っ
た
例
と
し
て
、

一
九
八
九
年
の
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
こ
の
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
前
回
詳
し
く
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
テ
キ
サ
ス
州
の
巨
大
な
財
力
を
バ
ッ
ク
に
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ

ン
ク
ー

ル
に
負
け
な
い
世
界

一
の
大
コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指
し
、

最
高
額
の

一
万
ド
ル
、
そ
し
て
副
賞
と
し
て
欧
米
各
地
で
の
五
百

（！
）
と
も
い
わ
れ

る
超

一
流
の
演
奏
契
約
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
目
玉
の

一
っ
が
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

と
こ
ろ
が
、
過
去
十

一
名
の
優
勝
者
の
う
ち
誰

一
人
と
し
て
、
こ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
デ

ビ
ュ
ー
を
成
功
さ
せ
た
者
は
い
な
い
。
若
く
未
経
験
な
優
勝
者
た
ち
が
、
そ
の
与
え
ら

れ
た
膨
大
な
量
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
こ
な
し
て
い
く
う
ち
に
消
耗
し
切
っ
て
し
ま
う
た
め

と
も
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
他
に
も
、
「
テ
キ
サ
ス
の
成
金
」
ど
も
が
札
束
は
た
い
て
カ

ー
ネ
ギ
ー
を
買
っ
た
、
と
い
う
東
部
イ
ン
テ
リ
層
の
反
感
が
あ
っ
た
た
め
と
も
聞
き
ま

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
な
ど
も
初
め
か
ら
批
判
的
で
、
テ
キ
サ
ス
人
が
選

ん
で
き
た
若
者
を
隙
あ
ら
ば
切
り
刻
ん
で
や
ろ
う
と
、
気
の
毒
な
若
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

ス
ル
タ
ノ
フ
は
二
十
歳
、
超
人
的
パ
ワ
ー
と
技
巧
の
持
ち
主
で
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん

成
熟
度
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
評
価
は
極
端
に
分
か
れ
、

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
は
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
は
絶
賛
さ
れ
、

エ
ク
ザ
ミ
ナ
ー
紙
で
は
「
低
劣
で
最
悪
」
と
酷
評
さ
れ
る
、
と
い
う
具
合
で
し
た
。
そ

し
て
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
で
弾
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
結
論
か
ら
い
え
ば
散
々
の
批
評
で
、

私
の
友
人
に
い
わ
せ
れ
ば
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
は
再
起
不
能
な
ま
で
に
叩
き
潰
さ
れ
た
」

と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
若
い
ス
ル
タ
ノ
フ
は
、
キ
ャ
リ
ア
を
も
う

一
度
立
ち
上
げ
る
べ
く
、

五
年
の
シ
ョ
パ
ン

・
コ

ン
ク
ー
ル
に
や

っ
て
き
ま
す
。
パ
ワ
ー
と
超
絶
技
巧
だ
け
で
は

演
奏
で
き
な
い
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
で
、
自
分
の
知
ら
れ
ざ
る
才
能
を
証
明
し
よ
う
と
思

が
仔
猫
の
皮
を
か
ぶ
っ
て
お
す
ま
し
し
て
い
る
よ
う
な
演
奏
で
し
た
が
、
時
折
そ
の
虎

す
。

の
デ
ビ
ュ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
で
し
た
。

一
位
に
は
当
時
と
し
て
は
世
界

彼
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
運
||

ア
レ
ク
セ
イ
・
ス
ル
タ
ノ
フ

フ
を
思
い
出
し
ま
す
。

年
の
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者
、

ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
ス
ル
タ
ノ

一
九
八
九

不
運
」
と
で
も
い

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
を
め
ぐ
る
私
の
体
験
で
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す
。

が
ヽ

い
ず
れ
に
せ
よ
彼
は
、

命
こ
そ
取
り
留
め
た
も
の
の
、

全
身
麻
痺
に
な

っ
て
し

そ
の
あ
と
も
、
若
い
ス
ル
タ
ノ
フ
に
は
悲
劇
が
続
き
ま
す
。
力
尽
き
て
戻
っ
て
き
た

ス
ル
タ
ノ
フ
を
、
テ
キ
サ
ス
州
フ

ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
の
人
々
は
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。
彼

は
そ
こ
で
生
活
を
始
め
る
の
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
脳
溢
血
に
襲
わ
れ
ま
す
。
ー飲

酒
の

せ
い
、
あ
る
い
は
ド
ラ

ッ
グ

の
せ
い
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
三
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
さ
で
彼
は
再
起
不
能
と
な
り
、
現
在
は
フ

ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
の
人
々
の
善
意
に
頼
り
な
が
ら
療
養
生
活
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

い
た
ス
ル
タ
ノ
フ
の
姿
が
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

を
み
せ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
ア
グ
レ
シ
ヴ
」
と
い
う
表
現
は
、

欠
席
し
た
ほ
ど
で
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
で
し
ば
し
ば
使
わ
れ

ス
ト
と
し
て
の
彼
の
能
力
は
、
他
の
追
従
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
圧
倒
的
で
魅
力
的
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
結
果
は

一
位
な
し
の

二
位
。
「シ

ョ
パ
ン
的
で
は
な
い
」
と
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
の
審
査
委
員
長
が
厳
し
く
否
定
し
た
の
を
、
私
は
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
こ
の

「シ

ョ
パ
ン
的
で
な
い
」
と
い
う
批
判
は
、

が
、
ド
イ
ツ
人
が

「ベ

ー
ト
ー

ベ
ン
的
で
な
い
」
と
言
い、

レ
じ

ゃ
な
い
」
な
ど
と
言
う
の
と
同
様
、

言
い
出
し
た
ら
収
拾
が
つ
か
な
い
。

位
な
し
の

二
位
、
と
い
う
結
果
に
ス
ル
タ
ノ
フ
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け、

表
彰
式
も

そ
し
て
三
年
後
の

一
九
九
八
年
、
あ
ろ
う
こ
と
か
彼
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン

ク
ー
ル
に
再
度
挑
戦
に
現
わ
れ
た
の
で
す
。

彼
は
十
七
歳
の
頃
、

ま
す
。

一
部
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
よ
く
使
い
ま
す

フ
ラ
ン
ス
人
が

「
フ
ォ

ー

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
そ
の
と
き
も
審
査
員
で
し
た
が
、
若
く
野
心
に
満
ち
た
彼
の
演
奏
に
対
し
、

ソ
連
の
審
査
員
た
ち
か
ら
な
に
か
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
強
い
拒
絶
反
応
が
返

っ
て
き
た

こ
と
が
、
印
象
的
で
し
た
。
或
る
教
授
は

「彼
は
ア
グ
レ
シ
ヴ
で
好
ま
し
く
な
い
」
と

渋
い
顔
を
私
に
向
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
演
奏
そ
の
も
の
に
つ
い
て
な
の
か
、
個
人
的
な

人
格
の
問
題
で
あ
っ
た
の
か
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
そ
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
た
私
は
、
も
し
事
前
に
彼
が
再
度
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
に
再
挑
戦
す
る
と
知

っ
て
い
た
な
ら
、
止
め
て
い
た
で
し
ょ
う
。
「
あ
な
た
が
傷
つ

く
だ
け
だ
か
ら
お
や
め
な
さ
い
」
と
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
審
査
員
は
、
「
攻
撃
的
」
な
演
奏
に
対
し
て
過
剰
な
ほ
ど
拒
否

ス
ル
タ
ノ
フ
は
無
残
に
も
第
二
次
予
選
で
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
の
あ
と
、

モ
ス

ク
ワ
音
楽
院
大
ホ
ー
ル

の
暗
い

ロ
ビ
ー
で
、

父
親
の
腕
の
な
か
に
顔
を
埋
め
て
泣
い
て

の
た
く
ま
し
い
尻
尾
が
見
え
隠
れ
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
ピ
ア
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ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
は
、
ま
る
で
そ
れ
自
体
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
ひ
と
り
で

音
楽
の
す
べ
て
を
表
現
す
る
素
晴
ら
し
い
楽
器
な
の
で
、
そ
の
誕
生
以
来
す
べ
て
の
作

曲
家
を
魅
了
し
、
そ
の
創
作
意
欲
を
刺
激
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ピ
ア
ノ

ほ
ど
多
く
の
名
曲
に
恵
ま
れ
た
楽
器
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

一
生
か

か

っ
て
も
弾
き
切
れ
な
い
ほ
ど
の
、
圧
倒
的
な
名
曲
の
数
々
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
魅
力
は
、
ま
ず
そ
う
い
っ
た
、
ピ
ア
ノ
の
た
め
に
古
今
の
天

オ
作
曲
家
た
ち
が
全
霊
を
こ
め
て
作
曲
し
た
作
品
、
そ
し
て
そ
の
な
か
で
も
最
も
見
事

な
名
曲
大
曲
難
曲
の
数
々
を
ラ
イ
ブ
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
し
か
も

一
級
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
そ
の
名
曲
大
曲
難
曲
を
、
世
界
中
か
ら

集
ま
っ
た
「
腕
に
覚
え
の
あ
る
」
若
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
個
性
を
発
揮
し
て
真

剣
に
弾
く
。
そ
れ
を

一
気
に
ま
と
め
て
聴
け
る
、
な
ど
と
い
う
機
会
は
コ
ン
ク
ー
ル
以

外
に
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
若
さ
に
溢
れ
た
し
な
や
か
な
演
奏

に
は
、
既
成
の
大
家
た
ち
に
は
な
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
動
と
気
迫
が
源
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
の
何
人
か
は
、
今
は
無
名
で
も
、
何
十
年
後
か
に
は
世
界
的
な
大
家
に
成
熟

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
成
長
を
見
守
り
続
け
る
の
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
聴
く
楽
し

み
の

一
っ
な
の
で
す
。

ま
た
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
同

一
の
条
件
下
で
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

第
一
次
予
選
か
ら
本
選
ま
で
何
段
階
か
あ
っ
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
曲
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
各
段
階
で
の
同
じ
課
題
曲
を
、
同

一
の
条
件
で
、
つ
ま
り
同
じ
ホ
ー
ル
、

同
じ
舞
台
、
同
じ
聴
衆
の
前
で
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
個
性
を
競
っ
て
演
奏
す
る
。

皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
に
行

っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
感
動
を
抱
か
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
も
実
は
、
そ
う
い
っ
た
あ
な
た
の

感
動
は
大
変
複
雑
な
も
の
で
す
。
あ
な
た
の
感
動
は
、
演
奏
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

そ
の
と
き
の
ホ
ー
ル
の
響
き
、
聴
衆
の
雰
囲
気
と
い
っ
た
も
の
、
そ
し
て
何
よ
り
も
そ

の
と
き
の
あ
な
た
自
身
の
「
こ
こ
ろ
」
の
状
況
と
複
雑
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
し
た

ル
そ
れ
も
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を
聴
い
て
い
た
だ
く
の
が
、

な
に
よ
り
も
の
早
道
で
す
。

い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、

コ
ン
ク
ー

く
こ
と
、

す
で
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
の
方
に
は
そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
深
く
知
っ
て

こ
ゞ
ヽ

f
ヵ

こ
の
講
座
の
目
的
は
、

皆
さ
ん
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

こ
れ
ま
で
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
語

っ
て
き
ま
し

コ
ン
ク
ー
ル
の
面
白
さ

コ
ン
ク
ー
ル
に
行
っ
て
み
よ
う

5
月
19
日
放
送
／
5
月
26
日
・

6
月
14
日
再
放
送
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浜
松
市
中
心
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
は
、
コ
ン

ク
ー
ル

の
開
催
を
告
知
す
る
ペ
ナ
ン
ト
が
飾
ら
れ、

国
際
的

な
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
る
（
第
四
回
浜
松
国
際
ピ

ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
開
催
時
、

写
真
／
ア
ク
ト
シ
テ
ィ

浜
松
運
営
財
団
）

が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
会
で
得
た
あ
な
た
の
感
動
を
、
単
純
に
音
楽
的
に
比
較
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
極
端
に
い
え
ば
、
ど
ん
な
に
み
す
ぽ
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
ど
ん
な
に

つ
ま
ら
な
い
演
奏
で
あ

っ
て
も
、
あ
な
た
に
か
け
が
え
の
な
い
感
動
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
り
得
る
…
…
。
「
折
に
ふ
れ
な
ば
何
事
か
こ
こ
ろ
動
か
さ
ざ
ら
ん
」
と
い
う
素
敵

な
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
サ
ル
ト
ル
の
「
嘔
吐
」
と
い
う
小
説
の
主
人
公
ロ
カ
ン
タ
ン

の
体
験
も
同
じ
で
す
。

き
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
が
あ
な
た
の
心
に
も
た
ら
す
感
動
を
聴

き
比
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
の

「好
き
嫌
い
」
を
含
む
、
あ
な
た
自
身
の
求
め

る
音
楽
的
感
動
を
確
か
め
発
見
す
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。
本
当
に
こ
ん
な
チ
ャ
ン

そ
れ
か
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
い
る
方
の
な
か
で
「
腕
に
覚
え
の
あ
る
」
皆

従
っ
て
独
奏
曲
を
リ
サ
イ
タ
ル

ニ
夜
分
ほ
ど
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
協
奏
曲
を

―
つ
な
い
し
は
二
つ
弾
き
込
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

成
功
不
成
功
に
関
係
な
く
、
若
い
と
き
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
試
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

後
の

一
生
を
通
じ
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
る
作
品
の
数
々
を
貯
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
大
コ
ン
ク
ー
ル
を
い
く
つ
か
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
た
た
か
に
鍛
え

抜
か
れ
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
身
に
つ
く
の
で
す
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
出
会
い
も
あ
る
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
あ
る
い
は
入
賞
し
な
く

浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

一
般
論
ば
か
り
で
は
も
ど
か
し
い
の
で
、
こ
こ
で
、
現
在
日
本
を
代
表
す
る
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
あ
る
「
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
具
体
例
と
し
て
お
話
し
し
、

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
「
ピ
ア
ノ
の
町
」
浜
松
市
が

一
九
九

年
に
創
設
し
た
も
の
で
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
の

あ
る

「
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
世
界
連
盟
」
に
ア
ジ
ア
で
た
だ

―
つ
加
入
を
認
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
世
界
連
盟
と
い
う

の
は
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
を
で
き
る
だ
け
公
正
公
平
に
執
り
行
い
、
ま
た
国
際
コ
ン
ク

て
は
、
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皆
さ
ん
を
お
誘
い
し
ま
し
ょ
う
。

て
も
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
が
有
り
得
ま
す
。

ず
課
題
曲
が
あ
り
ま
す
。

つ
の
大
き
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
に
は
、
課
題
曲
に

さ
ん
に
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
ヘ
の
挑
戦
を
是
非
お
す
す
め
し
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
必

ー
ル
同
士
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
交
換
し
あ
う
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

メ
ン
バ

ー
に
な
る
た
め
の
資
格
審
査
が
ま
こ
と
に
厳
し
く
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
と
し

ア
ジ
ア
で
は

「浜
松
」
だ
け
が
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ス
は
滅
多
に
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
あ
な
た
は
同

一
の
条
件
の
も
と
で
演
奏
を
純
粋
に
聴
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韓
国
出
身
の
イ
ム
・
ド
ン
ヘ

。
現
在
は

「
イ
ム
・
ド

ン
ヒ
ョ
ク
」
の
名
で
活
動
し
て
い
る

（第
四
回
浜
松

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
写
真
／
ア
ク
ト
シ

テ
ィ
浜
松
運
営
財
団
）

「
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

一
位
を
十
六
歳
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

一
九
九

一
年
以
来
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
、

浜
松
と
い
う
町
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ピ
ア
ノ
の
町
、
楽
器
製
造
の
町
と
し
て
、
百

年
を
超
え
る
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
市
の
人
口
は
約
六
十
万
人
で
す
が
、
楽
器
産
業

に
携
わ
っ
て
い
る
人
も
多
く
、

う
の
は
、

東
京
を
飛
び
越
し
て
、

四
人
に

一
人
は
な
ん
ら
か
の
形
で
関
わ
り
合
っ
て
い
る
、

今
ま
で
の
講
座
の
な
か
で
詳
し
く
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
よ
う
な
、
社
会
主
義
や
国
家
の
威
信
を
賭
け
、
国
家
権
力
が
支

援
す
る
と
い
う
形
で
発
展
し
て
き
た
大
コ
ン
ク
ー
ル
が
そ
の
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
今
日
、

こ
の
「
ピ
ア
ノ
の
町
」
浜
松
市
が
自
力
で
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
と
い

い
か
に
も
自
然
で
夢
が
あ
る
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

一
地
方
都
市
か
ら
世
界
に
向
か
っ
て
直
接
文
化
の
発
信
を
行
い
、

世
界
の
楽
壇
に
対
し
て
発
言
権
を
持
つ
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
ま
こ
と
に
た
の
も
し
い

存
在
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

前
置
き
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て
、
早
速
こ
こ
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
二
0
0
三
年
の
十

一
月
十
日
か
ら
二
週
間
か
け
て
、
第
五
回
目
が
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
毎
回
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
優
秀
な
若

＇ 

手
が
集
ま
り
充
実
し
た
内
容
を
披
露
し
て
い
ま
す
が
、
殊
に
第
三
回
目
あ
た
り
か
ら
、

世
界
の
他
の
い
わ
ゆ
る
「
老
舗
」
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
ら
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
第
三
回

(
-
九
九
七
年
）

で
弱
冠
二
十
歳
で
第
一
位
を
勝
ち
と
っ
た
イ

タ
リ
ア
の
ア
レ
ッ
シ
オ
・
バ
ッ
ク
ス
は
、
そ
の

一
年
後
英
同
の
リ
ー
ズ
・
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
優
勝
し
、
今
や
若
手
の
ト
ッ
プ
の
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
同
じ
大
会

で
第
二
次
予
選
で
敗
退
し
た
ロ
シ
ア
の
デ
ニ
ス
・
マ
ツ
ー
エ
フ
は
、
翌
年
の
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー

・
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
浜
松
の
他
の
入
賞
者

も
少
な
か
ら
ず
モ
ス
ク
ワ
で
入
賞
し
、
話
題
を
さ
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
前
回
第
四
回
大
会
（
二
0
0
0
年
）
で
は
、

少
年
ア
レ
ク
セ
イ
・
ガ
ブ
リ
リ
ュ
ク
が
仕
留
め
、
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
、
過
去

の
巨
匠
た
ち
、
た
と
え
ば
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
や
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
若
い
頃
は
こ
ん
な

だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
輝
か
し
く

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
演
奏
を
披
露
し
、

そ
の
後
の
各
地
で
の
公
演
で
聴
衆
を
沸
か
せ
ま
し
た
0

• 

こ
の
と
き
、

二
位
を
分
け
合
っ
た
の
が
上
原
彩
子
さ
ん
と
緯
国
の
十
七
歳
の
少
年
イ

ム
・
ド
ン
ヘ
さ
ん
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
上
原
さ
ん
は
、
そ
の
あ
と

二
0
0
二
年
の

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

・
コ
ン
ク
ー
ル
に
見
事
優
勝
し
、
ド
ン
ヘ
君
は
二
0
0
一
年
、
パ

リ
の
ロ
ン
11

テ
ィ
ボ
ー

・
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
、
ま
た
、
こ
の

二
人
に
続
い
て
四
位
と

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
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ロ
シ
ア
出
身
の
オ
ル
ガ
・
ケ
ル

ン

（第
四
回
浜
松
国

際
ビ

ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
、

写
真
／
ア
ク
ト
シ
テ

ィ
浜
松
運
営
財
団
）

な

っ
た
ロ
シ
ア
の
オ
ル
ガ
・
ケ
ル
ン
さ
ん
は
、
そ
の
後
の
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝

（
一

若

い
人
た
ち
が
コ
ン
ク
ー
ル
を
受
け
る
目
的
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
「
チ
ャ
ン
ス
を

得
る
た
め
」

（下
限
は
な
い
の
で

0
0
一
年
）
、
と
い

っ
た
具
合
に
、
浜
松
に
集
ま
る
若
手
た
ち
は
今
や

の

一
言
に
尽
き
ま
す
。
浜
松
も

一
位
に
は
三
百
万
円
の
賞
金
を
用
意
し
て

い
ま
す
が
、
演
奏
家
が

一
番
求
め
て
い
る
も
の
は
自
分
の
こ
の
日
頃
の
努
力
を
心
か
ら

受
け
止
め
て
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
る
聴
き
手
、
聴
衆
、

言
い
換
え
れ
ば
演
奏
会
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
そ
こ
で
浜
松
で
は
、
第
四
回
の
優
勝
者
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
北
京
、

上
海
、
ソ
ウ
ル
と
い

っ
た
ア
ジ
ア
の
諸
都
市
に
ま
で
広
げ
、
日
本
で
の
東
京
交
響
楽
団

や
大
阪
シ
ン
フ
ォ
ニ
カ
交
響
楽
団
、
浜
松
交
響
楽
団
の
定
期
公
演
な
ど
も
含
め
て
、

合

さ
て
、
今
年
の
十

一
月
に
行
わ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

二
月
末
の
時
点
で
、
既
に

世
界
中
か
ら
三
千
件
近
く
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
正
式
な
応
募
受
付
は
三
月

一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
で
す
が
、
ち

な
み
に
前
回
は
世
界
四
十
ニ
カ
国
プ
ラ
ス

ニ
地
域
か
ら
三
百
四
十
六
人
の
応
募
が
あ
り

•9,

' 

I
 

ヽ

＇ 
、r
j
,

そ
う
し
た
応
募
は
、
ま
ず
日
本
の
審
査
会
で
の
書
類
選
考
で
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
、

さ
ら
に
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
ウ
ィ
ー
ン
、
モ
ス
ク
ワ
、

そ
し
て
浜
松
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
こ
う
し
た
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
よ
る
予
備
審
査
も
受
け

こ
う
し
た
予
備
審
査
で
、
出
場
者
は
約
八
十
名
に
絞
ら
れ
ま
す
。
世
界
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
予
備
審
査
を
事
実
上
の
第

一
次
予
選
の
よ
う
に
し
て
し
ま

っ
て
、
コ
ン
ク
ー

ル
出
場
者
を
三
十
名
弱
に
絞
り
込
む
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
初
め
か
ら
少
数
精
鋭
の

「
粒
揃
い
」

す
！
）

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
す
る
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
的
理
由
の
た
め
で
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
審
査
員
の
立
場
と
し
て
で
は
な
く
聴
衆
の
立

場
に
立
っ

て
い
え
ば
、
浜
松
の
よ
う
に
あ
る
程
度
多
数
の
さ
ま
ざ
ま
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

登
場
す
る
第

一
次
予
選
の
方
が
楽
し
い
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
書

類
審
査
や
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
も
経
て
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
か

つ
て
の
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー

・
コ
ン
ク
ー
ル
で
笑

い
を
誘
っ

た
例
の
ア
メ
リ
カ
人
の

「ツ
ー
リ
ス
ト
」

う
な
レ
ベ
ル
は
い
ま
せ
ん
。

世
界
数
十
力
国
か
ら
の
参
加
者
の
年
齢
は
、
十
代
の
半
ば
か
ら

上
限
は
二
十
八
歳
ま
で
。
そ
の
演
奏
は
ま
こ
と
に
多
様
で
興
味
深
い
も
の
で
す
。

付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
進
行

計
で
約
二
十
回
ほ
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

名
実
と
も
に
世
界
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の
で
す
。

の
よ
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予
選
の
会
場
風
景

（第
四
回
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
、

写
真
／
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
運
営
財

団
）

会
場

ロ
ビ
ー
に
貼
り
出
さ
れ
た
出
場
者
の
写
真
。
だ

れ
が
勝
ち
残

っ
て
い
る
か
が
ひ
と
目
で
分
か
る

（第

四
回
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
写
真
／

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
運
営
財
団
）

準
備
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
ク
ー
ル
会
場
の
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
の
な
か
だ
け
で

い
ず
れ
経
験
に
よ
っ
て
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
よ

か
ら

一
曲、

コ
ン
チ
ェ
ル
ト

ロ
マ
ン
派
以
後

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を

一
曲
演
奏
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
大
き

ト
の そ

の
演
奏
曲
目
は
、
第
一
次
予
選
で
は
そ
の
人
の
基
本
的
な
力
を
見
る
こ
と
が
主
眼

の
ソ
ナ
タ
、
そ
し
て
リ
ス
ト
や
シ
ョ
パ
ン
な
ど
ロ
マ
ン
派
の
作
品
、
と
い
う
課
題
曲
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

一
人
約
二
十
分
ず
つ
の
演
奏
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
第
二
次
予
選
に
は
二
十
四
、
五
名
が
進
み
、
持
ち
時
間
も

一
人
五
十
分
。
内

容
も
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
な
り
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
た
め
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
日
本

い
も
な
ぎ
と
し

人
委
嘱
作
品
の
演
奏
も
こ
こ
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
作
曲
界
の
長
老

一
柳
慧
（

一

九
三
三
ー
）
氏
の
作
品
で
す
が
、
そ
の
演
奏
に
特
に
優
れ
た
人
に
は
、
特
別
に
賞
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

一
柳
氏
に
は
第

一
次
予
選
か
ら
日
本
側
の
審
査
員
三
名
の
う
ち

の
お

一
人
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
十
二
名
程
度
に
絞

ら
れ
た
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

一
人
前
の
コ
ン
サ
ー
ト

・
ピ
ア
ニ
ス

晩
の
リ
サ
イ
タ
ル
な
み
の
六
十
分
、

京
交
響
楽
団
と
の
協
演
で
、

レ
パ

ー
ト
リ
ー
も
自
由
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
六
名
が
出
場
で
き
る
本
選
で
す
。
本
選
は
大
友
直
人
氏
率
い
る
東

な
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
本
選
で
は

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
古
典
か
ら

一
曲、

つ
ご
う
二
曲
演
奏
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

を
上
手
く
弾
く
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
実
際
の
協
演
体
験
が
大
き
く
も
の
を
い
う
た

め
、
現
実
に
は
経
験
不
足
な
特
に
年
若
い
人
た
ち
は
、
不
満
足
な
結
果
に
終
わ
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
オ
能
さ
え
あ
れ
ば
、

い
演
奏
が
で
き
る
の
は
明
白
な
の
で
、
浜
松
で
は
敢
え
て

一
曲
だ
け
、

て
演
奏
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

ゆ
と
り
を
も

っ

自
由
に
楽
し
ん
で
下
さ
い

さ
て
、
も
し
あ
な
た
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
と
し
た
ら
、

ホ
テ
ル
の
ほ
か
に
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
協
力
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

も
三
十
八
室
の
練
習
室
が
待
っ

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
整
備
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
と
練
習
施

設
が
余
る
ほ
ど
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
「
ピ
ア
ノ
の
町
」
浜
松
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
の
人
た
ち
が
、
あ
な
た
の
た
め
に
案
内
役
や
通

訳
を
つ
と
め
ま
す
。
会
場
の
内
外
に
は
、
早
く
か
ら
参
加
者
の
写
真
が
飾
ら
れ
、
各
種

の
広
報
が
町
中
に
溢
れ
ま
す
。
ふ
と
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
に
町
に
出
た
あ
な
た
は
、
ま
だ
弾

な
の
で
、

バ
ッ
ハ
の
平
均
律
や
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

ハ
イ
ド
ン
、

ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
な
ど

い
で
す
。

皆
さ
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
を
聴
き
に
来
る
と
き
、

で
聴
く
こ
と
で
す
が
、
も
し
時
間
に
制
約
が
あ
っ
て
ど
こ
か

一
部
を
と
い
う
の
な
ら
、

私
は
華
や
か
な
本
選
よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
第

一
次
予
選
の
方
を
お
す
す
め
し
た
い
く
ら

一
番
い
い
の
は
勿
論
最
初
か
ら
最
後
ま

105 第 7回 コンクールに行ってみよう
104 



第
四
回
浜
松
国
際
ビ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
、
審
査
員
席

の
講
師

（
写
真
／
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
連
営
財
団
）

く
前
だ
と
い
う
の
に
フ
ァ
ン
か
ら
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

あ
な
た
が
聴
き
手
と
し
て
参
加
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、

を
自
由
に
率
直
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
、
と
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
本
は
歴
史
的
に
い
っ
て
、
遣
唐
使
の
昔
以
来
、
「
い
い
も
の
は
い
い
」
と
し
て
優

れ
た
外
国
の
文
物
を
常
に
積
極
的
に

「
輸
入
」

し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
中
国
、
イ

ン
ド
か
ら
、
そ
し
て
明
治
以
降
は
欧
米
諸
国
か
ら
。
そ
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
、
日

本
の
文
明
開
化
に
圧
倒
的
な
影
響
を
与
え
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
文
化
の
象
徴
と
し
て
、
極
め

て
知
的
で
高
級
な
芸
術
と
し
て
、
ど
こ
か
教
養
主
義
の
堅
苦
し
さ
の
な
か
で
伝
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
大
先
輩
の
「
ク
ラ
シ
ッ
ク

・
フ

ァ
ン
」

た
ち
は
、
ま
ず
書
物
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
文
化
の
精
華
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
憧
れ
た

の
で
す
。
彼
ら
は
、
「
ラ
イ
プ
」
は
も
と
よ
り
レ
コ
ー
ド
を
聴
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ぬ

う
ち
に
、
た
と
え
ば
「
楽
聖
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の
苦
悩
の
生
涯
」
に
文
学
的
に
感
動
し
て

い
て
、
現
実
に
コ
ン
サ
ー
ト
で
「
運
命
」
を
聴
い
た
と
き
に
は
、
感
動
の
あ
ま
り
音
楽

は
耳
に
入
ら
な
か

っ
た
、
と
い
う
話
さ
え
残
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
う
い

っ
た
日
本
に
お
け
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
輸
入
時
の
教
養
主
義
的
な
影
響
が、

「
舶
来
崇
拝
」
「
本
場
崇
拝
」
と
い

っ
た
傾
向
と
と
も
に
今
も
根
強
く
残

っ
て
い
る
こ
と

は
、
皆
さ
ん
も
お
気
付
き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
聴
衆
の

「
お
行
儀
の
良
さ
」

は、

昔
か
ら
外
国
の
演
奏
家
た
ち
を
驚
か
せ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
実
は
ち
ょ
っ
と

堅
苦
し
い
「
物
足
り
な
さ
」

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

勿
論
今
は
時
代
も
変
わ
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
雰
囲
気
も
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

で
も
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
る
と
、
「
受
験
」
と
か
「
試
験
場
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
る
の

で
し
ょ
う
か
、
必
死
で
が
ん
ば
る
「
受
験
生
」

を
お
も
ん
ば
か

っ
て
か
、

く
し
て
し
ま
う
、
と
で
も
い

っ
た
雰
囲
気
が
日
本
で
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。

実
は
逆
な
の
で
す
。
そ
も
そ
も
演
奏
家
の
願
い
は
、
そ
の
演
奏
す
る
音
楽
に
自
分
が

感
動
し
、
そ
の
感
動
を
聴
き
手
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
聴
き
手

の
あ
な
た
は
、
若
い
演
奏
家
が
全
身
全
霊
を
こ
め
て
、
そ
の
生
命
を
燃
焼
さ
せ
て
演
奏

す
る
姿
を
、
是
非
率
直
に
受
け
と
め
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
感
動
を
受
け
た
ら
遠
慮
は
い

り
ま
せ
ん
。
思
う
存
分
拍
手
で
応
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

つ
け
く
わ
え
れ
ば
、

今
や

一
晩
に
百
も
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
・

コ
ン
サ
ー
ト
が
東
京
で
行

わ
れ
る
時
代
で
す
。
日
本
は
、
演
奏
家
を
夢
見
る
外
国
の
若
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、

ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
最
大
の
マ

ー
ケ

ッ
ト
な
の
で
す
。
そ
の
最
大
の
聴
衆
に
訴
え
よ
う
と
す

浜
松
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
聴
き
手
の
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
リ
ス
ト
片
手
に
自
分
自
身
の
「
採
点
」
を
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ

る
世
界
の
若
者
た
ち
を
、
堂
々
と
受
け
と
め
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

つ
い
身
を
固

コ
ン
ク
ー
ル
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一
九
四
六
年
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
た

「
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
様
子
。
一

九
八

二
年
の
第

五
十

一
回
か
ら
「
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
改
称

し
現
在
に
い
た

っ
て
い
る

（写
真
／
毎
日
新
聞
社
）

こ
の

ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
の
コ
ン
ク
ー
ル

い
と
な
り
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
を
競
馬
に
見
立
て
て

が
自
分
の
気
に
入
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
肩
入
れ
を
し
、
そ
し
て
ご
品
展
が
不
運
に
も
予

選
落
ち
し
た
り
す
る
と
、
結
果
発
表
の
あ
と
私
た
ち
審
査
員
を
待
ち
受
け
て
、
熱
心
に

抗
議
し
た
り
、
と
い
う
微
笑
ま
し
い
情
景
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
か

ら
は
、
出
場
者
た
ち
の
演
奏
が
即
座
に

C
D
化
さ
れ
て
コ
ン
ク
ー
ル
会
場
の
ロ
ビ
ー
で

発
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
人
気
の
あ
る
参
加
者
の
も
の
は
奪
い
合

私
が

一
九
六
五
年
に
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
を
受
け
た
頃
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
社
会
主
義
体
制
の
国
に
西
側
の
若
者
が
大
量
に
来
る
と
い
う
こ
と
は
滅
多
に
な
い

こ
と
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
は
昂
奮
で
過
熱
し
大
騒
ぎ
で
し
た
。

私
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
が
い
か
に
シ
ョ
パ
ン
を
熱
愛
し
誇
り
に
思
っ
て
い
る
か
と

感
動
し
た
の
で
す
が
、
或
る
と
き
そ
ん
な
な
か
に
、

「
馬
券
」
を
つ
く
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知

っ
て
、
な
ん
だ
か
息
苦
し
さ
か
ら
ホ
ッ
と
解
放
さ
れ
た
よ
う
な
心
地
に
さ
せ
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
と
き
新
聞
で
は
、
ど
の
参
加
者
が
「
ミ
ス
・
シ
ョ
パ

ン

・コ

ン
ク
ー
ル
」
か
と
い
う
、
美
人
コ
ン
ク
ー
ル
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
。

ほ
か
に
も
日
本
に
は
、
多
く
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
最
も
代
表
的
な

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
「
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
あ
り

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
す
で
に
七
十
二

回
、
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
歴
史
そ
の
も
の
の
よ
う
な
大
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
現

在
も
、
毎
日
新
聞
社
と

N
H
K
の
主
催
の
も
と
、
作
曲
、
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
管
楽
器
、

弦
楽
器
の
各
部
門
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
さ
ら
に
小
学
生
コ
ン
ク
ー
ル
、
中
学
生
コ
ン

ク
ー
ル
、
学
生
コ
ン
ク
ー
ル
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
入
賞
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る

と
、
ま
さ
に
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
背
負
っ
て
立
つ
音
楽
家
が
勢
揃
い
し
て
い
て

壮
観
で
す
。「

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
東
京
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
東
京
で

一

九
八

0
年
か
ら
「
日
本
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
声
楽
、
ピ

ア
ノ
、
弦
楽
器
の
各
部
門
に
わ
た
っ
て
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
た
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

し
た
が
、
残
念
な
が
ら

一
九
九
五
年
を
最
後
に
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

の
中
心
の

一
人
だ
っ
た
釘
叫
加
炉
子
先
生
(
-
九
二
四
ー
九
六
）
か
ら
う
か
が
っ
た
さ

ま
ざ
ま
の
話
を
総
合
す
る
と
、
要
す
る
に
「
豊
か
な
社
会
」
日
本
の
中
心
で
あ
る
東
京
、

す
な
わ
ち
芸
術
文
化
に
お
い
て
も
あ
ま
り
に
大
量
で
多
様
な
刺
激
に
溢
れ
て
い
る
巨
大

都
市
東
京
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
、
と
で
も
い

っ
た
問
題
に
悩
ま
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
同
じ
よ
う
な
巨
大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
も
、
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冒

仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
ビ
ア
ノ
部
門
の
本
選

の
様
子

（写
真
／
仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
コ
ン
ク

ー
ル
推
進
課
）

み
ん
な
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
白
い
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
用
意
さ
れ
て
い
て
、

会
場
も
私
た
ち
審
査
員
の
泊
ま
っ
て
い
た
ホ
テ
ル
内
の
ボ
ー
ル
ル

ー
ム
だ
っ
た
の
で
、

全
く
聞
き
覚
え
の
な
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
審
査
の
中
休
み
の
日
で
、

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
関
わ
る
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
し
た
い
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

な

っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

デ
ヴ
ィ

ッ
ド

・
ヘ
ル
フ
ゴ
ッ
ト
氏
を
、

ク

主
人
公
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
映
画
が
完
成
し
た
。

つ
い
て
は
主
人
公
の
モ
デ
ル
と

ー
ル
関
係
者

一
同
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
招
待
状
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

ノ
コ
ン
ク
ー
ル」

の
審
査
に
招
か
れ
て
シ
ド
ニ

ー
に
滞
在
し
て
い
た
あ
る
日
、

コ
ン
ク

と
こ
ろ
で
そ
の
前
年
、

一
九
九
六
年
の
夏
の
こ
と
で
し
た
。
「
シ
ド

ニ
ー
国
際
ピ
ア

演
男
優
賞
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
賞
を
総
な
め
に
し
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
で
す
。

奇
な
半
生
を
題
材
に
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
映
画
で
、

一
九
九
七
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
が
成
功
し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
ア
メ
リ

カ
で
は
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ

ー
ト
ワ
ー
ス
市
が
主
催
す
る
「
ク
ラ
イ
バ
ー
ン

・
コ
ン
ク
ー

ヽ

レ

外
の
リ
ー
ズ
市
で
行
わ
れ
る
「
リ
ー
ズ
・
コ
ン

｝
」
イ
ギ
リ
ス
で
は
ヨ

ー
ク
シ
ャ

ー

せ
ん
が
、

い
る
の
は
、
極
め
て
象
徴
的
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

ク
ー
ル
は
ほ
か
に
も
あ
ま
り
に
多
く
て
と
て
も
紹
介
し
切
れ
ま

さ
て
、
日
本
の
コ
ン

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て
は
、
仙
台
市
が
二
0
0

地
方
都
市
で
行
わ
れ
て

年
か
ら
開
催
し
て
い
る

ク
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
元
の
仙
台
交
響
楽
団
を

「仙
台
国
際
音
楽
コ
ン

活
用
し
て

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
だ
け
を
弾
く
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
ま
た
ピ
テ
ィ
ナ

(
P
I
T

I
N
A
)
、
す
な
わ
ち
全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
が
毎
年
全
国
的
規
模
で
開
催
す
る

は
、
参
加
者
が
三
万
人
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
す
。

「
日
本
演
奏
家
コ
ン
ク
）
ル」

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
基

ピ
ア
ノ
の
ほ
か
に
声
楽
と
弦
楽
器
の
各
部
門
も
あ
り
、

盤
を
し

つ
か
り
と
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

さ
あ
、

で
す
か
、
皆
さ
ん
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

、、
s‘

し
カ
カ

I

.

J

.

｀

↓

i

、

4

i

i
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し
ー
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皆
さ
ん
は
「
シ
ャ
イ
ン
」
と
い
う
映
画
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
デ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ヘ
ル
フ
ゴ

ッ
ト
と
そ
の
妻
の
数

ヘ
ル
フ
ゴ
ッ
ト
現
象

二
十＿ 
世
紀
の
コ
ン
ク
ー
ル

5
月
126
日
放
送
／
6
月
2
日
・

6
月
121日
再
放
送

，ー

、．

ク
ー
ル」

と
、
そ
の
代
表
的
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
が
と
も
に
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こ
れ
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
言
い
換
え
る
と
、

「
名
演
」

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な

社
会
、
成
熟
し
た
社
会
で
は
、
伝
統
的
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
に
お
け
る
「
た
だ
の
名
演
」

に
飽
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
名
演
」
に
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

の
「
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
」
に
す
ら
飽
き
て
、
ひ
た
す
ら
求
め
る
「
プ
ラ
ス
ア

合
的
な
音
楽
的
感
動
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
も
の
が
、

確
実
に
増
え
て
い
く
。
そ
し
て
二
十

一
世
紀
と
は
、

こ
の
よ
う
な
複

映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
っ
て
作
ら
れ
増
幅
さ
れ
る
「
音
楽
的
感
動
」

が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
情
報
化
社
会
の
な
か
で
は
、

純
粋
な
音
楽
的
感
動
と
は
別
に
、

で
も
私
は
、

こ
の

「
ヘ
ル
フ
ゴ
ッ
ト
現
象
」

と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に
、
心
当
た
り

「
名
演
」
に
飽
き
て
し
ま
っ
た
？

ー
ト
ょ
、
,
1
 

即
日
完
売
！

に
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
も
行
い
、

彼
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
三
日
間
に
わ
た
る
コ
ン
サ

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
ル
フ
ゴ
ッ
ト
は

一
躍
ア
メ
リ
カ
の
寵
児
と
な
り
ま
し
た
。
彼
は
盛
大

白
い
タ
キ
シ
ー
ド
に
身
を
包
ん
だ
白
髪
の
老
人
と
、
そ
の
母
親
か
と
も
見
え
る
太
っ
た

女
性
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
老
人
は
、
な
ぜ
か
悲
し
げ
な
微
笑
を
浮
か
べ
な
が

ら
私
た
ち
を
だ
れ
か
れ
と
な
く
抱
き
締
め
キ
ス
を
繰
り
返
し
、
そ
し
て
そ
の
都
度
、
ま

る
で
幼
児
の
よ
う
に
そ
の
太
っ
た
女
性
の
顔
を
う
か
が
っ
て
は
次
の
指
示
を
待
っ

。
あ

と
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
は
母
親
で
は
な
く
彼
の
妻
で
し
た
。

ま
し
た
。

そ
し
て
ひ
と
し
き
り
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
彼
は
シ
ョ
パ
ン
の
小
品
そ
の
他
を
演
奏
し

で
も
そ
の
演
奏
は
率
直
に
言

っ
て
素
人
の
よ
う
で
、
と
て
も
専
門
家
た
ち
の

鑑
賞
に
堪
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
招
か
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
関
係
者
は
当
惑
し
て

し
ま
っ
た
も
の
で
す
。
映
画
の
宣
伝
活
動
と
し
て
不
本
意
に
も
演
奏
さ
せ
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
、
と
私
は
、
彼
の
そ
の
悲
し
げ
な
微
笑
の
理
由
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
て
、
何
か
胸
が
詰
ま
っ
た
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
年
に
映
画
「
シ
ャ
イ
ン
」
は
大
ヒ
ッ

ト
し
、
数
々
の
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

そ
う
し
て
、
彼
が
こ
の
映
画
の
な
か
で
演
奏
す
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
三
番」

の
C
D
は、

ア
メ
リ
カ
で
空
前
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番
」
と
い
え
ば
、
あ
の
ヴ
ァ
ン

・
ク
ラ
イ
バ

ー
ン
が
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
折
り
の
名
盤
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
の
シ
ド
ニ
ー
で
聴
い
た
ヘ
ル
フ
ゴ

ッ
ト
氏
が
、
こ
の
天
下
の
難
曲
を

一
体
ど
う
や
っ

て
弾
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
映
画
に
よ

っ
て
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
、

＇ 

.j
f

‘ー
・

／

｀

≪,

れ
た
と
聞
き
ま
す
。
特
に
音
楽
関
係
者
か
ら
は
、

も
ち
ろ
ん
こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
評
が
新
聞
紙
上
な
ど
で
交
わ
さ

ア
メ
リ
カ
の
聴
衆
は
も
っ
と
成
熟
し

て
い
る
と
信
頼
し
て
い
た
の
に
、
な
ん
と
い
う
ミ
ー
ハ
ー
ば
か
り
、
と
い
う
よ
う
な
嘆

き
混
じ
り
の
批
判
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
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こ
の
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
を
求
め
る
、
多
彩
な
刺
激
を
求
め
る
と
い
う
現
代
社
会

の
動
き
は
、
い
わ
ゆ
る
平
均
的
寿
命
の
劇
的
な
延
び
に
よ
る
「
不
老
長
寿
社
会
」
の
到

来
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
の
「
人
生
五
十

年
の
時
代
」
な
ら
、
「
名
演
」
を
求
め
て
演
奏
に
か
よ
い
、
レ
コ
ー
ド
を
繰
り
返
し
聴

き
比
べ
る
と
い
う
こ
と
で
、
音
楽
を
楽
し
む
人
生
は
満
た
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
や
、
わ
ず
か
な
間
に
平
均
寿
命
が
八
十
歳
を
超
え
さ
ら
に
百
歳
め
ざ
し
て
進

み
つ
つ
あ
る
。
ど
ん
な
名
曲
の
ど
ん
な
名
演
も
、
「
人
生
五
十
年
の
時
代
」
な
ら
繰
り

返
し
に
堪
え
て
も
、
人
生
八
十
年
、
百
年
の
時
代
と
な
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

ど
ん
な
名
演
も
繰
り
返
さ
れ
れ
ば

「
刺
激
の
閾
値
」
を
超
え
て
し
ま
っ
て
、

よ
り
新
し

く
強
い
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
が
な
け
れ
ば
感
動
を
誘
い
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
…
…
。

考
え
て
み
る
と
、
空
恐
ろ
し
く
な
る
よ
う
な
予
測
で
す
が
、
で
も
、
そ
の
兆
候
は
明
ら

勿
論
、
そ
ん
な
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
に
よ
る
感
動
な
ん
て
本
当
の
音
楽
的
感
動
で

は
な
い
、
と
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
詳
し
く
な
く
て

も
、
そ
の
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
の
物
語
に
は
簡
単
に
感
動
で
き
る
。
そ
ん
な
手
軽
で

分
か
り
や
す
い
感
動
は
ホ
ン
モ
ノ
で
は
な
い
、
と
熱
心
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
が

で
も
前
回
、
日
本
の
最
初
の
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
」
の
話
を
い
た
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
ま
ず
書
物
を
通
じ
て
、
た
と
え
ば
「
楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
苦
悩
の
生
涯
」
に

文
学
的
に
感
動
し
て
、
現
実
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
「
運
命
」
を
聴
い
た
と
き
に
は
感
動
の

あ
ま
り
音
楽
は
耳
に
入
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
今
な
ら
笑
い
話
み
た
い
な
話
で
す
。
し

か
し
事
実
と
し
て
、
そ
ん
な
彼
ら
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、
日
本
に
お
け
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
は
発
展
し
今
日
の
成
熟
を
迎
え
た
の
で
す
。

「
折
に
ふ
れ
な
ば
何
事
か
こ
こ
ろ
動
か
さ
ざ
ら
ん
」
。
感
動
と
い
う
も
の
は
基
本
的
に

大
変
複
雑
で
多
様
な
も
の
で
、
単
純
に
ホ
ン
モ
ノ
ニ
セ
モ
ノ
な
ど
と
言
う
べ
き
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
こ
の
二
十

一
世
紀
の
豊
か
な
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
の
力
に
よ
っ
て
、
芸
術
の
世
界
で
も
多
彩
な
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
の
演
出
が
行
わ

れ
、
そ
の
感
動
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
そ
の
音
楽
的
素
養
や
知
識
に
よ
っ

言
い
た
く
な
る
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
。

か
で
す
。

~
~
~
.
'
，
~
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な
る
。
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
が
必
要
と
な
る
。

慣
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
、

反
応
さ
せ
る
た
め
に
は
刺
激
を
強
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

じ
刺
激
を
与
え
続
け
る
と
、

反
応
が
次
第
に
鈍
く
な
り
、

や
が
て
反
応
し
な
く
な
る
。

生
物
学
や
生
理
学
の
術
語
に

ル
フ
ァ
」
は
「
人
間
の
ド
ラ
マ
」

て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

い
き
ち

「
刺
激
の
閾
値
」

で
あ
り
、

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
生
物
に
同

感
動
を
呼
ぶ

「人
生
」

そ
の
も
の
と
な
っ
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一

梯
さ
ん
が
二
0
0
0
年
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

し
し
ま
し
ょ
う
。

き、

N
H
K
の
人
が
審
査
員
と
し
て
参
加
す
る
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
N

H
K
は
、
全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
梯
さ
ん
と
、
特
に
そ
の
梯
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
、
ま
る

は
、
実
際
に
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
梯
剛
之
さ
ん
の
場
合
を
例
に
お
話

以
外
で
の
評
判
や
個
人
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
の
か
。
こ
こ
で

で
も
あ
り
ま
す
。
「
人
の
心
が
加
わ
る
」
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
で
、

コ
ン
ク
ー
ル

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
た
使
命
の
問
題

確
か
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

ど
う
信
じ
実
現
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

上
げ
ら
れ
増
幅
さ
れ
な
く
て
も
、
音
楽
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
感
動
が

夢
と
情
熱
を
地
道
に
持
ち
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
映
画
や
テ
レ
ビ
で
取
り

フ
ァ
」

を
要
求
す
る
時
代
に
あ
っ
て
も
な
お
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
へ
の
最
も
根
源
的
な

て
夢
と
情
熱
を
か
け
て
い
る
こ
と
か
。
そ
ん
な
若
い
人
た
ち
が
、

こ
の

「
プ
ラ
ス
ア
ル

ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
そ
の
人
生
に
お
い
て
い
か
に
莫
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、

そ
し

き
「
た
だ
の
名
演
」

な
ど
と
い
い
ま
し
た
が
、

そ
の

「
た
だ
の
名
演
」

目
指
し
て
、
ピ

コ
ン
ク
ー
ル
に
も
参
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
若
者
た
ち
に
も
た
ら
す
影
響
で
す
。
さ
っ

た
だ
問
題
は
、

こ
う
い
っ
た
社
会
の
変
化
が
、
若
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
、

こ
れ
か
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
パ
ー
ス
ン

ん
に
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

ヘ
ル
フ
ゴ
ッ
ト
氏
の
場
合
と
同
じ
く
、
も
し

N
H
K

て
音
楽
的
感
動
の
ホ
ン
モ
ノ
ニ
セ
モ
ノ
な
ど
と
い
っ
た
差
別
を
す
る
の
は
、
時
に
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
独
特
の
「
オ
ゴ
リ
」
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
例
の
教
養
主
義

的
な
独
善
と
な
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
す
。

話
を
戻
す
と
し
て
、
私
は
結
局
こ
の
映
画
「
シ
ャ
イ
ン
」
は
見
ず
じ
ま
い
に
な
っ
て

で
も
、
も
し
事
前
に
見
て
い
た
ら
、
そ
し
て
映
画
が
評
判
通
り
の
感
動
的
な

も
の
だ
っ
た
ら
、
あ
の
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
ル
フ
ゴ
ッ
ト
氏
に
対
す

る
印
象
も
全
く
違
っ
て
、
あ
の
素
人
ぽ
い
演
奏
に
も
か
え
っ
て
感
動
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
と
考
え
る
と
、
た
と
え
ば
最
近
日
本
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
活
躍
を
し
て

か
け
は
し
た
け
し

い
る
フ
ジ
子
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
や
梯
剛
之
さ
ん
も
、
新
し
い
音
楽
的
感
動
の
ひ
と
つ

の
形
と
し
て
見
え
て
く
る
の
で
す
。

フ
ジ
子
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
の
感
動
の
ド
ラ
マ
は
、

N
H
K
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
と
聞
き
ま
す
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
い
ざ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
に
耳
が
聴
こ
え

な
く
な
り
、
し
か
し
ピ
ア
ノ
を
弾
き
続
け
た
女
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
感
動
の
物
語
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
の
テ
レ
ビ
も
フ
ジ
子
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
の
演
奏
も
聴
い

テ
レ
ビ
を
見
て
感
動
し
て
い
た
ら
、
同
じ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
フ
ジ
子

・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
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で
は
な
い
か
？

美
人
は
ど
う
す
る
？

く
な
い
、
と
い
う
理
由
で
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
に
お
い
て
も
す
ご
く
有
利
な
の コ

そ
こ
で
私
は
、
前
回
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

タ
リ
ア
の
青
年
ル
イ
ジ
・
カ
ル
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
、
こ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
ど
う
審

査
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
す
で
に
協
議
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
結
論
は
、
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
と
は
無
関
係
に
審
査
を

行
う
こ
と
こ
そ
公
平
で
あ
る
、
と
い
う
明
確
な
も
の
で
し
た
。
も
し
全
盲
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
そ
の
青
年
を
特
別
扱
い
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
、
彼
が
伝
え
よ
う

と
す
る
音
楽
的
感
動
に
と
っ
て
、
か
え
っ
て
差
別
で
あ
り
不
公
正
で
あ
り
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
の
彼
に
失
礼
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
障
害
を
持
つ
人
に
つ
い
て
、
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
ド
・
パ
ー
ス

ン
」
と
い
う
表
現
に
代
え
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
パ

ー
ス
ン
」
を
使
お
う
、
と
い
う
動

き
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
英
語
を
母
国
語
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
に
と
っ
て
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
と
い
う
言
葉
は
、
文
字
通
り
「
帽
子
を
手
に
と
る
」
す
な
わ
ち
、
お
辞
俄
を
し

て
何
か
を
「
乞
う
」
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
よ
く
な
い
と
い
う
の
で
す
。
別

、J,

iー

-

．、I

に
「
乞
う
」

一
九
九
五
年
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

二
十
九
歳
の
全
盲
の
イ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
ド
・
パ
ー
ス
ン
」

と
し
て
特
別
扱
い
す
る
の
は
、
「
彼
に
失
礼
で
あ
ろ
う
」
、
と
い
う
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
け
る
感
覚
は
、
ま
さ
に
こ
れ
な
の
で
す
。

カ
ル
テ
ィ
ア
さ
ん
の
演
奏
は
な
か
な
か
素
晴
ら
し
く
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
ま
で
進
み
、

な
お
こ
の
一
九
九
五
年
の
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け
る
協
議
の
際
、

の
こ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
分
け
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
意

見
も
出
ま
し
た
が
、
賛
成
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
記
録
の
は
っ
き
り
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
な
ら
と
も
か
く
、
最
終
的
に
は
感
動
を
目
指
す
音
楽
に
お
い
て
は
ふ
さ
わ
し

と
こ
ろ
で
こ
の
と
き
或
る
審
査
員
が
ジ
ョ
ー
ク
ま
じ
り
に
、
美
人
は
ど
う
す
る
、
と

小
声
で
言

っ
て
み
ん
な
を
わ
か
せ
ま
し
た
。
改
め
て
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
な
か
に
は
、
す
ご
い
美
人
や
セ
ク
シ
ィ
な
少
女

も
登
場
し
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
、

こ
こ
で
も
結
論
を
言
え
ば
、
あ
ま
り
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
の

い
っ
そ

そ
の
後
二
度
日
本
に
も
招
か
れ
て
い
ま
す
。

.'1

,＇’
 

.,＇ 

ー

実
は
前
回
、

ル
で
優
勝
し
て
い
ま
し
た
が
、

シ
ョ
パ
ン

・コ

ン
ク
ー
ル
で
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？

う
と
企
画
し
て
い
ま
し
た
。
梯
さ
ん
は
、

そ
の
前
に
ド
イ
ツ
の
或
る
青
少
年
コ
ン
ク
ー

お
母
さ
ん
と
の
感
動
の
物
語
を
、

シ
ョ
パ
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
を
背
景
に
テ
レ
ビ
化
し
よ

で
親
鳥
が
小
鳥
に
口
移
し
で
え
さ
を
渡
す
よ
う
に
す
べ
て
の
楽
譜
を
梯
さ
ん
に
伝
え
る

119 第 8回 二十一世紀のコンクール
118 



公
開
レ
ッ
ス
ン
の
会
場
に
て
。
若
手
音
楽
家
育
成
の

た
め
に
、
世
界
の

一
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
集
め
レ
ッ
ス

ン
を
行
う
「
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
毎

年
開
催
さ
れ
、
今
年
で
八
回
目
に
な
る

（
写
真
／
浜

松
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
音
楽
院
），
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L

わ
る
限
り
」
「
決
定
的
な
方
法
は
な
い
」
な
か
で
、

121 

以
上
い
ろ
い
ろ
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

に
冗
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

勿
論
そ
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の
企
画
は
た
ち
ま
ち
消
え
て

セ
ッ
ク
ス
ア
ピ

ー
ル
に
つ
い
て
は
前
に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
男
女
を
問
わ
ず
そ
の
容

姿
や
雰
囲
気
、
挙
措
動
作
と
い
っ
た
も
の
の
魅
力
は
、
「
人
の
心
が
加
わ
る
」

音
楽

コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
に
影
評
は
与
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
た
と
え
ば
具
体
的
に
、
選
考
の

際
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
複
数
の
人
が
並
ん
だ
と
き
に
は
、
「
将
来
性
」
と
い
っ
た
意
味

で
そ
う
い
っ
た
微
妙
な
要
素
が
加
味
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
逆
に
言
え
ば

そ
の
程
度
な
の
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
思
い
出
す
の
は
、
十
五
年
ほ
ど
前
ス
ペ
イ
ン
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
日

本
人
の
か
わ
い
い
女
の
子
が
登
場
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
「
ま
る
で
プ
ペ

（お
人
形
）

み
た
い
だ
」
と
男
の
審
査
員
た
ち
が
い
っ
せ
い
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
審
査
の

席
で
ど
う
な
る
か
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
あ

っ
さ
り
第

一
次
予
選
で
落
ち
て

し
ま
い
ま
し
た
。
回
っ
て
き
た
採
点
表
を
み
た
と
こ
ろ
、
は
し
ゃ
い
で
い
た
男
の
審
査

員
た
ち
の
な
か
に
は
、
な
ん
と

0
点
を
つ
け
た
人
た
ち
も
い
た
の
で
す
。
「
プ
ペ
」
ち

ゃ
ん
へ
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
せ
い
だ
っ
た
の
か
、
も
し
か
す
る
と
美
人
に
も
公
正
に

の
ぞ
も
う
と
い
う
意
識
過
剰
だ
っ
た
の
か
…
…
。

ま
た
今
、
「
将
来
性
」
と
い

っ
た
意
味
で
そ
う
い
っ
た
微
妙
な
要
素
が
加
わ
る
、

ま
り
美
男
美
女
が
得
を
す
る
み
た
い
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
た
い
し
た
こ

，
 

、
'
~
、

そ
の
結
果
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
た
人
た
ち
を
迎
え
る
現
実
の
社
会
は
、
確
か
に
「
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
を
求
め
る
情
報
化
社
会
で
す
が
、
実
は
そ
う
い
い
加
減
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
十
数
年
近
く
前
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
は
美
人
が
い

な
い
、
そ
れ
な
ら
美
人
を
選
ん
で
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
育
て
よ
う
と
い
う
某
企
業
の
企

画
が
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
の
か
、
ビ
ア
ニ
ス
ト
に
も
美．

人
が
い
な
い
な
ら
、
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
美
人
を
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
育
て
て
売
り
出
そ

う
、
と
い
う
企
画
が
あ
る
有
名
レ
コ
ー
ド
会
社
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
ち
ま
ち

大
々
的
な
宣
伝
が
行
わ
れ
、

C
D
も
発
売
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
、
と
あ

る
テ
レ
ビ
局
が
私
の
と
こ
ろ
に
取
材
に
来
ま
し
た
。
「
中
村
紘
子
さ
ん
は
カ
ン
カ
ン
に

怒

っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
キ
ャ
ス
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
付
き
で
紹
介
さ
れ
た
私
の
シ
ー
ン

は
、
「
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
三
歳
の
と
き
か
ら
毎
日
莫
大
な
時
間
と
心
を
か
け
て
練
習
を
積

ん
で
き
て
い
る
の
で
す
。
冗
談
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ほ
ん
と
う

な
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
「
人
の
心
が
加

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
た
ち
が

＇ 9

』

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
若
者
た
ち
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
場
で
あ
り
、 つ
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第
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回
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松
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際
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ノ
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ク
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ル
第

一
位
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い
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ウ
ク
ラ
イ
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ク
セ
イ

・
ガ
プ
リ
リ
ュ

ク

と
講
師
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写
真
提
供
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紘
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）
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の
で
す
。

か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

心

-9

し
"

>

待
機
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

い
え
る
の
で
す
。

"
＼
 

i
'
 

い
か
に
も
慣
れ
た

「
公
平
公
正
」
を
求
め
て
真
剣
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
そ
の
審
査
員
た
ち
の
共
通
の
目
的
は
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
の
比
類
な
い
感
動
を
守

り
伝
え
る
こ
と
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
そ
の
比
類
な
い
音
楽

的
感
動
を
、
皆
さ
ん
が
審
査
員
と
と
も
に
考
え
味
わ
い
、
そ
し
て
守
り
育
て
る
場
と
も

ル
な
ら
ば
、

あ
な
た
が
行
っ
た
コ
ン
ク
ー
ル
会
場
に
は
、
た
と
え
ば
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

四
十
数
力
国
か
ら
の
数
百
人
を
超
え
る
応
募
者
か
ら
選
ば
れ
た
、
約
八
十

名
の
若
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
、
そ
の
夢
と
情
熱
を
傾
け
て
音
楽
的
感
動
を
競
う
べ
く

ま
ず
第

一
次
予
選
で
、
あ
な
た
は
、
八
十
名
の
若
者
が
あ
な
た
の
よ
く
知
っ
た
同
じ

課
題
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
の
感
動
を
込
め
て
弾
く
の
を
聴
き
ま
す
。
あ
な
た
は
す
ご
い
ハ
ン

・

サ
ム
な
男
の
子
に
そ
の
お
辞
儀
の
仕
方
か
ら
も
う
惹
か
れ
た
り
、
か
細
い
少
女
が
猛
獣

の
よ
う
に
難
曲
に
挑
む
さ
ま
に
呆
然
と
し
ま
す
が
、
で
も
次
第
に
分
か
っ
て
き
ま
す
。

第

一
次
、
第
二
次
と
コ
ン
ク
ー
ル
も
佳
境
に
入
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
あ
な
た
の
耳
は

熱
く
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
比
喩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
皆
さ
ん
が
二
週
間

に
わ
た
る
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を
す
べ
て
聴
い
た
ら
、
あ
な
た
の
耳
は
物
理

的
に
も
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
耳
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
、
そ
の
好
き
嫌
い
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
的
感
動
の
表
現
に
対
す
る

あ
な
た
自
身
の
感
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
に
気
付
き
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
改
め
て
驚

ま
た
各
予
選
の
終
わ

っ
た
段
階
で
、
あ
な
た
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
の
喜
び
悲
し
む
姿

を
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
家
族
、
友
人
、
そ
し
て
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
失
望
や
憤
り
を
も
見
る
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
前
回
の

浜
松
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
緊
張
し
た
表
情
の
マ
ル
タ

・
ア
ル
ゲ
リ

ッ
チ
を
本
選
だ
け
で

な
く
予
選
に
お
い
て
も
会
場
で
見
か
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
女
が
高
く
評
価
し
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
抜
擢
し
て
い
る
、
韓
国
の
少
年
イ
ム
・
ド
ン
ヘ
さ
ん
が
参
加
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は
、

音
楽
的
な
感
動
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
ド
ラ
マ
も
あ
る

緊
張
の
あ
ま
り
上
が

っ
て
し
ま
う
ピ
ア
ニ
ス
ト
も
多
い
な
か
に
、

様
子
で
登
場
し
、
そ
し
て
難
曲
を
さ
り
げ
な
く
見
事
に
弾
き
の
け
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
も
現

わ
れ
ま
す
。
「
コ
ン
ク
ー
ル
の
渡
り
鳥
」
と
も
い
わ
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
で
、
ど
の
国

際

コ
ン

ク
ー
ル
に
も
現
わ
れ
て
、
そ
れ
な
り
の
上
位
に
入
賞
す
る
。
で
も
結
局
も
う

一

つ
何
か
が
足
り
な
い
の
か
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
き
れ
な
い
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
は
、

彼
ら
は
優
勝
よ
り
も
な
に
よ
り
も
、
と
に
か
く
よ
い
聴
衆
を
求
め
て
コ
ン
ク
ー
ル
に
来
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終
わ
り
に

あ
り
ま
せ
ん
か
。

て
は
最
高
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
聴
衆
も
ま
た
音
楽
好
き
の
ベ
テ
ラ
ン
も
多
く
、

な
た
は
も
し
か
す
る
と
審
査
員
の

一
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
あ
な
た
が

一
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
気
に
入
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
な

た
は
そ
の
若
者
の
戦
い
ぶ
り
に
熱
狂
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
、
こ
こ
に
は
、

t' 

「
ニ
ー
ズ
」

「
商
品
」
と
し
て
、
社
会
を
活

，
ー

1

ー

緒
に
味
わ
い
考
え
て
み
よ
う
で
は

コ
ン
ク

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
芸
術
の
な
か
で
も
最
も
味

わ
い
深
い
芸
術
、
そ
し
て
そ
の
感
動
を
共
有
し
た
い
と
願
う
人
々
が
、
た
と
え
、
参
加

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
審
査
員
、
そ
し
て
聴
衆
の
あ
な
た
と
分
か
れ
て
は
い
て
も
、
実
は

―
つ
に
結
ば
れ
て
い
る
場
な
の
で
す
。
さ
あ
、
ぜ
ひ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
で
下
さ

い
。
そ
し
て
私
た
ち
の
愛
す
る
音
楽
的
感
動
を
、

こ
の
講
座
の
冒
頭
で
、
私
は
申
し
上
げ
ま
し
た
。
今
日
、

二
十

一
世
紀
を
迎
え
て
本

格
化
す
る
「
豊
か
な
社
会
」
に
お
い
て
は
、
人
々
の
芸
術
へ
の
関
心
は
豊
か
で
多
様
と

な
り
、
芸
術
は
単
な
る
「
衣
食
足
り
て
の
ち
の
贅
沢
」

ど
こ
ろ
か
、
芸
術
こ
そ
将
来
最
も
「
ニ
ー
ズ
」
の
多
い

性
化
さ
せ
る
力
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
さ
え
な
っ
て

い
る
、
と
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
音
楽
的
感
動
に
も
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」

が
求
め
ら
れ
る
。
音
楽
も
ま
た
、
現
代
の
「
大
量
消
費
社
会
」
の
な
か
の

を
喚
起
す
る
有
力
商
品
と
し
て
、
次
々
と
新
し
い
刺
激
、
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
を
求

め
ら
れ
る
。

で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ

し
か
し
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
商

品
が
「
大
量
消
費
社
会
」

の
な
か
で
た
ち
ま
ち
消
費
さ
れ
、
次
々
と
現
わ
れ
る
新
し
い

商
品
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」

こ
う
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
が
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
、

の
刺
激
に
支
え
ら
れ
た

音
楽
的
感
動
は
長
続
き
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
、
私
た
ち
の
愛
す
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
そ
の
も
の
の
も
た
ら
す
音
楽
的
感
動
は
、
決
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

私
た
ち
は
、
記
憶
も
定
か
で
な
い
遥
か
遠
い
昔
か
ら
、
「
人
の
生
く
る
は
パ
ン
の
み

に
よ
る
に
あ
ら
ず
」
、
私
た
ち
の
生
き
る
意
味
、
そ
の
充
実
、
そ
の
夢
を
、
暮
夜
ひ
そ

か
に
問
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
…
…
。
そ
し

て
こ
の
、
私
た
ち
の
魂
の
豊
か
さ
を
求
め
る
熱
い
も
の
想
い
の
、
そ
の
最
も
深
い
と
こ

ろ
に
こ
そ
、
私
た
ち
の
愛
す
る
音
楽
的
感
動
は
こ
た
え
る
も
の
な
の
で
す
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
と
進
む
に
つ
れ
て
、
あ

ー
ル
な
ら
で
は
の
真
剣
さ
と
熱
意
と
耳
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
流
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
は
、
確
か
に
聴
き
手
と
し
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NHI<人間講座
2003年 4月-5月期

（テキストは奇数月に発行されます）

一

~
い
り

＠定価

国際コンクールの光と影
中村紘子 演奏家への登竜門と して注目を集めてきた国際的

（匂ニスト） なピアノコンクール。そこに織りなされる人間模

様や歴史をはじめ、「演奏試合」そのものの楽 し

み方までのすべてを、審査員としても活躍する講

師が説き明かす。本体560円十税

火真理への旅人たち～物理学の20世紀

米沢富美子 相対論、 量子論、宇宙論といった「20世紀の科

（慶應義塾大学教授） 学革命」を担った物理学者はどんな人物だったの

か？ アインシュタイン、ハップル、バーディー

ン、ゲルマン、そして湯川秀樹、朝永振一郎。彼

らのユニー クな横顔と偉大な業績がわかる。＠定価 本体560円＋税

I水空海～平安のマルチ文化人

頼富本宏
（種智院大学学長）

＠定価 本体560円十税

入唐から千二百年。宗教のみならず平安文化の創

造者であり、死して後も時空を超え現代にメッセ

ージを発信する、空海。「情報」と「癒し」とを

キーワードに、不透明・不確実な社会に惑う我々

に生きるヒン トを与える。

2003年 6月-7月期予定（テキスト・ 2003年 5月発売予定）

月 映像のリテラシー（仮） 小栗康平（映画監督）

火 生涯現役社会をめざして（仮） 清家篤（慶應義塾大学教授）

水 虫たちの地球（仮） 海野和男（毘虫写真家）

※各講座ともテーマなど、都合により変更になる場合があります。

●書店にない場合は、電話またはハガキでお申し込みください。

雷話注文センター（月 ～金、午前 9:30-午後 5:30) tel.03-3780-3339 fax.03-3780-3396 

〒150-8081 NHK出版 振替00110-1-49701〈送科は冊数にかかわらず1回180円です〉

インターネ ットで当社出版情報を提供しています。http://www.nhk-book.co.jp 
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現
在
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
環
境
問
題
は
、
実
は
目
に
見
え
る
「
も
の
」

世
界
の
話
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
豊
か
な
社
会
」

の
さ
な
か
で
の
、
そ
の
物
質
的

繁
栄
の
さ
な
か
で
の
、
「
魂
の
環
境
問
題
」
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
今
、

私
た
ち
の
愛
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
そ
の
も
の
の
も
た
ら
す
音
楽
的
感
動
は
、
私
た
ち

の
心
の
土
壌
を
支
え
る
最
も
豊
か
で
味
わ
い
深
い
魂
の
糧
な
の
で
す
。

の
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